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　　プロローグ




　天てん道どうしのぶという少女は、名めい家かの子女として生まれ、幼い頃ころから厳きびしい教育を受けてきた。そのため、多くの子供らしい遊びとは縁えん遠どおい生活を送ってきており、ゲームに出会うのもこのころの子供としてはかなり遅く、小学四年生のときだった。

　その反動だったのかもしれない。初めて同級生に遊ばせてもらったゲームボーイは──マリオランドにテトリスにポケモンは一いつ瞬しゆんで彼女を虜とりこにした。難なん関かんのステージをクリアしたとき、組み上げたブロックにテトリス棒を落としこむとき、自分の育てたポケモンが思い通りの強さを発揮したときの快感は、彼女がかつて体たい験けんしたことのないものだった。

　折りしも世間の時流はゲームボーイからゲームボーイアドバンスに移り終わろうとしていた時期である。そのためか、彼女はひょんなことから不要となったゲームボーイを手に入れるという幸運に恵まれた。

　それから彼女は、夜中にこっそり布団の中でゲームをするのが日につ課かとなった。もしその結果、成せい績せきが落ちるようなことでもあれば、両親がそれに気付いてゲームを取り上げるぐらいのことはあっただろう。しかし彼女は抜かりなく、多少寝不足であっても成績を落とすようなことはなかった。

　そして高等部に進学したころ、天道は全国の学校でゲームをする部が生まれつつあることを知った。部活となれば学業の一いつ環かんである。学生として堂々とゲームができるとはなんと素す晴ばらしいことかと、天道はゲーム部の存在に大いに憧あこがれた。

　しかしながら、彼女の所属するお嬢じようさま学園こと伊い豆ず野の宮みや学がく園えんにゲーム部はなく、また設立される気け配はいもなかった。

　最初天道は落胆したが、次第に考えを変えていった。誰だれも作らないのなら自分で作ればいいと。かくして出来上がったのが、ゲーム部こと現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶである。

　紆う余よ曲きよく折せつあったものの、その後天道は毎日のように学園でゲームをすることができるようになっていた。仲間も増えた。そして多くのゲームプレイを経て、天道は知った。ゲームで一番快感なのは、なんといっても対戦プレイで勝ったときだと。また、ゲームは一人ひとりでやるより複数でやった方が楽しい。つまり、チーム戦での勝利こそ天道にとって至高の悦よろこびだった。

　それゆえ、その日彼女のもとを訪れた客の提案は、彼女を大いに喜ばせることとなる。




「会長、例のお客さまがいらっしゃいました」

　書記の仁に井い谷たにが告げる。

　その日天道は、生徒会室にいた。現代遊戯部の部長ではなく、生徒会長としてである。

「ああ、通してくれ」

　間もなく、生徒会室に一人ひとりの女生徒が入ってくる。

　彼女が他校の生徒であることは、制服からも一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。ブラウスこそ同じ白一色だったが、伊い豆ず野の宮みやのスカートは赤のチェックであるのに対して、入ってきた女生徒のそれは紺こん色いろ一色だったからだ。
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「初めまして。甲か斐いヶが原はら女じよ学がく園えんの祇し方ほう院いんつかさと申します」

　堂々とした、それでいて礼れい儀ぎをよく知る者の挨あい拶さつだった。他校に一人で来たというのに気後れした感はまったくなく、声もよく通っている。

「ようこそ、我が私立伊い豆ず野の宮みや学がく園えんへ。わたしが生徒会長の天てん道どうしのぶだ」

「お名前は伺うかがっておりますわ。なんでも一年のころから生徒会長を務められているとか」

「大したことじゃない、たまたまそのころに生徒会の選挙の時期が変わっただけだからな。それより今日きようは我が校にいかなるご用向きだろうか？　学校行事のことで提案があるとのことだが」

「はい、では早速本題に入らせて頂きましょう。こちらの学園にも、最近ゲーム部が設立され、本格的な活動を始められたとお聞きしております。確たしか名前は現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶと……」

　天道の目が細められた。それは祇方院からすれば警けい戒かいしてるように見えたかもしれないが、実際は違った。ひょっとしてゲーム絡みの話なのかと、内心でワクワクしたのを悟られないようにしただけである。

「ああ、確たしかに我が校にはゲーム部がある。ではひょっとしてこのことも知っているのか？　わたしがそのゲーム部こと現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶの部長を務めていると」

「あら、それは存じませんでしたわ。生徒会長兼部長とはお忙しそうですこと」

「大したことではない、現代遊戯部の方は趣しゆ味みの内でもあるからな。それで？」

「今更説明するまでもないとは思いますけど、現在日に本ほんでは国の後ろ盾もあってゲームが大流行し、今や全国の学校にも次々とゲーム部が設立されつつあります」

「ああ。だが、多くはまだ同好会レベルと聞くが」

「もちろん環境を整えるだけでもかなりの費用が必要ですし、簡かん単たんに作れる部でもありませんもの。ですが、現時点でもすでに少なくない数のゲーム部が正式に存在しているのは事実ですわ。わたしたちは同じゲーマーとして、この全国的なゲーム部増加の流れを後押ししたいと考えております。そこで、ある組そ織しきを作りました」

「ひょっとして、関かん東とうゲーム部ぶネットワークのことか？」

　天てん道どうの言葉に、初めて祇し方ほう院いんの顔に驚おどろきの色が見て取れた。

「……ご存知だったのですね」

「ウチの顧こ問もんから話は聞いていた。高校野球にも高こう野や連れんがあるように、ゲーム部にもそういう組織を作ろうという動きがあるとな」

「その通りですわ。わたしたちは現在、全国のゲーム部を集め、定期的に学校対抗戦を行うことで日本一のゲーム部を決める場を作れないかと考えております。学校側にとっても、全国で名を馳はせるような強い部が存在することは名誉となりますから。そう、言ってみればゲーム甲こう子し園えんですわ」

「ゲーム……甲子園？」

　天道がその言葉を繰くり返すと、少しだけ祇方院は苦笑した。

「まあこの響ひびきがあまりにダサイので、高こう齢れいの教師の方に説明するとき以外は使わないことにしてるのですが」

「わたしは嫌いじゃないが。まあ名称はともかく、日本一のゲーム部を決める大会というのは胸が躍おどるな」

　それは天道の本心だった。普ふ段だんから切せつ磋さ琢たく磨まし合った仲間たちと力を合わせ、ライバルたちをなぎ倒した末に得る称号──すなわち日本一。これは燃もえる、と思う。

　その天道の本心を読み取ったのか、祇方院は微笑した。

「それでこそゲーマーですわ。実を申しますと、わたしたちは以前から試し験けん的てきに学校対抗戦を開いているのです。しかも、ＪＧＢＣ公認試合として」

「ほう、公認が取れたのか。つまり、その対抗戦で優ゆう秀しゆうな成せい績せきを収めれば──」

「お察しの通りですわ、年度末のＪＧＢＣ決勝大会へ進出することにも繫つながりましょう。ただ、関東ゲーム部ネットワークはまだまだ過渡期。あなた方も対戦したことがあると聞いておりますが、駿河するが坂ざかのような強豪校もある一方、お恥ずかしいことながら、実力的にはまだまだの学校も少なくありません」

　それは仕方のないことだった。ゲーム部の歴史はまだ浅く、サッカー部や野球部のような運営ノウハウはない。今はどこも試行錯誤している段階のはずなのだ。

「そこでわたしたちとしましては、この関かん東とうゲーム部ぶネットワークにあなた方伊い豆ず野の宮みや学がく園えん現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶチームを迎えたいと考えております。あなた方のご活かつ躍やくは耳にしておりますわ、すでにＪＧＢＣでの優ゆう勝しよう経けい験けんもあるとか。その伊豆野宮が加わわれば、確かく実じつに関東ゲーム部ネットワークのレベルも上がるはずですから」

　天てん道どうは飛び上がって喜びたい気持ちを必死で抑えつけなければならなかった。幸いなことに自分の感情を露あらわにしないための訓練は、幼いころから充分に積つんでいる。

「願ねがってもない話だ。実戦の場が増えることはもちろん、他校と横の連携を強められれば、練習試合の相手も増えるだろうからな。それに、わたしもこの学園にゲーム部を設立する際にはかなり骨を折ったものだ。ゲーム部の全国大会が開かれるようになり、そこで活躍することが学園の名誉に繫つながるとなれば、今後後こう輩はいたちが部活を維持するのも楽になるだろう」

「ではご承しよう諾だく頂けるということでよろしいですわね？　実はちょうど、来週の土日に定期交流戦があるのです。急な話で申し訳ありませんが、よろしければ伊い豆ず野の宮みやの皆さんも是非参加して頂きたいと考えているのですけど」

「ほう。土日、と言ったか？　つまり、泊りがけか？」

「ええ。我が甲か斐いヶが原はら女じよ学がく園えんには自慢の宿泊施設がありますの。そこを借り切って一泊二日でゲーム漬づけですわ。一日目は個人戦を行い、二日目はチーム戦。その他、空き時間があれば好きなように練習試合をしてもらって構いません」

　とうとう堪こらえきれず、天道の顔は子供のようにきらめいた。

「いいな、それはいい。まさにゲーム部合同合宿というわけだ。ちなみに、参加校はどれぐらいになるんだ？」

「まず我が甲斐ヶ原女学園、それにあなた方と面めん識しきがあると聞いている駿河坂学園の電でん子し遊ゆう戯ぎ研けん究きゆう部ぶなど、七校が参加することになっております。あなた方で八校目ですね」

　子供のように喜びに満みち溢あふれていた天道の表情に、変化が現れた。

「……待て。甲斐ヶ原女学園に駿河坂、だと？」

　あることに気付いたのだ。甲斐ヶ原女学園という名前、そして何度も対戦した駿河坂学園。その二つの学校には、ある共通事項があった。

「一つ訊たずねたいのだが……ひょっとすると関東ゲーム部ネットワークの参加校は、すべて女子校なのではないか？」

「え？　ええ、その通りですわ。野球もテニスもそうですが、いきなり男女混合戦というわけにもいきませんから」

「そうか。だとしたら、残念だが我が部は参加できそうにないな」

　天てん道どうは未練も持たず、即座にそう決断した。

「え。ど、どういうことですか？」

「ここに来るまでに男子とすれ違ったりしなかったか？　我が伊い豆ず野の宮みや学がく園えんは、二年前から共学になっている。我が現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶにも当然男子部員がいるんだ。申し訳ないが、彼が参加できないような大会に出るつもりはない」

「ええええ!?」

　伊豆野宮は、女子校の中でも名門中の名門と謳うたわれる一方、内情をほとんど外部に公開しないという特徴がある。そのせいか、伊豆野宮が共学になっていたという事実は、どうもあまり知られていないようだった。

「ちょ、ちょっとお待ちください。関東ゲーム部ネットワークに名門の伊豆野宮学園が加わるとなれば、他ほかの参加校も喜びましょう。ですが反対に伊豆野宮が参加を取りやめるような組織だという風聞が広がれば、今後他の学校を誘う際の支障となりかねません。せめて関東ゲーム部ネットワークの主催する大会だけ、その男子部員に欠席いただくわけには……？」

「できるわけがないだろう。その男子生徒は我が現代遊戯部チームの大事な一人ひとりだ。彼を置いてどこかの大会に参加するなど考えられない。そもそも、彼がいなければ我がチームの戦力は半減してしまうからな。キミがわたしの立場でも、同じ決断をすると思うが」

「……そうですわね。わたしがあなたの立場でも、軽々しくチームメンバーを斬きり捨てることはできませんわ」

「無む駄だ足あしを踏ませてしまって申し訳ないが、そういうことだ、残念だが、その話は断わらざるを得ない」

　だが、祇し方ほう院いんという少女は諦あきらめなかった。

「い、いえ、お待ちを。では……男子一人だけなら──ということで特例を設けましょう」

「いいのか？　もちろんそうしてくれるなら我々としては異い論ろんはないが……」

「関かん東とうゲーム部ぶネットワークは我が校が主体となって作り上げた組そ織しきです、それぐらいのことはできますわ。それに、以前から議ぎ論ろんはありましたの、今は女子だけとしても将来的に男子の参加を受け入れるべきか、と。体育系ならともかく、文系の部活で男女を分ける必要もありませんし、少子化の昨今、女子校も年々減っているのが現実ですから。男子の参加は、むしろちょうどいい実験になりますわ」

「そうか。そういうことなら喜んで参加させてもらおう」

「ただし、合宿施設の方は当然ながら男子の受け入れ態勢ができておりません。そちらは至急準備させるとしても、いささか男子の方にはご不便をおかけするかもしれませんが……」

「こちらも無理を言っているのは理解している。幸い我が校の男子生徒は皆我慢強く、品行方正な者ばかりだ、問題ないだろう」

「そういうことでしたらわたしとしても安心ですわ。では、詳細は後日あらためて」




「会長、なんだか嬉うれしそうですね」

　祇し方ほう院いんが去った後、書記の仁に井い谷たには開口一番にそう言った。

「そうか？　いや、そうだな。嬉しいというか楽しみだな」

　岸きし嶺みねの参加という問題はどうにかクリアーできた。そうなると、後は楽しみしかなかった。学校同士、同じ立場同士で一番を決める。そういうシチュエーションが、天てん道どうは好きだった。

（しかし、学校同士の対戦となると無ぶ様ざまな成せい績せきは残せないな。我が部としてももっとパワーアップが必要だ）

　少年漫画のようなことを考える。

　とはいえ、現代遊戯部の部員はすでに誰だれもがそれなりの腕前を持っている。しかもそれは何年もかけて研磨された腕だ。今更一週間やそこら練習したところで、これ以上劇げき的てきに上う手まくなるということもないだろう。

（いや、彼だけは違ったか）

　八〇点のテストを九〇点に引き上げるのが難むずかしいように、中級者を上級者に引き上げるのは、かなり難しい。だが、初心者を中級者に引き上げるのは難しくない。

　そして、現代遊戯部にはいる。まだまだゲーマーとして発展途上で、伸び白が充分にある仲間が。
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　　　　１




　学園モノの小説や漫まん画がで、放ほう課か後ご体たい育いく館かん裏に呼び出されるというシチュエーションがある。フィクション作品の中ではよく見かけられるネタだが、もし実際にそんな目に遭うことになれば、学生にとっては悪夢以外の何者でもないだろう。腕っ節はもちろんのこと、人に逆らう気概もない岸きし嶺みねにとっては尚なお更さらのことである。

　幸いというべきか、現在岸嶺が通っている伊い豆ず野の宮みや学がく園えん高等部ならその心配はないはずだった。何しろ女子と男子の割合は９：１であり、男子同士で争っている場合ではない。それに入学を認められた男子たちはみんな基本的に真ま面じ目めで優ゆう秀しゆうときている。なおその上に、岸嶺は現在高等部三年生で先せん輩ぱいもいない。

　ところがである。その日、岸嶺はまさに体育館裏に呼び出されるというシチュエーションに陥っていた。

「おう。おまえが最近調ちよう子しに乗ってやがるって岸嶺だな？　あン!?」

「は……はあ」

　答える岸嶺の声はすっかり動揺していた。

　この学園は町外れの山やま裾すそに作られている。体育館の裏側には塀と山しかないためか、辺りにはまったく人の気け配はいはない。ここでは大声を出しても誰だれも気付いてくれないだろう。

　もっとも、このとき岸嶺の声が動揺していたのは、恐怖を感じていたからではない。どうしてこうなったという戸惑いのためである。

「あの……一つだけ訊いてもいいでしょうか？」

「ああ？　なんだコラ？」

「その、なんで理事長に体育館裏に呼び出されないといけないんでしょう？」

「じゃかましい！　理事長室でヤキ入れるわけにはいかんだろうが！」

　六〇歳を超えているであろうその老人は、至極もっともな返答を口にした。




　始まりは今日きようの授業が終わった直後のことである。

　岸嶺はいつも通り教室を出て部室へ向かおうとした。だが教室を出たところでいかつい理事長がやってきて、小声で次のように囁ささやいたのである。

「いいか？　五分後、体育館裏にこい。一人ひとりでな。あと、このことは誰にも言うんじゃねえぞ？」

　尊敬されるべき理事長とは思えぬ言葉遣づかいだった。

　なぜ理事長に呼び出されるのか。しかもなぜ呼び出される場所が体育館裏なのか。

　岸嶺としてはわけが分からなかったが、相手が理事長では無視もできず、きっちり五分後に体たい育いく館かん裏へ向かった結果が今の状態だった。




　なにせ相手はこの元お嬢じようさま学園の理事長を務めている人である。見た目はまともなのだ。伝統ある学園の責任者とはかくあるべきと言わんばかりに和装をきちっと着こなし、高こう齢れいのわりに腰も背中もピンと伸びている。眼がん光こうは鋭するどく手もごつごつと堅く、岸きし嶺みねがケンカしても間違いなく勝ち目はなさそうだった。

「ま、待ってください、色々おかしいですよ！　そもそもなんで理事長にヤキ入れられないといけないんですか!?」

　岸嶺が言い返せたのは、いつも杉すぎ鹿しかになじられて耐性がついていたからだった。

「なんだ？　身に覚えがないというのか？」

　理事長は岸嶺の体を体育館の壁かべに押し付け、顔を近づけた。およそ老人とは思えない筋力と迫力だった。

「貴様、我が校では禁じられている男女交際をしておるだろうが！」

「えええええ!?　し、してません、したこともありませんよそんなこと！」

「ウソをつけ！　おまえが毎日狭い部室の中で女子高生に囲まれキャッキャウフフしとるのは分かっておるのだ！　くっ、わしでさえ遠くから眺めるだけで我慢しとるというのに！」

　なぜか拳こぶしをプルプル震ふるわせながら言う。

「ちょ、ちょっと、訳が分からないんですけど!?　なんですか眺めるだけで我慢って……」

「ふっ、分からぬのか！　ならば教えてやろう！　そもそも、わしがこの学園の設立と維持に協力しておるのは、たおやかで可か憐れんな花々をわしの手で愛めでたいがためだったのだ！　一〇代の一番美しい花々を害虫どもから守り、その発育を見届けるためだったのだ！」

　と、涙を流さんばかりに熱ねつ弁べんしたかと思うと、くわっと再び岸嶺を睨にらみつける。

「だからわしはおまえたち害虫が近寄って来ぬようあの手この手で排除してきたというのに……！　ええい、すべてはあの校長が悪いのだ！　共学などにしおってからに！」

　そういえばこの学園に転入してきたときだったか、校長の口から理事長への愚ぐ痴ちらしい言葉を聞いたことがあった。

　あれはつまりこういうことだったのだ。

　私立伊い豆ず野の宮みや学がく園えんには、校長と理事長がいる。そして校長の方は立派な女性だったが、理事長の方は──いささか変な趣しゆ味みがあったのだ。

「ええい、とにかく誓え！　わしのしのぶちゃんにも、わしのまどかちゃんにも、わしの宮みや美びちゃんにももう金こん輪りん際ざい近づかぬとな！　さもないと痛い目を見るぞ！」

　ここへ来て、ようやく岸嶺も呼び出された理由が分かりかけてきた。勇気を振り絞って言う。

「……分かりました。ようするに理事長は……変態だったんですね？」

「なななななんだと!?　このわしのどこが変態だというのだ!?」

「だって……六〇歳ぐらいの老人が、女子高生を愛めでるのが趣しゆ味みって、どう考えてもおかしいでしょう」

「年ねん齢れいなど関係あるか、持ち出すな、そんなもの！　一〇代の女の子は可愛かわいいではないか！　可愛いは正義なのだ！　可愛いものを可愛いと愛でてなにが悪い!?　高校生が高校生を口く説どくのはいいのに、なぜ老人が高校生を口説くのがロリコンになるというのだ!?」

「べ、別にそこまでは言ってませんけど」

　正しいのは自分のはずなのに、理事長の妙な迫力に押されてしどろもどろになる。

「とにかく！　これは最後通つう牒ちようだ！　部活は早々に退部し、明日あしたからは男だけでたむろっておれ！　分かったな！」

「お、お断りします」

　自分でも驚おどろいたことに、岸きし嶺みねは反射的にそう答えていた。

「ほう？　理事長たるこのわしの命令に逆らうとな？」

「ぼ、僕は現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶの一員なんです。みんなとチームを組んでるんです。なんと言われようと、今やめるなんてできません」

「ほう。言いおるわ。どうやら、あらぬ濡ぬれ衣ぎぬを着せられ退学させられる覚悟はできておるようだな？　差し当たり、理事長を体たい育いく館かん裏に呼び出し暴ぼう行こうを働いたという罪状ならば、退学ぐらい簡かん単たんにできるだろうな」

　老理事長の目は、とても冗じよう談だんを言っているようには見えなかった。

　あるいは本気なのかもしれない。実のところ理事長の気持ちは分からないでもなかった。天てん道どうや杉すぎ鹿しかや鷹たか三み津つに変な虫が寄ってくるのなら、確たしかに排除したくもなる。

　だが、だからといって部のためにも簡単に排除されるわけにはいかない。岸嶺は必死になって反はん撃げきの糸口を探した。とてもではないが正せい論ろんが通じる相手ではない。しかしなにか弱点はあるのでは、という気がしてならなかったのだ。この理事長は学園に男子が存在することを嫌っている。しかし現実問題として、この学園に男子はすでに入り込んでいる。それはなぜか。

　その答えを、岸嶺は知っていた。

「……理事長がそうくるなら、僕にも考えがあります」

「はっはっは、小こ童わつぱが！　貴様のような中流階級のガキになにができるというのだ!?」

「こ、校長に言いつけます！　理事長がこんなことしてるって！」

「それだけは勘弁してください」




　土下座だった。




　目にも止まらぬ早業だった。なにをどうやったのか分からない。さっきまで岸嶺の胸むな倉ぐらを摑つかみかからんばかりだった老理事長は、岸嶺が校長の名を出した次の瞬しゆん間かんには土下座していたのだ。

「くっ、おのれ青二才め！　あのクソ校長の名を出すとはなんと卑ひ怯きような！」

　土下座しながら顔だけ上げて言う。

「り、理事長の立場を悪用してる人に言われたくはないんですけど。というか理事長にも後ろめたいことをしてるって自覚はあったんですね……」

「なにを馬ば鹿かな！　可か憐れんな花を愛めでることに抵抗などあるものか！　ただわしは校長が怖いだけだ！」

「自慢にもなってないことを堂々と言われても……。そ、それよりいつまでその格好でいるんですか。さすがに申し訳なくなってくるんで早く立ってください」

「……むぅ」

　言われて気付いたのか理事長はようやく土下座の体勢から文字通り立ち直った。

　ぱんぱんと服のホコリを払う。

「よし、分かった。わしも考え直した。確たしかに理事長が生徒を脅迫するのは教育上よくはないな」

「当たり前でしょう、そんなの！」

「分かった、では脅迫はやめて懐かい柔じゆうにしよう。こいつをおまえにやる。みんなには内ない緒しよだぞ、おまえだけにやるんだからな」

　理事長はそういって袂たもとからなにかハガキの束ようなものを取り出すと、岸きし嶺みねの手を取って強引に押し付けた。

「なんですこれ。ハガキ……いや、写真？」

　なんの写真かと視し線せんを落とした岸嶺は、自分の目を疑った。

　体にぴったりと張り付く紺こん色いろの衣服。

　普ふ段だんは決して見ることのできない場所まで露あらわになった少女たちの姿。

「こ、これって……！」

　それは天てん道どうや杉すぎ鹿しかたちの、競きよう泳えい水着姿の写真だった。

　彼女たちの下着姿さえ見たことのある岸嶺だったが、その写真に映った彼女たちにはまた別種の魅み力りよくがあり、写真をめくる手が止まらない。

「ふふふふふふ、愚かな男子どもは知らんだろうが、すでにこの学園ではプール開きが行われているのだ！」

「そ、そりゃもう六月ですし……で、でもどうやってこんな写真を……？」

「ふふふふふ、理事長権限でな、校内の見回りをするついでに隠かくし撮どりをしているのだよ！　どうだ、素す晴ばらしいだろう。我が校のプールではスイミング帽などという無粋なものはつけぬ、この水に濡ぬれた長い髪こそ一番の萌もえポイントだからな！　おっと、言っておくが我が校のプールは男子禁制だ、入場すら禁止だ！　プールの水をすすろうなどと考えても無む駄だだからな！」

「やりませんよそんなこと！　それよりあんたそれでも教きよう職しよく者しやですか！　隠かくし撮どりなんて理事長のすることじゃないですよ！」

「やっかましい！　その気になれば更衣室にカメラを仕掛けることだってできたのだぞ！　だが教職者としてそこまでするのはさすがにどうかと思って自じ重ちようしたぐらいなのだ！」

　自慢げに言うが、今の話のどこに自慢できるポイントがあったのかは分からなかった。

「ほれ、ノーマルに夏服の写真もあるぞ。競きよう泳えい水着もいいが、まどかちゃんの半はん袖そでセーラー服もなかなかのものだろう？　あの小さなセーラー服の胸元をぐっと押し上げるこの膨ふくらみがいいんじゃ。それが分かっていたからこそわしは帰国子女のまどかちゃんに理事長権限でセーラー服の着用を許可したのだ。ちなみにこの学園では未いまだに女子がブルマ着用なのもわしの手柄よ」

　今明かされる驚きよう愕がくの事実だった。案外この理事長、正体が知れ渡れば男子生徒たちには受けがいいのかもしれない。

「ほれ、まだあるぞ。思春期のガキらしくこの写真を見るだけで満足するがいい。おまえらのような一〇代の飢えた獣けものならこの写真でも充分実用的だろうからな」

　岸きし嶺みねのスラックスのポケットや上着のポケットに、次々写真がねじこまれていく。

　相手は理事長だから抵抗するのはよくないよね、などと一いつ瞬しゆん思ってしまったが、自分はそんな邪よこしまな目で部長たちを見ることはできないと心の中の悪あく魔まを一刀両断する。

「い、いりませんこんなの！」

　慌てて理事長の手を払い、強引にポケットに突っこまれた写真をかき集めて突き返す。

「貴様……。このわし秘蔵のコレクションを、少女たちの輝かがやく一瞬をそうも無造作に扱うとは……もしかしてホモか!?」

「黒か白かしかないんですか！　とにかく、これ以上理事長の話に付き合うつもりはありません。部活の時間ですので、僕はこれで」

「ほう。よかろう、行きたくば行くがいい。しかしそれはわしを敵に回すということだぞ？　この学園で、わしを敵に回してただで済むとは思うなよ？」

「じゃあ……僕は今すぐ校長に言いつけに行きます！」

「それだけは勘弁してください」

　また瞬間土下座だった。

　一体この人はどれだけ校長に弱いのかと、不ふ思し議ぎで仕方ない。

　いずれにせよ、これ以上付き合ってもいられなかった。それに、自分のせいではないはずだが、眼がん前ぜんで老人が土下座しているという光景はどうも居い心地ごこちが悪い。

「分かりました分かりました、言いつけるのはやめますから、その代わり僕にはもうかかわらないでください！」

　結局岸きし嶺みねは、そう言って逃げるように踵きびすを返すのだった。




　このとき岸嶺は気付いていなかった。全部突き返したはずの写真が数枚、まだポケットに残ったままだという事実に。




　　　　２




「お、ようやく来たな。これで話ができる」

「あ、部長。みんなも」

　岸嶺がなんとか理事長から逃げ出して現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶの部室にやってくると、すでに瀬せ名な先生を除くメンバーが勢せい揃ぞろいしていた。

「今日きようは鷹たか三み津つさんも来れたんだ？」

　天てん道どうや杉すぎ鹿しかだけではない。もう一人ひとりの部員であり、岸嶺の幼おさな馴な染じみである少女も今日は部室に顔を出していた。

「はい。来月からは忙しくなりそうなんですけど、今は少し余裕がありますから」

　来月。世間的には夏休みの始まりである。芸能活動をしている人が忙しくなるとすれば、確たしかにそこからだろう。

「あんたこそなんかあったの？　今日は妙に来るの遅かったけど」

　珍しく杉鹿が気き遣づかってくれる。

「え？　あ、うん、その、ちょっと先生に呼ばれちゃって」

　なんとなく杉鹿を直視することができず、適当に誤ご魔ま化かす。

　理事長のことは言いい辛づらかった。岸嶺は本性を知ってしまったが、世間的には立派な人として認知されている人物なのだ。『理事長が実はロリコンの変態で、僕の立場を嫉しつ妬としたみたいで』と言っても信じてくれるとは思えない。それに理事長対策には校長の名を出すことが有効と分かった以上、今後支障になることはないとも思ったのだ。

「っていうか、ちょっと？　なんであんた目を逸そらしてるわけ？」

「え？　そ、そう？　そんなつもりないんだけど」

　杉鹿の指摘は正しかった。

　理事長のことはいい。それより問題なのは、理事長から見せられた天道や杉鹿たちの競きよう泳えい水着姿の写真である。

　そのとき目にした彼女たちの体つきは、例によって脳裏にこびりついていた。そのせいか、薄うすい夏のセーラー服越しに杉鹿の体のラインが見えるような気になってしまい、恥ずかしくなって目を逸らしてしまうのである。

「そ、それより部長、さっきなにか話があるって言ってませんでした？」

　とりあえずとっとと話題を変えてしまう。

「ああ、今日きようは面おも白しろい話がある。実は今日来客があってな──」




　かくして、岸きし嶺みねたちは知る。関かん東とうゲーム部ぶネットワークという、自分たちと同じようなゲーム部の横の繫つながりが存在することを。

「へえ、ゲーム甲こう子し園えんねえ。面白そうじゃない、名前はアレだけど」

「まあその辺りは仮称らしいからおいおい変わっていくだろう。それより、その関東ゲーム部ネットワーク主催で今度合宿ゲーム大会をするらしくてな。わたしとしては是非部のみんなで参加したいと思っているんだが」

「合宿ゲーム大会？　つまり、泊りがけでゲームするわけですか？」

「ああ、そうだ。二日連続でゲームしまくるんだ、きっと楽しいぞ」

　岸嶺の疑問に、天てん道どうはさも嬉うれしそうに答える。

「あの、それっていつ行われるんでしょうか？」

　恐らくこの中で一番忙しい身である鷹たか三み津つがおずおずと訊たずねる。

「ああ、来週の土日だそうだ。どうだ、鷹三津。忙しいとは思うが、キミも来てくれないだろうか？」

「そうよね。ようするにその合宿って生徒主催の学校行事でしょ？　じゃあ瀬せ名な先生に参加してもらうわけにはいかないし、鷹三津は来てもらわないとチーム戦できないじゃない」

「それは言うな、杉すぎ鹿しか。鷹三津には鷹三津の都合があるんだからな」

「お気き遣づかいありがとうございます、でも今の時期なら行けなくはないと思います。事務所からも言われてるんです、学校の行事には積せつ極きよく的てきに出るようにって」

「芸能活動ってそういうもんなの？」と杉鹿。「普通だったら学校行ってる暇あったら仕事しろとかって言われそうなもんだけど」

「はい。事務所からすると、仕事のために学業を疎おろそかにしていると思われるのはよくないみたいですから」

「へぇ。未成年者の労働は色々面めん倒どうなのね」

　鷹三津も杉鹿も、妙に大人おとなびた会話をしていた。

「無理にとは言わないが、来れるなら是非来てくれ。聞くところによると、土ど曜よう日びは個人戦で日曜日はチーム戦という区切りらしい。四人集まるならチーム戦にも出るべきだろうが、関東ゲーム部ネットワークがどんなものかを見るだけなら個人戦に出るだけでも充分だろうからな」

「大丈夫です、来週の土日は空けてもらいます。最近結構仕事してましたから、二日ぐらいなら問題ありません」

「そうか、そういうことなら嬉しい。しかも話によると、そのゲーム合宿はＪＧＢＣ公認らしいぞ」

「ＪＧＢＣ公認？」思わず岸きし嶺みねは訊きき返した。「公認だと、なにかいいことあるんですか？」

「ようするに秋あき葉は原ばらなんかで行なわれてるＪＧＢＣと同じ扱いになるんだ。勝てばＧポイントが得られるから、ＪＧＢＣ決勝大会への道にも繫つながるというわけだな」

「へえ、すごいですね。でも、学校同士の対抗戦にＪＧＢＣを引っ張ってくるなんてよくできましたね……」

「ようは双方の利益が合致したということだよ！」

　と、そのときだった。

　いちいち颯さつ爽そうと登場しないと気がすまないらしい瀬せ名な先生が、唐突に部室に入ってきたのである。

「いいかね！　そもそもＪＧＢＣとは、ゲームの販売を促進するために作られた仕組みなのだ！」

「はあ、それは聞きました。ゲーム大会を開いてゲームの売り上げを伸ばすって話ですよね？」

「そうだ！　ゲーム業界からしてみれば、ゲーム部が学校のメジャーな部活として認にん識しきされるようになれば、得られる利益は計りしれん！　練習のためにとゲームが部費で購こう入にゆうされるかもしれんし、なにより純粋にゲーマーの増加に繫がるわけだからな！　ようするにＪＧＢＣ運営側からすれば、喜んで学校には便べん宜ぎを図りたいというわけだよ！」

「な、なるほど……。よく分かります」

　たとえば学生時代にハマった趣しゆ味みというのは、大人おとなになっても続けられることが多いらしい。ゲーム業界からすれば、ゲーム好きの学生を増やすことで大人になってもずっとゲームをし続けて欲しいといったところなのだろう。

「似たようなやり方で、以前『お子さまの誕たん生じようパーティにゲーム大会はいかがですか』などという企画が流は行やったこともあったのだぞ！　ＪＧＢＣの係員とゲームのセットをまとめてレンタルして、誕生日をゲーム大会で盛り上げようというわけだな！」

「へえ。面おも白しろそうですね、それ」

　中学生、高校生ならともかく、幼児なら誕生日は結構大きなイベントだ。そんな日にゲーム大会というのはさぞ盛り上がることだろう。

「でもその企画って、最初は人気だったけどすぐになくなっちゃったって聞きましたけど」

　鷹たか三み津つの意外な言葉に、岸嶺はすぐさま訊き返していた。

「え、そうなの？　評判よかったのに？」

　その疑問に答えたのは杉すぎ鹿しかだった。

「そりゃそうでしょ。子供同士でガチゲーム大会なんてやったらすぐケンカになるに決まってるし」

「あー……」

「杉すぎ鹿しかくんの指摘は正しい！　特に誕たん生じよう日びパーティとなれば本来主役は一人ひとりなわけだが、ゲーム大会となれば誰だれが勝つか分からん！　子供に主役を接待するなどという概念があるわけもないしな！」

　子供にとっては花の誕生日パーティ。誰もが誕生日おめでとうと祝ってもらえるその日に行われるゲーム大会。ところが子供同士となれば手を抜くわけもない。誰もがホストそっちのけで戦いだす。そうなれば主役が勝てる保証はどこにもない、さっきまでみんなに祝ってもらっていた子供はあっというまに負け組へ転落、その落差に耐え切れず泣き出す──そんな光景は容易に想像できる。

「なるほど廃すたれるわけですね。それにしても、そんなに簡かん単たんにＪＧＢＣの大会を開催できるってまずくないですか？　たとえばお金に余裕がある人が、個人的にＪＧＢＣを開いて八や百お長ちようで勝ち進むことだってできそうですし」

「ああ、もちろんそういう方法もある！　だが別にいいではないか！」

「え……。い、いいんですか？　そんな方法で勝ち進むなんて」

「岸きし嶺みね君、君は根本的な勘違いをしている！　考えてもみたまえ、どんなルートを勝ち抜こうと結局決勝大会では激はげしい勝ち抜き戦が待っているのだ！　ズルをして勝ち上がった者など、そこでとっとと敗退して恥をさらすだけとなる！　八百長結構、むしろＪＧＢＣに金を入れてくれてありがとうと言うべきだな！」

「なるほど……」

　頷うなずける話だった。ＪＧＢＣではゲームの腕前こそがすべてなのだ。いくら予選でズルができても、決勝でゲームの腕前が試される以上、何も問題はないということである。特にゲームというのは実戦経けい験けんが大事だということを、岸嶺は知っている。ヌクヌクと八百長で勝ち抜くような卑ひ怯きようなゲーマーなど、決勝で蹴け散ちらされるのがオチだろう。

「まあとにかく──」

　天てん道どうが大きく脱だつ線せんした話を戻そうとする。

「わたしたちにとってはいつも通りのゲーム大会というわけだ。みんなそのつもりでいてくれ」

「分かったわ。で、その合宿でやるゲームってなんなの？　まだ一週間ちょっとあるから練習するなら早くやった方がいいでしょ」

「ああ、それについてだがな。基本的には当日ＪＧＢＣの係員が発表するまで分からないそうだ」

「へ？　どういうことですかそれ」

「ようはランダム戦ですよ」ＪＧＢＣでよく司会を務めることのある鷹たか三み津つが教えてくれる。「競きよう技ぎ種目として相応ふさわしいゲームをＪＧＢＣ運営が決め、それで勝負するって形式です。もちろん公平を期すため、どのゲームが使われるかは当日まで参加者には分からないようになってます」

「ああ、ようは初心者でも勝てるようにってやつの一いつ環かんだね」

　ＪＧＢＣというゲーム大会では、多くの参加者を募るために、ゲーマー初心者であっても上級者に勝てるチャンスを作ろうとする試みがなされている。その方法の一つとしてよく用いられるのが、対戦にランダム性を取り入れるという手法だ。

　どんなヘビーゲーマーであっても、苦手なゲームの一つ二つはある。そこで鷹たか三み津つが言ったように、なんのゲームで対戦するか分からないという形式を取り入れれば、初参加であっても勝てるチャンスは生じるというわけである。

「まあそういうときは幅広く色んなメジャーゲームをプレイしておけばいいのだ！　では皆、コントローラを握りたまえ！　今日きようも顧こ問もんとしてみっちり鍛きたえてあげようではないか！」

　と、勇んでコントローラを握った瀬せ名な先生だったが、天てん道どうがそれを制止した。

「ですが瀬名先生は今回はプレイヤーとしては出られませんよ。生徒限定のイベントですから」

「はっ!?　そ、そういえば!?」

　当然といえば当然だった。

「まあいいか。場所が場所だ、今回は声せい優ゆうが司会を務めるわけではないしな」

「それで納得しちゃうんですね……」

「なにを言ってるんだ君は！　声優がいないところで頑張っても仕方なかろう！」

「はあ。いやまあいいんですけど」

　人の価値基準は人それぞれである。それ以上深くは突っこめなかった。

（よく考えたら、声優はいるんだけどね）

　と、鷹三津の方を見る。瀬名先生がよく歓声を上げている人気声優大たい河が伊い佐さ美みは、実は鷹三津のことなのだ。そのせいか、彼女はどこか居い心地ごこち悪そうだった。

「まあとにかく、だ」

　と、また脱だつ線せんしかけた話題を天道がもとに戻す。

「もちろんこれから時間の許す限り練習を積つむことになるわけだが……今回は闇やみ雲くもにゲームをするだけではなく、一つ目標を持って練習をしてみたいと思う。特に岸嶺、キミには是非習得して欲しいことがある」

「え？　ぼ、僕ですか？」

「そうだ。キミの《魂転生ソウル・トランス》を、もっと自在に扱えるようになって欲しいんだ」

「え、力入れるのそこなの？」

　杉すぎ鹿しかがひどく嫌いやそうな顔をする。

《魂転生ソウル・トランス》とは、岸嶺が持つ特殊能力である。岸嶺がゲームをしているときに集中力が高まると、ゲームの世界に意い識しきが取りこまれる──というのがその効果だ。設定付けと名付け親は天てん道どうである。

　だが、あながち天道の妄想というわけでもなかった。岸きし嶺みねがゲームにのめりこむと、自分でも気付かない内にゲームの中のキャラと一体化してるような気になるのは事実だった。『大なり小なり違いはあるが、ゲーマーにはよくある現象だ！』とは瀬せ名な先生の弁である。

「杉すぎ鹿しか、そうバカにしたものじゃないぞ、強いゲーマーはなにかしらそういった必殺技を持っているものだ」

「……そういえば」と、岸嶺はあることを思い出した。「こないだ家庭教……あ、いや、どこかのゲーマーが《時を止める魔眼ブースト・エンデイング》って必殺技を持ってるって聞きましたね」

「ほう!?　そのゲーマーというのは恐らく格ゲーマーだろう!?」

　応じたのは瀬名先生である。

「え？　そうですけど。なんで分かるんですか？」

「《時を止める魔眼ブースト・エンデイング》とは人間の能力を超えた六〇分の一秒を見切るというスキルとして、強豪格ゲーマーの間では有名なのだよ！　ちなみに、まったく同じスキルで《走馬燈リボルビング・リユミエール》というものもあるな！　ようするに理屈的には走そう馬ま燈とうと一いつ緒しよということだ！」

「はあ、なるほど」

　走馬燈。たとえば高所から飛び降りるなど人間が死の危き機きに直面すると、周囲の時間の流れが遅く感じられ、それまでの人生が次々思い浮かぶという。これは何ら科学的根拠のない現象ではなく、眼がん前ぜんの危機に対し、これまでの人生の中から対処法を編あみ出そうと脳が高速で活動している結果なのだ──という話をどこかの本で読んだことがあった。

「分かります」と、嬉うれしそうに天道。「つまり、ゲームに集中した人間の脳が活発化して六〇分の一秒が見切れるようになったということですね？」

「うむ、そういうことだ！」

　こればかりは岸嶺にも否定はできなかった。先に行われたスパⅣＡＥの戦いで、世界のすべてがスローモーションで動いているかのように感じられたことがあった。あれが走馬燈の一種だったのだと言われれば、なんとなく納得はできる。

「どうでもいいけど──」と、杉鹿。「リュミエールってなに？　リボルビングは英語だけど、リュミエールなんて英単語聞いたことないわよ？」

「うむ！　走馬燈は英語で言うとリボルビング・ランターンとなるのだが、ランターンというのは響ひびきがよくないのでフランス語で光を意味するリュミエールを持ってきたというわけだ！」

「……もうなんでもいいのね、響きさえよければ」

「そういえば彼の《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》も有名な必殺技を持っていたな。確たしか、《闇を駆ける黒き衣シヤドウ・ランデイング》だったかな」

　なぜか杉すぎ鹿しかが苦い顔をする。

「なにが《闇を駆ける黒き衣シヤドウ・ランデイング》よ。あんなのただ人目につかないようにしてキルを稼かせぐのが得意ってだけじゃない。大体、シャドウ・ランディングって〝影かげの着陸〟じゃない、意味分かんないわ」

「杉鹿、意味は関係ない。重要なのは言葉の響ひびきなんだ。わたしには分かる。シャドウ・ランニングでは格好良くないと思ったんだろうな」

　天てん道どうが真顔で諭さとそうとする。

「実を言うと、杉鹿。キミの見事なスナイピング・テクニックについてもそろそろなにか名前を付けるべきと考えているんだが」

「ちょ、やめてよ。あれこそただ単に練習の積つみ重ねで習得したテクニックってだけだし」

「研けん磨まされ、身につけた技スキル。それこそ誇るべき必殺技だろう。そうだな、たとえば岸きし嶺みねの《魂転生ソウル・トランス》は、アクティブスキルだ。つまり能動的に発動する必要がある。しかしキミのような技の場合は自動発動のパッシブスキルと呼ぶべきだろう。そうだな、スナイピング能力に＋一〇〇の補正が付くスキル、《天よりの神罰アポロンズ・シユーテイング》というのはどうだ？」

「……いや、もうマジでなに言ってんのか分かんないんだけど」

「いいじゃないですか、そういうの。わたしもなにか欲しいぐらいです」

「えっ」

　発言の主は鷹たか三み津つだった。

　思わずまじまじと鷹三津の顔を見つめてしまう。

「え？　ど、どうかしました？　わたしなにか変なこと言いました？」

「い、いや別に」

　趣しゆ味みは人それぞれなのだ、と考え直す。鷹三津が天道と同じような考え方をしていたとしてもおかしくはない。

「きみにはすでにあるではないか！」

　話に飛びこんできたのは瀬せ名な先生だった。

「きみはセガのゲームをやらせれば右に出る者がおらん！　となれば名前はおのずと決まる！　すなわち、パッシブスキル《約束されたセガの勝利ネオ・ドリームキヤスト》だ！」

　そのセンスは相変わらずどうなんですか──と岸嶺は突っこみかけたが、

「いいですね、それ」

「いいんだ!?」

　当の鷹三津が嬉うれしそうだったのでなにも言えなかった。

「というわけで岸嶺。ここぞというときにキミの《魂転生ソウル・トランス》が発動することは知っているが、もう少し自在に使いこなせるようにしておいてくれ」

「な、なんとかできるんですかね？　それ」

　岸きし嶺みねとしてはそう返事するしかない。天てん道どうはアクティブスキルと解釈してるようだが、意い識しきして自在に出せるものでもないのだ。

「方法はきっとあるはずだ。スーパーサイヤ人もドラゴンの紋章も修行して初めて自在に使えるようになったわけだからな」

「はあ……」

　実は岸嶺にはよく分からなかったが、流れで同意しておく。

「で、でも待ってください。そんな必殺技とか特技とかあったらそりゃ便利でしょうけど、でもその前に、もうちょっと基本的なテクニックで重要なことってないんですかね？」

「基本的なテクニック？　どういったことだ？」

　天てん道どうが首を傾かしげる。

「えーと、たとえばこの間格ゲーやったとき、『初心者が上級者に勝つには一点にヤマを張る方法が有効』って知ったんですけど。そういうのってなにかないんでしょうか」

「そうね、そういう考え方とかテクニックって重要よね」と、杉すぎ鹿しかも同意する。「でも、そう都合よくあるもんじゃないと思うけど。一週間かそこらで習得できて、ゲームに確かく実じつに強くなれるようなテクニックなんて」

「ふっふっふ！　やはりこういうときこそ顧こ問もんの出番だな！」

　瀬せ名な先生が芝居がかった動作で眼鏡めがねをかけ直す。

「一つある！　特に初心者の岸嶺君が習得すべきスキルなのだがな！　ゲーム中は常に画面全体を見るようにする、という方法がそれだ！」

「へ？」

　言葉の意味を摑つかみかねる。

「ゲームはテレビ画面に映ってるんですから、それを見るのは当然のことじゃ……？」

「もちろんそうだ！　だが人の視点というのは案外不器用にできていてな！　たとえば君はゲームをするときはもちろんテレビ画面を見ているだろう！　だがそれはテレビ画面全体を見ているわけではなく、画面内の一点のみを集中して見ているのではないかね!?　まず間違いなく、画面の隅に表示されている情報を常時把握することはできていないはずだ！」

「あ、結構ありますね、そういうの」と、鷹三津。「わたしもバーチャで試合に熱ねつ中ちゆうすると、よく残り時間を見過ごしたりしますから」

　彼女の出した具体例で思い知らされる。

「あー、確たしかに。格ゲーとかやってると、残り時間まではなかなか目がいかないもんなあ」

「なるほど、そういう事例なら自動車免許の教本で見たことがあるぞ」

　妙なことを言い出したのは天道である。

「め、免許の教本、ですか？」

「ああ。人間の視界というのは、車のスピードが出れば出るほど狭くなって周囲のことが見えなくなるらしい。つまりゲームでも集中すればするほど同じようなことが起こり得るんだろう」

「というか、なんでそんな教本見たのよ？　免許でも取るつもりなの？」

　杉すぎ鹿しかの突っ込みはもっともだった。

「いや、実際の車に強くなればレースゲームでも強くなれないかと思ってな」

　勉強熱ねつ心しんですね──と感心すべきなのかは岸きし嶺みねには分からなかった。

「うむ、ようはそういうことだ！　ようするに人間というのは一つのことに集中すると他ほかが見えなくなる！　これはゲームでも同じことが言える！　たとえば格ゲーなら注目すべきは対戦相手の動きだ！　それにプラスして、体力ゲージぐらいまでならなんとか常時把握することはできるかもしれん！　だが、たとえばスパⅣＡＥならウルコンゲージまで随時チェックすることは難むずかしいだろう！」

　スパⅣＡＥの画面を思い出す。確たしかに注目すべきはまず対戦相手の動きだ。体力ゲージは大きく派は手でに表示されているのでなんとか視界に入る。しかし画面下のスパコンゲージやウルコンゲージがどれだけ溜たまっているかまでは、激はげしい戦せん闘とう中ちゆうにはなかなか認にん識しきできない。ある程度ダメージを受けるとウルコンゲージは燃もえるエフェクトを発するようになるため、それでどうにか認識している程度だ。

「しかし！　たとえば車でもプロのレーサーがそうであるように、どれだけスピードを出そうと周囲が認識できる者もいる！　これは意識して訓練を積つめば誰だれにでもできるテクニックだ！　そしてあらゆるゲームにおいて役立つテクニックでもある！」

「一理あるわね。ＦＰＳなんて特にそうだもの」

「そうですね……」と鷹たか三み津つも頷うなずく。「ＦＰＳなんて、特に画面情報多いですし。銃口の先はもちろんとして、マップに残弾に、スコアも把握しておく必要ありますもんね」

「そうね、その辺もそれもあるけど、なんっていっても重要なのはＵＡＶよ」

「ＵＡＶ？　ああ、レーダーのことか」

　天てん道どうの解釈は正せい確かくには違うが、ことＦＰＳでは間違ってはいない。ＵＡＶ。Unmanned Air Vehicle、つまり無む人じん航こう空くう機きのことだ。多くのＦＰＳでは特殊な条件を満たすことでＵＡＶが呼べ、敵の位置がマップに表示されるようになる。ＦＰＳにおける『ＵＡＶ＝レーダー』はほぼ正しい。

「初心者とＦＰＳやってると面おも白しろいことがあるのよ。たとえば味方の誰かがＵＡＶ呼んで、前方に敵が待ち構えてるのが分かったとするでしょ？　そんなところに真正面から突っこめば、上級者プレイヤーでもまず死ぬわ。だから普通なら迂う回かいしたり待ち伏せたりするんだけど、初心者だとわざわざ敵が待ち構えてるところに正面から突っ込んでやられたりするのよ」

「……あー、あるある。というか、それ僕のことじゃないの？」

「ま、あんただけじゃないわ。正面からの撃うち合あいならまず負けないような上級者でもよく突っこんで無意味に死ぬヤツっているから。まあ理由はあるいのよ。いっつも画面の中央、ようするに銃口の先しか見てないからよ」

「しかし、それは仕方ないだろう」と、天てん道どう。「戦場のど真ん中で銃口の先から一いつ瞬しゆんでも目を逸そらすのは危険だしな」

「まあそうね。でもね、だからこそ戦いつつレーダーを見れるようになったら、かなり勝率は上がるはずなのよ」

　頷うなずける話だった。ＦＰＳは、相手より〇・〇一秒でも早く銃口を向けることが勝利の鍵かぎとなる。そのためにはレーダーで敵の位置を知ることが重要になるのだ。敵が接近中ということが分かれば、あらかじめそちらの方に銃口を向けておけばまず間違いなく打ち勝てるのだから。

「でも、戦いながら常にレーダーを把握するって、訓練してできるようになるんでしょうか？」

「できるとも！　プロのレーサーしかり、ようは訓練と慣なれだ！」

「そうだ、思い出したぞ」と、天道。「わたしが以前見たマンガでも同じようなことをやっていたな。舞まい落ちる桜の花びらを瞬時に数える訓練とか」

「さ、桜の花びらを数える……ですか？」

　何千何万という桜の花びら。それを数える訓練というのは確たしかにマンガじみていた。

「面おも白しろそうな訓練ですけど、それ本当に意味あるんですか……？」

「人間の構造的には分からないが……。ただ、一点に視し線せんを向けたまま視界内の他ほかの場所に意識を向けられるようになれば、ゲーマーとして武器になるとは思う」

「うむ、その通りだ！　たとえばだ！　あそこにノートパソコンとカレンダーがある！」

　瀬せ名な先生は部室の一角を指差した。

　確かにそこには机に置かれたノートパソコンがあり、その上にはカレンダーが飾られている。

「人間の目というのは高性能に見えて実は厄やつ介かいでな、視点を合わせねば文字を読み取ることすら不可能と言ってもいいのだ！　たとえば、パソコンの方を見たままカレンダーの月日を読み取ってみたまえ！」

「はあ」

　岸きし嶺みねたちは自然と部室の一角へと目を向けた。まず机に置かれたノートパソコンを見つめる。その上のカレンダーも自然と視界へ入るものの、

「……確かに視点を合わせないとカレンダーの字なんて読めませんね」

「でも、六月と書いてあるのはなんとなく読めますよ」

　と、鷹たか三み津つ。確かに、視界に入ってさえいればうっすらとだが数字ぐらいは分かる。

「それは正せい確かくには字として読み取っているわけではない！　うっすらとした形として認識しているのだよ！　それに諸君は今が六月だということを知っているし、カレンダーに大きく六月と書かれていることも知っている！　ゆえに、視点を合わせずとも六月という字に似た形からなんとなく理解しているのだよ！」

「なるほど……」

　確たしかに、六月という字がはっきり読み取れているわけではない。ただ、なんとなく形は分かるので六月と書いてあるのが分かるのだ。

「基本はそれでいい！　つまり、常に視点は画面の中央に向けたまま、画面全体から情報を得続けるのだ！　たとえばＦＰＳならば、激げき戦せんの最中にレーダーに視点を向けることは死に繫つながる！　ならば視点を動かさなければよい！　常に銃口の先に視点を向けつつも、レーダーの情報をうっすらとでも把握できるようになれば間違いなく優ゆう位いに立てる！　そのためには、視界の隅でレーダーに表示されている自分と敵の位置情報を図形として認にん識しきするよう心がければいいのだ！」

「へえ」

　岸きし嶺みねは率直に尊敬の目を瀬せ名な先生に向けた。今回に限っては、非常に役立つことを言ってくれてるような気がするのだ。

「しかし先生」と、疑問を挟んだのは天てん道どうである。「データは正せい確かくであってこそのデータです。図形として認識するとか、そのような曖あい昧まいな方法でデータを読み取るより、たとえば視点を素す早ばやく移動する訓練でも積つんだ方がいいのではありませんか？」

「もちろん、そういうやり方もあるだろう！　しかしＦＰＳや格ゲーで激戦が行われている最中となれば、一いつ瞬しゆんでも画面から目を離はなすことが危険であることは間違いない！　なら訓練する価値はあるはずだ！　最初は大して役にも立たんかもしれん！　だがそこに経けい験けんが伴えば、より正確な情報になるだろう！」

　天道もまた感銘を受けたようだった。

「分かりました先生。みんな、聞いたな。これで我が部の当面の目標は定まった。とにかく色々なゲームをしよう。ただし瀬名先生の仰おつしやったように、ゲームをしながらもできるだけ画面全体の情報を収集するよう心がけるんだ」

　天道の言葉に皆が同意する。

「そして、岸嶺はもう一つ。《魂転生ソウル・トランス》を自在に使いこなせるよう頑張ってみてくれ」

「……やっぱりそれはやるんですね」

　とそのとき、瀬名先生が眼鏡めがねを光らせた。

「うむ、まあ案ずるな！　それについても練習方法に一つ心当たりがあるからな！」

「え。あるんですか、そんなの。そりゃ、練習してできるようになるんでしたら助かりますけど……」




　かくして、それから一週間。岸嶺の様々な練習は続くのだった。
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　練習期間は瞬またたく間まに過ぎていき、ついに岸きし嶺みねたちはゲーム合宿大会の当日を迎えた。

　泊りがけとはいえ、学校行事の一いつ環かんである。これが伊い豆ず野の宮みや学がく園えん主催なら高級ホテルに宿泊、と聞かされても驚おどろかないが、今回は他校が中心になって企画した合宿なのだ。となればそれほど華はなやかなものにはならないだろう、と岸嶺は勝手に思っていた。

　だが、その思い込みはいきなり崩されることとなる。

「さて、これで全員だな。もうすぐ迎えも来ることになってるんだが……」

　その日、岸嶺たちは伊豆野宮学院の正門前に集まっていた。

「そういえば聞いてなかったですけど、どうやってその会場まで行くんですか？」

「うん。うちの車を出そうかと思ったんだが、駿河するが坂ざかと話をしたら向こうの車に五人ほど空きがあるらしくてな。旅は道連れだ、便乗させてもらうことにした」

「それはいいですね」

　駿河坂のゲーム部がどれほどの規模なのかはよく知らないが、何十人もいるわけではないだろう。バス一台借りるにしても、五人ぐらいの空きはあるに違いない。便乗、という庶民的な言葉がなぜか今は新しん鮮せんに聞こえる。

「あ、来たわ。あれじゃない？」

「え？　でもあれって普通の車じゃ──あ」

　岸嶺たちの前に、一台の車が止まった。真っ黒なリムジンである。

　それは、言うなれば長いだけの車である。しかしだからこそ違和感があり過ぎた。全長はバスのように長く、どうやって日に本ほんの狭い道路を通るのかと疑問を抱かずにはいられない。

「ま、まさかこれで行くんですか!?」

「そうだ。なにを驚いてるんだ？　ただの車じゃ数人しか乗れないだろう」

「い、いえ、そういうことを言ってるわけでもないんですけど」

「ま、日本じゃリムジンなんて珍しいわよね。アメリカじゃいくらでも見かけるけど」

「そ、そうなの……？」

「アメリカならそうなのかもしれませんね」

　鷹たか三み津つまでもがそんなことを言い出す。

「日本のあるプロゲーマーがアメリカのゲーム大会に呼ばれたときなんて、空港までリムジンが迎えに来たそうです。実話ですよ、これ」

「……もうなにがすごいんだか分からなくなってきたよ」

　かくして岸嶺たち四人の部員と瀬せ名な先生の五人はリムジンに乗りこむことになったのだが、中には話通り先客がいた。

「スパⅣＡＥの大会以来ね、伊い豆ず野の宮みやの皆さん」

　駿河するが坂ざか学がく園えんの一いち条じよう美み結ゆであった。

　もちろん車中にいたのは彼女だけではない。眼鏡めがねが似合う副部長の泉いずみ、それからにこやかに手を振っている一条の妹の珠たま美みと呼ばれている少女、そしてもう一人ひとり、

「…………」

　岸きし嶺みねといささか縁えんのある格ゲーの得意な少女、白しら滝たき空そら音ね。

　彼女の顔を見ると、自然とかつての激げき戦せんがよみがえってくる。それは彼女も同じだったのか、妙に視線を感じる。

「久しぶりだな、一条。前回は遅れを取ったが、今日きようはそうはいかないぞ」

　そう応こたえる天てん道どうは実に嬉うれしそうだった。言ってみればライバル校との再会である。彼女がそういう熱ねつ血けつ漫画チックなシチュエーションが好きらしいというのは、少なくとも岸嶺たちの間では周知の事実である。

「受けて立ちましょう。これまでの戦せん績せきは一勝一敗、今日と明日あしたで決着が付きそうね」

「ああ、楽しみにしている」

「さ、無む駄だ話ばなししてる時間も惜しいわ。どうぞ乗って」

　リムジンの中は、確たしかに一〇人が並んで座れるほどの空間があった。

「あれ？　他ほかの部員はどうしたんですか？」

　伊豆野宮の部員は四人だが、駿河坂はもっといるはずだった。それなのに、このリムジンには四人しかいない。

「顧こ問もんの先生と一いつ緒しよに、別のリムジンで行ってもらったわ。どのみち二台に分乗する必要があったし、それにこうしないと──」

　一条はその手になにかを取り出した。

　携帯ゲーム機３ＤＳである。

「あなたたちと前ぜん哨しよう戦せんができないでしょう？　さしあたって、マリカーでいいかしら？」

「異い論ろんはない、受けて立とう」

　駿河坂と伊豆野宮の部長二人ふたりによるそんな短い会話が行われた後。

　無言で岸嶺たちも３ＤＳを用意するのだった。

「あれ？　なあ、その八人って私は入っているのかね!?」

　瀬せ名な先生の抗こう議ぎだけが虚むなしく響ひびいた。
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　正午前に、岸嶺たちの乗ったリムジンは目的地へと到着していた。

「こ、これが合宿所ですか……!?」

　リムジンを降りた岸きし嶺みねは再びカルチャーショックを受けることとなる。

　乗り物がリムジンだったという時点で色々とおかしいが、岸嶺にとって学校行事の合宿所と言えば、せいぜい安ホテルに毛はが生えた程度、というイメージしかない。

　だがその合宿所は、どうみても一流旅りよ館かんのようにしか見えなかった。場所も場所だ。軽かる井い沢ざわか上かみ高こう地ちかと思うような静かな森の奥地。周囲には他ほかに人家すらない。

「もう少し洋風だったら、ゾンビでも出てきそうな場所だな」天てん道どうが呟つぶやく。

「どこのバイオハザードよそれ。でもそうね、もしＣＯＤかＢＦだったらテロリストの隠かくれ場所になってたわね」

「面おも白しろいことを言う！　そうだな、成人向けゲームだったら刑務所を脱走した凶悪犯が逃げ込んでくるところまであるな！」

　などと杉すぎ鹿しかや瀬せ名な先生と会話を交わしている後ろでは、

「くっ、まさか前哨戦から敗北を喫するなんて……」

「信じられません。逆転要素のつよいマリカーでぶっちぎり一位とは……」

　青白い顔をして一条や泉がリムジンを降りてくる。

　彼女たちの顔色が悪いのは、別に車酔いしたからではない。車中で開かれたマリカー大会で天道にコテンパンにされたためである。一いち条じようたちは二位から五位までを独占することもあったが、一位になれたことは一度もなかった。

　マリカーやスマブラをやらせれば天道の右に出る者はいない。そのことをよく知っている岸嶺にとっては当然の結末である。

「まあそう気を落とすな、一条。本番はまだこれからだろう」

「あなたにだけは慰なぐさめられたくないわね……」

　当の天道に慰められ、一条の顔色が一層悪くなったように感じられた。

「そんなことより、先せん輩ぱい、行きましょうよ。わたし部活で合宿なんて初めてですから楽しみにしてたんです」

　と、不意に岸嶺の右腕が誰だれかに引っ張られた。鷹たか三み津つである。

「ちょっとあんた！　こういうのは集団行動なんだから勝手に行くんじゃないわよ！」

　と、今度は左腕が引っ張られる。杉すぎ鹿しかだ。

「どうせ行き先は同じじゃないですか！　放はなしてください、先輩はわたしと一いつ緒しよに行くんですから！」

「な、なにが一緒によ！　あたしたちはこれから部活しにいくのよ！　あんたなんか勘違いしてない!?」

「勘違いってなんですか！　杉鹿先輩はどうお考えなのか知りませんが、わたしはわたしの考えがあるんです！」

　なぜか二人ふたりの言い争いは続いた。間に岸嶺を挟んだまま。

　なぜこうなったのか分からないまま、それでも岸きし嶺みねは冷静に考えた。

（ひょっとして……。僕って今、すごい幸運な環かん境きようにいるの？）

　よく考えたら、学校行事とはいえこれから自分は三人の女の子とお泊りなのだ。一八歳の健康的な少年が期待を抱くのは無理からぬことだった。

　もっとも、岸嶺の浮うわついた感情は合宿所に入った瞬しゆん間かん霧む消しようすることとなる。
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　建物の中に入っても、やはり高級旅りよ館かんなのかという印象は拭ぬぐえなかった。どこをどう見ても豪華そのもので、土産みやげ物もの屋や売店まで普通にある。仲居さんがいらっしゃいませと出迎えないのが不ふ思し議ぎなぐらいだった。

「これひょっとして温泉ぐらい湧いてるんじゃないんですかね……」

　思わず岸嶺はそう呟つぶやいたが、

「うん？　日に本ほんの合宿所なんだ、温泉ぐらい当然湧いているだろう」

「そ、そうですか……」

　天てん道どうに真顔で答えられ、段々自分の常識の方が間違ってるのでは、と思えてくる。

　そしてこのとき、岸嶺は新たな問題に気付くこととなる。

　広いロビーのあちこちには、すでに他ほかの参加者たちが来ており、作戦会かい議ぎをしていたり携帯ゲームに興きようじていたりしていた。だがその中にはどういうわけか、男子の姿が一人ひとりとして見えなかったのだ。

　それどころか、

「ねえねえ、男よ……」

「あれが例の男子参加者なのね……」

　といった囁ささやき声ごえがあちこちから聞こえてくる。

「あ、あの、部長。なんか男子の参加者が他ほかにいないんですけど」

「うん？　ああそうか、言ってなかったな。話によると関かん東とうゲーム部ぶネットワークというのは、まだ女子校しか参加していないらしくてな。キミは実じつ験けん的てきに参加を許された初の男子生徒ということになる」

「えええええ」

「まあキミならわたしも信頼しているし、周りが女子ばかりという環境にも慣なれているだろう。是非男子の参加になにも問題はないということを証明してやって欲しい」

「……が、がんばります……」

　様々な意味を込めてそう答える。まさかここで「む、無理です。自分が抑え切れないかもしれません」などと言えるはずもなかった。

　クラスメイトの日くさ下か部べあたりに言わせれば、『大勢の女子に囲まれて一泊できるだと!?　うらやましい！』ということになるのかもしれない。しかし大勢の女子の中に男子が一人ひとりという環境は、実際のところハーレムでもなんでもなく居い心地ごこちが悪いだけなのだ。

「むー、いちいちムカつく反応するわね、あいつら」

　杉すぎ鹿しかが周囲の女子たちを見てそんなことを言い出した。

　岸きし嶺みねは思わず感動した。ひょっとして僕が変な目で見られることに憤いきどおってくれてるのだろうか、と思ったのだ。

「杉鹿、僕なら大丈夫だよ。学園で慣れてるしね」

「はあ？　なに言ってんのよ、あんたのことなんてどうでもいいわ。問題はなんであいつらあたしの方を見て『え？』って顔するのかってことよ」

「……あ、そういうこと」

「はっはっは！　大方、小学生の参加者がいるとでも思われ──ぐほっ!?」

　奇妙な悲鳴はもちろん杉鹿の肘ひじが瀬せ名な先生の鳩みぞ尾おちに埋め込まれたためであった。

　と、そのとき。岸嶺たちの前に数人の女子が現れ、そのうちの一人が優ゆう雅がな仕し草ぐさで腰を折った。

「皆さん、ようこそいらっしゃいました。歓迎いたしますわ」

　岸嶺の知らない人物であった。ただし天てん道どうの方は面めん識しきがあるらしく、軽く挨あい拶さつを交わす。

「甲か斐いヶが原はら女じよ学がく園えん遊ゆう戯ぎ文ぶん化か研けん究きゆう部ぶ副部長の祇し方ほう院いんつかさと申します。以後、お見知りおきを」

　なんとも大おお仰ぎような名前だった。しかし、今更名前ぐらいで驚おどろくわけにもいかない。

「うむ、出迎えご苦労！　早速だが案内を頼みたい！　面めん倒どうだが私は他校の教師に挨拶に行かねばならんからな！」

　瀬名先生の態度は、教師にあるまじき尊大さだった。しかし祇方院は気にした様よう子すもない。

「承知しております。こちらの部員たちがそれぞれご案内いたしますわ。生徒のみなさんも長旅お疲れでしょう。ゲーム大会は午後一時半からですのでそれまではゆっくりなさってください」

　いよいよ温泉旅りよ館かん並の対応である。

　だが、岸嶺だけは例外だった。他ほかの生徒が連れて行かれる中、祇方院は岸嶺の前に立って言ったのだ。

「あなたが岸嶺さん……ですわね？　どうぞこちらへ。この先は女子の宿泊部べ屋やなので男性は立ち入らないようお願ねがいします」

「あ、はい、そりゃそうですよね……。じゃあみんな、また後で」

「そうだな、すまんがまた後でな」

　かくして天道たちと別れ、岸嶺一人が祇方院に連れられ施設の奥へ、人ひと気けのない方へ連れて行かれる。

「すでにお聞き及びと思いますが、男子の参加者はあなたが初めてです。色々ご不便を強しいることになると思いますが、ご了承ください」

「え、あ、いえ、無理を言ってるのはこっちなので、お気き遣づかいなく」

「そう言って頂けるとこちらも気が楽ですわ。もともとこの施設は女子だけで使われることを前提として作られておりまして。部へ屋やは充分にあるんですが、男子が入るということになると一つだけ問題が生じまして」

「はあ、なんでしょう？」

「やはりこういった場合、男子の部屋と女子の部屋は離はなれた場所にあるべきでしょう？」

「ええ、それはそうでしょうね」

「男性教員用の部屋は別にあるのですが、それ以外で女子が使う部屋から離れた部屋、となるともうここしかありませんの」

　やがて廊下の奥の一室へ辿たどり着く。

「え」

　その部屋の入り口には、こう書かれていた。〝第二備品室〟と。

　ガラリと扉が開かれる。

　部屋は広かった──と表現するには語ご弊へいがあった。確たしかに広いことは広いのだが、それは居住スペースのための広さではない。明らかに備品室という名前通り、物置としての広さだ。

　しかも広いスペースも、元々置いてあった様々な備品を部屋の隅に押し込んで作ったらしく、部屋の三分の一は机やら椅い子すやらが山と積つまれていた。

　一応、居住スペースのつもりなのか、空いた床には畳が敷しいてあり、それから部屋の隅には古臭いテレビ台とその上に置かれたテレビがある。ただしテレビは液晶でもプラズマでもない、ブラウン管だった。

「元は用具入れだったのですが、畳を敷いてエアコンとテレビだけは入れて頂きました。少々使い辛づらいかもしれませんが、こちらで我慢してください」

「あ、はい」

　本来女子だけのところに無理に男子を入れてもらったのだ。岸嶺からすれば、文句を言える立場ではない。

「トイレはちょっと遠いのですが、廊下の突き当たりに職しよく員いん用ようのものがあるのでそちらをお使いください。それからお風ふ呂ろですが、まずご理解頂きたいのですが、女子用の施設を男子が使うことには抵抗のある人も多いのです」

「はあ、分かります……」

「つまり、大浴場を使って頂くわけにはいきません。トイレの隣となりに事務員用のシャワー施設があるのでそちらを使ってください」

「いえもう、シャワーが使えるだけありがたい話です……」

「ただ、問題はゲームハードです」

「はあ、ゲームハード？」

「公平性を維持するために、各個人部べ屋やにはそれぞれＷｉｉかＰＳ３かＸｂｏｘ３６０を貸し出す準備ができてます。しかし今日きようはすでにＷｉｉの在庫がない上に、この部へ屋やのテレビは旧型でＤ４端子もＨＤＭＩ端子もありません」

　ツッコミどころが多すぎた。今この人は個人部屋と言ったか。ということは、ここでは生徒一人ひとり一人ひとりに部屋が用意されてるということなのか。しかも各部屋にはそれぞれゲームハードの用意まであるという。

「ですので、とりあえず用意できたゲームハードがこれしかなかったんです」

　彼女がテレビ台の中を指差した。中を見ると、二つのゲームハードが置かれている。

　伝説のゲームハード、ＦＣフアミコンとＳＦＣスーパーフアミコンである。いや、厳げん密みつに言うと岸きし嶺みねの知っているＦＣフアミコンではない。あれは確たしか、かなり後期になって発売されたというニューファミコンだった。

「ゲームソフトも少ないですが一いつ緒しよにテレビ台の中に入ってますので、もしよかったらお使いください」

「あ、はい。これだけあれば充分ですよ。ＳＦＣスーパーフアミコンのゲームだったら競きよう技ぎ種目になるかもしれませんし。色々ありがとうございます」

「そうですか。納得頂けたのであれは構いませんわ。では以後、何かあれば受付隣の管理人室に行ってみてください。多少のことでしたらなんとかなると思いますから。ただし！」

　と、祇し方ほう院いんは声のトーンを上げた。

「くれぐれも女子との間で問題を起こさぬようお願ねがいいたします」

「は、はい。努力します……」




　やがて案内役の祇方院が去ると、かつて物置だった部屋には岸嶺だけが取り残された。

「……うん、意外とさびしい」

　思わず独り言を呟つぶやいてしまう。もちろん突っ込みの一つもない。

　どうやら防音はしっかりしているらしく、物音一つ聞こえてくることもない。それがかえって物悲しい。

　もちろん今この合宿所は女子高生の巣そう窟くつとなっている。部屋の外に出ればいくらでも賑にぎやかな場所はあるだろう。しかし、そこに男子がノコノコ出ていこうものならどんな反応を示されるか分かったものではない。

　あるいは天てん道どうたちのところへ行けば、まあ邪険にされることはないだろう。しかし彼女たちが今どこにいるかは分からないし、聞くところによれば彼女たちには個室が与えられているらしい。まさか彼女たちの個室に直接押しかけるようなことはできない。そもそも、この合宿所のほとんどの場所は男子禁制だ。下へ手たに出歩くだけで色々と危険がある。

　行く場所があるとすれば瀬せ名な先生のところぐらいだが、教員用の部屋に生徒一人ひとりで行ったところで場が持つとは思えない。

「やっぱりじっと待つしかないか……」

　一応テレビと、ＳＦＣスーパーフアミコンとはいえゲーム機きはあるのだ。なにかゲームをプレイしていれば、ゲーマーとしての練習は充分できるはずだった。

　と、そんな決断したときのことだった。

　コンコンとドアをノックする音がした。

「あ、はい？」

　天てん道どうたちが来てくれたのかもしれない。岸きし嶺みねは急いでドアを開けにいき、そして外にいた一人の少女の存在に驚おどろくこととなる。

「え？　し、白しら滝たきさん？」

「…………」

　駿河するが坂ざか学がく園えん電でん子し遊ゆう戯ぎ研けん究きゆう部ぶチームの一人、白滝空そら音ねだった。

「ど、どうしたのいきなり」

「まだ大会が始まるまで時間があるみたいだから、わたしと対戦して」

　淡々と、彼女は言った。

「え？　たいせん？　あ、うん、対戦ね」

　あまりに突然過ぎたので頭が混乱しかけたが、なんということはない用向きだった。

「で、でも対戦相手だったらきみのチームのみんなだっているんじゃ……」

「賑やかなの好きじゃないから」

　やはり彼女の返答は素っ気ない。だが言っていることは分からなくもない。

「それに、あなたにはこの間のスパⅣで負けたままだから。今日きようの個人戦であなたが対戦相手になるって保証もないし」

「え……」

　そういえばそうだった。スパⅣＡＥを使ったＪＧＢＣで岸嶺は彼女と戦い、様々な幸運に恵まれた結果、どうにか勝てたのだ。

　もっとも、岸嶺には勝ったという自覚はないに等しい。なにしろチームとしては結局敗北したからだ。

　とはいえ、白滝からしてみれば負けっぱなしということになるのだろう。ゲーマーとしては我慢し難がたい状況だ。

「でも僕の部屋って、見ての通り広いだけでゲーム機きもＳＦＣスーパーフアミコンしかないよ？」

「ＳＦＣスーパーフアミコンがあるなら十分よ。ソフトは？」

「え？　ええと、まだ見てないけど、そのテレビ台のところにあるって」

「…………」

　白しら滝たきは部へ屋やに入ると、無言で膝ひざを突き、テレビ台の中を覗のぞきこんだ。
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（待って待って待ってええええええ！）

　その光景に岸きし嶺みねは内心で悲鳴を上げた。

　最近の女子高生のスカートは短い。白滝のそれは比較的長い方かもしれないが、それにしたって膝上だ。

　つまり、膝ひざを突いて四よつん這ばいの状態になると、かなり上の方まで見えてしまう。

　ただでさえいきなり部屋に女の子が来て動揺しかけていたのだ。その女の子がいきなり四つん這いになって、しかも素足の大部分を露あらわにするなど、もう平静でいられるわけがない。

　しかもこのとき、なおも岸嶺を驚おどろかせる事態が生じた。またドアがコンコンとノックされたのだ。

「けんごくん、いますか？」

　幼おさな馴な染じみの鷹たか三み津つの声だった。

「え。え。え」

　一いつ瞬しゆんにして岸嶺は混乱状態に陥った。

　なぜ鷹三津が来たのかは分からない。だが、なんとなく今のこの部屋に──下半身の大部分を露にしている女の子がいるこの部屋に、鷹三津を迎えたくはなかった。

「あれ？　こちらの部屋にいるって聞いたんですけど……けんごくん？」

「あ、うん、いるよ」

　とりあえずドアを少しだけ開けて彼女を出迎える。

「ど、どうしたの、突然」

「えっと、まだ大会が始まるまで時間があるみたいですから、一いつ緒しよに練習しませんか？」

「え？　ああうん、練習ね。いい考えだね。で、でも、今はちょっと、なんというかその」

　岸きし嶺みねの部へ屋やは倉庫をどうにか居住スペースにしたような部屋である。

　普通の部屋なら、玄関から風が吹きこんできても寒くないよう、あるいは玄関に人が来ても部屋の中まで見えないよう、廊下などで風向きや視界を遮さえぎるようになっている。

　しかし倉庫となれば、入り口から部屋の隅すみまで一望できるようになっているのが当然だ。

　つまり、入り口にいる鷹たか三み津つから、未いまだスカートで四よつん這ばいになっている白しら滝たきを隠かくすことはできなかった。

「……どういうことですか、岸嶺先せん輩ぱい」

「え？　え？」

　冷静に考えれば、慌てることなどなにもなかったのだ。知り合いのゲーマーがやってきて、一緒にゲームをやることになった。それだけのことだ。ただその知り合いのゲーマーというのがたまたま女の子だけである。

　それなのに、なにか後ろめたいことをしている気がしてしょうがなかった。

　しかもこのとき、なおも事態を混こん沌とんとさせるある事が起ころうとしていた。

「ちょ、ちょっと鷹三津!?　なんであんたがいるのよ!?」

　ドアの外に杉すぎ鹿しかが姿を現したのである。

「別にいいじゃないですか。岸嶺先輩と練習でもしようと思ってただけです。そういう杉鹿先輩こそどうしてここに？　さっき会ったときはトイレに行くって言ってたじゃないですか！」

「べ、別にいいでしょ。さっきはトイレ行ってたけど、今は岸嶺と練習しにきたってだけよ！　どうせこいつ一人ひとり寂しくゲームしてるでしょうし！」

「……どうしたの？　誰だれ？」

　と、そのとき。数本のＳＦＣスーパーフアミコン用ゲームカートリッジを持った白しら滝たきが会話に入ってくる。

「ちょ、なんであんたがここにいるのよ!?」

「わたしはただこの人と対戦しに来ただけよ。あなたたちこそ、なんの用？　騒さわぐだけだったら出て行って欲しいんだけど」

　白滝からすれば悪意はないのかもしれないが、火に油を注ぐようなことを言う。

「ま、待ちなさいよ！　岸嶺はあたしたちのチームメイトなのよ!?　よそのチームがしゃしゃり出てこないでよ！　スパイのつもり!?」

　杉鹿の詰問に、白滝はきょとんと小さく首を傾かしげるだけだった。

「今は自由時間のはずよ、わたしが誰と対戦するのも自由でしょう？　それに、なんであなたたち程度のチームを、わざわざスパイする必要があるの？」

　火にガソリンを注ぐようなものであった。

「言ったわね……！　いいわ、そういうことなら白黒つけてやるわよ！　まずあたしと勝負しなさい！　勝った方が岸きし嶺みねを煮るなり焼くなり好きにしていいってことにしましょ！」

「……騒さわがしいのは嫌いなんだけど。まあいいわ、その代わりわたしが勝ったらとっとと出て行ってもらうから」

「そ、そういうことでしたらわたしも黙だまってはいられません。実はわたしメガドライブ見つけたんで持ってきたんです」

（え？　あれ？　なんでこんなことになってるの!?）

　かくして岸嶺の懸け念ねんをよそに、三人の勝負が始まっていた。

　多人数プレイが可能な『ボンバーマン』が用意される。今や岸嶺の方がすっかり蚊か帳やの外だった。

「あ、みんな。やっぱりここにいたんだな。捜してもいないからどうしたものかと思ってたんだが」

　と、いきなりドアを開けて入ってきたのは天てん道どうだった。

「あ、ぶ、部長！　よかった、なんか妙なことになってるんですよ。みんなを止めてください、このままじゃ僕、煮られて焼かれます」

「うん？　よく分からないが盛り上がってるのはいいことじゃないか。それよりボンバーマンなら、わたしも混ぜてもらおうか」

「…………」

　明らかに仲裁を期待するのは無む駄だのようだった。天道はとにかく楽しくゲームができればそれでいいと考えている人である。

　逃げ道がないことを、岸嶺は悟らざるを得なかった。
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　午後一二時。昼時である。

　しかし、岸きし嶺みねの部へ屋やではまだ臨時ゲーム大会が続いていた。ボンバーマンのマルチプレイから始まって（このときは天てん道どうが勝った）、次にドリームキャストでよりにもよって『パワーストーン２』を（このときは鷹たか三み津つが）、今度は負けっぱなしはゴメンだと杉すぎ鹿しかが「これならコンポジで行けるし！」とＸｂｏｘと『ＨＡＬＯ』を持ち出し（もちろん杉鹿の勝利）、やはり負け続けてカチンと来たのか最後は白しら滝たきが各種格ゲーを持ち出して文字通り大だい乱らん闘とうとなったのである。

（みんなゲーマーなんだな……）

　あらためてそのことを思い知らされる。練習だから手加減するとか、そういう考えは誰だれの頭にもない。ただそこにゲームが、勝負の場があれば負けるわけにはいかないらしい。たとえ得意なゲームであろうと不得意なゲームであろうとだ。

　そこへ行くと自分はまだまだ甘い。腕や技術ではない、ゲーマーとしての気構えがまだまだなのだ。それは戦せん績せきに如によ実じつに現れている。

「ほら、岸嶺！　あんたまだ一勝もできてないじゃない！」

「た、たまにはこういうこともあるんだよ」

　とはいえ、戦績については言い訳もある。たぐいまれな美少女たち四人に囲まれながらゲームをするのは相当に気を遣つかうのだ。

　特にこの部室は充分な空間こそあるものの、ゲームをするとなればできるだけテレビの正面一、二メートルのあたりにいなければならない。この狭い範はん囲いに五人が集まると自然しっちゃかめっちゃかになるのだ。おかげでゲームが白はく熱ねつすると自然と岸嶺の体には天道や鷹三津や杉鹿や白滝の色んな部分が当たり、とてもゲームどころではなかった。

「あの。そろそろお昼の時間ですけど……」

　昼過ぎになり。四人の女の子をまとめて相手にした岸嶺は、精根尽き果てかけた顔でそう言った。

　本番は午後一時半からだと聞いているし、さすがにそろそろ休きゆう憩けいしたい。とりあえず昼食の話を持ち出せばいい中断理由になるのでは、と思ったのだ。しかし、

「待ってくれ。まだ四人が一勝で並んでるところなんだ」

「そうですよ。ゲームを始めた以上、勝者を決めずに終わることはできません」

　天道はともかく鷹三津までもがそう主張するのはさすがに予想外だった。

「で、でも本番は午後からですよ？　今のうちにしっかりご飯食べとかないと、一日もちませんよ。勝負は持越しってことでいいじゃないですか」

「ふむ、確たしかにキミの言うことにも一理ある」

　と、一いつ旦たんは天てん道どうも同意した。

「しかし、キミとてまだ一勝もしてないとあっては心残りだろう。では昼食はルームサービスを頼むとしよう。それならまだ続けられる」

「えええええ」

　ルームサービス。およそ岸きし嶺みねの人生とはまったく縁えんのない単語だった。ようするに従業員が客室まで食事なんかを持ってきてくれるサービス──という認にん識しきはあるが、一体どこの学校行事にルームサービスを頼める合宿があるのか。

　しかし、甘かった。天道が電話すると、間もなく人数分のサンドイッチとお茶が届けられたのである。こうなったら岸嶺に逃げ道はない。覚悟を決める。

「分かりましたよ。僕だって負けっぱなしは嫌いですし。こうなったら一勝ぐらいさせてもらいますよ……！」
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　午後一時。ようやくゲーム大会の開催ということで、岸嶺たちは部へ屋やを出た。

「岸嶺。本番はこれからなんだ、今からそんなに疲れた顔をしていてどうする」

「い、いや、そりゃそうなんですけどね……」

　ルームサービスを頼んだ後。

　岸嶺は自身の全敗を回かい避ひすべく、最後の手段に出た。ファミコンとスペランカーを引っ張り出し、『どこまで行けるか勝負』をしかけたのである。

　これにはさすがの熟じゆく練れんゲーマー陣も頭を抱えた。特に天道もスペランカーは得意な方だが、さすがにこのところ練習してなかったせいか上う手まくいかなかった。かくして半ば運の形で岸嶺はどうにか一勝を得たのだった。

「ま、とにかく午前中は引き分けだったけどそれじゃ面おも白しろくないわ。勝負は今日きようの午後の結果に持ち越しってことでいいわね！」

「望むところよ」

　ぽつりと、だが力強く杉すぎ鹿しかに応じたのは白しら滝たきである。性格はともかくとして、彼女もゲーマーらしく勝負には厳きびしいらしい。

「ええと。それでどこ行けばいいんでしょう？　体たい育いく館かんとかでしょうか？」

「レクリエーションルームに集合だそうだ。ほら、案内図もあるぞ」

　鷹たか三み津つの問いかけに、天道が答える。

　レクリエーションルーム。まあそれぐらいの施設なら、どこの合宿所にもあるだろう。そんな風に考えていた岸嶺の予想は、やはり裏切られることとなる。




「こ、これがレクリエーションルームですか……」

　もういちいち驚おどろくのも馬ば鹿からしいという自覚はあった。だが、それでも驚かずにはいられない。

　合宿所のレクリエーションルームなんてせいぜいちょっと広い教室ぐらいのものだろうと想像していたが、甘かった。

　屋根は二階分吹き抜け、そこかしこに喫茶店のように丸テーブルと椅い子すがある。おまけに隅の方に静かに控えているのはメイドだった。なにせルームサービスがあるぐらいだ、頼めばお茶とケーキぐらい出てくるのではないかと本気で思う。

　さらにステージがあってその上には映画でも観みるためのものなのか、巨大スクリーンがある。ゲーム大会の会場としては申し分ない施設だが、学校の合宿所でこんなものは必要ないだろうと心底思う。これではレクリエーションルームというより高級ホテルのイベントホールだ。

　そしてそのあちこちに、色とりどりの制服をまとったたくさんの女子がいる。

「結構いるわね、五〇人ぐらいかしら？　八校ぐらいしか参加しないって聞いてたから、せいぜい三〇人ぐらいだと思ってたんだけど」

　杉すぎ鹿しかが呟つぶやいた。

「まあ、四人しか部員がいないのは我々ぐらいだろうからな」と、天てん道どう。

　確たしかに、駿河するが坂ざかでさえ一〇人ほどの部員がいると聞いている。むしろ八校で五〇人ほどというのは少ない方なのかもしれない。これがチーム戦ならメンバーも厳げん選せんされるのだろうが、個人戦となれば全員が参加することになるだろう。優ゆう勝しようはなお一層難むずかしくなりそうだった。

「む！　遅いぞ諸君！」

　テーブルの一つではすでに瀬せ名な先生が待っていた。見ればそのテーブルの上には『伊い豆ず野の宮みや学がく園えん現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶご一行様』と書かれた札が置かれている。いよいよホテルとしか思えない趣おもむきだった。

「申し訳ありません先生、ちょっと練習してたら遅くなってしまいまして」

　天道が律りち儀ぎに説明すると、瀬名先生は少し悔しそうに、

「むう。私も教師同士の交流会などとやらがなければ駆けつけたものを！」

　さすがにそういった他校との交流はあるようだった。

「わたしは駿河坂の方に行くから」

　唐突に、白しら滝たきが言った。当然のことだ、彼女は一応敵なのだから。

「あ、うん。じゃあまたあとで」

「あなたには結局まだスパⅣの借りが返せてないわ。わたしと戦うまでは負けないでね」

　表情一つ変えずに言って、彼女は駿河坂のテーブルの方へ去って行った。

「前から思ってたんですけど」

　鷹たか三み津つがぽつりと言った。

「色んな女の子と知り合いなんですね、岸きし嶺みね先せん輩ぱいって」

「そ、それはまあ、環かん境きようが環境だし。そ、それより今日きようは個人戦ってことは、みんな敵同士なんですよね」

　我ながらわざとらしいと思いつつも、なにか嫌いやな雰囲気を感じて露ろ骨こつに話題を変える。

　幸いなことに、瀬せ名な先生が乗ってくれた。あるいは助け舟を出してくれた、というべきかもしれない。

「その通りだ！　だからと言って手加減する必要はないぞ！　たまには仲間同士で真剣勝負し、その実力を知るというのも面おも白しろかろう。というかいっそ教師も参加ＯＫにしてくれればいいものを！」

「瀬名先生の言う通りだ」と、天てん道どう。「わたしたちにとって個人戦は専門外だが、我が現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶの名を知らしめる好こう機きでもある。みんな頑張ってくれ」

「あ、そうだわ。あたしたちの中で一番二番を決める機会ってそうそうないし、せっかくだからなにか賭かけない？　一番成せい績せきの悪かった人は罰ゲームとか」

「……杉すぎ鹿しか、ホントそういうの好きだね」

「いや、面白いじゃないか」今度は天道が乗り気だった。「ゲーマーたるもの、己おのれの腕にすべてを賭けるべきだ。とはいえ勝敗はゲーマーの常、罰ゲームというのはあまり好ましくないな」

「ではこういうのはどうかね!?　今日の大会で優ゆう勝しようした者は、他ほかの全員に何か一つ命令が出せるというのは！」

　先生の癖くせに率先してとんでもないことをいう。

「いいんじゃないでしょうか」

　意外なことに、鷹たか三み津つが真っ先に同意した。

「少なくとも優勝した人にはそれぐらいのボーナスがあったっていいでしょうし。その代わり、出せる命令はどんなものでもいいんですよね？」

　なぜか彼女は真剣だった。しかもこのときなぜか鷹三津と杉鹿の視し線せんが交こう錯さくし、見えない火花が飛び散っていた。

「話は決まったわね。岸嶺、あんたも覚悟しときなさいよ。格ゲーで勝負したときはあんたを奴ど隷れいにし損ねたけど、今日はそうはいかないわ」

「……お、お手柔らかにね……」

　この際、自分が勝てばみんなを奴隷にできるという発想ができないのが岸嶺だった。




　時と計けいの針が午後一時半をさそうとしていた。

　なにせ送り迎えがリムジン、おまけに高級旅りよ館かんと見紛うような合宿所でのゲーム大会である。一体どのようなイベントが始まるのかと、岸きし嶺みねは半ば緊きん張ちようしてその始まりを待っていた。

　そしてついに、開始を告げるマイクの声が響ひびき渡る。

『レディースあんど、ジェントルメーン！』

　妙に舌足らずな声だった。一いつ瞬しゆん小学生かと思ったほどだ。そして、ステージ上に誰だれかがやってくる。

『やあやあやあー。今日きようはわたしのために集まってくれてありがとうなのだー』

　手を振りながら陽気に登場したのは、杉すぎ鹿しかと見紛うような低い身長の女の子だった。

　当然会場は一瞬にして奇妙な空気に包まれた。

（な、なのだ……？）

　リアルでそんな言葉遣づかいをする高校生は初めてだった。

　一言で言って、痛々しい。実はあの女の子は高校生ではなく見た目通りの小学生で、参加者の誰かが連れてきた妹かなにかではと本気で思う。

「あんた出るなって言ったでしょこのバカ部長！」

　と、そのときである。

　横から一人ひとりの女子生徒が現れ、女の子の頭をはたいたのである。

　見覚えのある女子だった。岸嶺をあの倉庫部べ屋やに案内した祇し方ほう院いんという女子である。

『わーん、副部長がぶったー』

「やかましい！　とっととそのマイクを渡しなさい！　さああなたたち、さっさと連れて行って！」

『鬼ー！　あくまー！　外そと面づらがいいだけの腹黒副部長めー！』

　祇方院が命ずると、ステージ脇わきから他ほかの生徒が上っていき、バカ部長と呼ばれた女の子を担ぎ上げ、去って行った。

　どうにか静けさを取り戻すと、祇方院は何事もなかったようにコホンと小さく咳せき払ばらいし、ニッコリ微笑ほほえんで続ける。

『大変失礼いたしました。どうも、甲か斐いヶが原はら学がく園えん遊ゆう戯ぎ文ぶん化か研けん究きゆう部ぶ、副部長の祇方院と申します。先ほどのあの子は我が部の部長なのですが、あの通り暴ぼう走そう気味のところがありまして、まあ気にしないで頂ければ助かりますわ』

　先ほど「やかましい！」と怒ど鳴なりつけていた彼女はどこへやら、上品なお嬢じようさまといった顔で彼女は続けた。

　と、不意に杉鹿が岸嶺の耳元に口を寄せた。

「どこのゲーム部も、部長って変わり者ばっかりよね」

「そ、そんなことないよ」

　少なくとも天てん道どう部長は普通だし──と抗弁したいところだったが、なんとなく言葉がスムーズに出てこなかった。

『あらためまして、本日は我が校が主催する関かん東とうゲーム部ぶネットワーク定期交流会にお越し頂きありがとうございます。無粋な説明を延々するつもりはありません。本日はまず個人戦として三つのゲームで対戦し、優ゆう勝しよう者しやを決めることとなります。みなさま、日々鍛きたえた腕を存分に発揮なさってください』

　先ほどとは打って変わり、ソツのない挨あい拶さつをこなして見せる。その努力を評価するように、会場から自然と拍手が生じた。

『さて、それでは時間も惜しいですし、早速一回戦を始めましょう。ただし、すでにお聞き及びと思いますが、この交流会はＪＧＢＣ公認となっております。公平を期すため、どのゲームが使用されるかはわたしたちも聞いておりません。それが書かれているのは──』

　彼女は懐ふところから一枚の封筒を取り出した。

『ＪＧＢＣ運営の方が用意してくださったこの封筒です。それでは早速発表しましょう。第一回戦で使用されるゲームは──』

　祇し方ほう院いんは封筒を開け、中に入っていた紙切れを取り出し読み上げた。

『ＰＳＶｉｔａ版〝みんなのＧＯＬＦ　６〟です』

　会場のあちこちから、歓声やどよめきが漏れる。

　メジャーな対戦ゲームを挙げよ──と問われれば、マリカー、スマブラ、桃もも鉄てつなどに混じってその名を挙げる人も多いだろう。『みんなのゴルフ』。ミリオンセラー連発の、日に本ほんでも高い知名度を誇るゴルフゲームシリーズだ。

「『みんＧＯＬ』か……！　私が参加できれば優勝間違いなしだったものを！」

　瀬せ名な先生が悔しげに呟つぶやく。

　その言葉に、偽りがないことを岸きし嶺みねたちは知っていた。

　ゴルフはクラブや芝についての知ち識しき、傾斜や風力がどれだけショットに影えい響きようを及ぼすかという計算が必ひつ須すとなる。

　いずれも瀬名先生がもっとも得意とするところである。実際、現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶで『みんＧＯＬ』をやったときはまんまと瀬名先生に勝利を持っていかれたものだった。

「まあメジャーなゲームには違いないな。これは面おも白しろくなりそうだ」

「あんたはいいわよね、なんでもうまくやるし……」

　天てん道どうは嬉うれしそうだったが、対照的に杉すぎ鹿しかの顔色はよくない。それは彼女だけではなく、会場を見回すと苦い顔をしている人がチラホラ見受けられる。

（格ゲーやＦＰＳが得意でもゴルフが得意とは限らないもんね……）

　これは乱戦になる、と岸嶺にも分かった。ＪＧＢＣで勝ち抜くにはあらゆるゲームジャンルに強くなければならない。あらためてそのことを思い知らされる。

　祇方院の解説は続いた。

『ルールは簡かん単たんです。まずランダムで四人のグループを作り、対戦して頂きます。なお、一回戦だけは同じ学校の部員同士で戦うことのないよう配はい慮りよいたしますが、人数の関係上無理な場合もございますのでご了承ください』

　それはありがたいルールだった。少なくとも四人しかいない伊い豆ず野の宮みやの部員が一回戦で戦い合うことはなくなる。

『また、同様に人数の関係で三人のグループになるところもありますのであらかじめご了承ください。ゲーム設定はイン、つまり一〇番から一八番ホールまで、コースはかぐら山やまカントリー俱く楽ら部ぶとします。四人中上位二名、三人の場合は上位一名が第二回戦進出となり、下位二名は脱落となります。とはいえ、脱落した場合でも後ほど敗ル者ー復ザ活ー戦ズがありますので最後まで諦あきらめないでください』

　成せい績せきが良かった者が二回戦進出。確たしかに明めい瞭りようなルールだった。

　特に、敗ル者ー復ザ活ー戦ズがあるのは岸きし嶺みねとしてはありがたかった。一回なら負けてもいいというわけである。

　と思っていたら、天てん道どうと杉すぎ鹿しかから見透かされたように指摘を受けることとなる。

「岸嶺。念のため言っておくが、敗ル者ー復ザ活ー戦ズがあるからといって決して油断しないように」

「あー、あんたならありそうだわ。言っとくけど、ゲームは気合いよ気合い。負けてもいい、なんて思ってたら絶対勝てないからね」

「わ、分かってるよ、もちろん」

　岸嶺の声は自然と上ずってしまった。

『それでは組み合わせを発表しましょう。それではまずこちらの第一テーブルには──』

　順々に参加者たちの名が呼ばれていく。事前に言われていたように、岸嶺たちがかち合うことはなかった。

『第八テーブルは、駿河するが坂ざかの泉いずみさん、伊豆野宮の岸嶺さん。それから、恐れながらわたしと──』

　なぜか祇し方ほう院いんが一いつ瞬しゆんだけ口ごもった。

『甲か斐いヶが原はら女じよ学がく園えんの《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》さんです』

「はっはっはー。わたしの出番だなー」

　勇んで出てきたのは、あの『なのだー』を語尾につける変わり者の少女であった。

　会場はもちろんざわめいた。

「ゲーマーネーム!?」「使ってる人いるなんて」「知らないの？　あの人はいつも使ってるのよ」「あーん、わたしも躊ちゆう躇ちよしないで使えばよかった」

　もちろん岸嶺たちも、そのインパクトからは逃れられなかった。

「す、すごい名前ですね。《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》って……」

「そうか、せっかくの個人戦なんだし、わたしたちもああいう二つ名で出場すべきだったな」

「勘弁してください」「お願ねがいやめて」

　岸きし嶺みねと杉すぎ鹿しかの息の合った抗こう議ぎに、天てん道どうはしゅんとなって引き下がった。

「まったく、日に本ほんには奇妙な風習があったもんね。どこぞの初代チャンピオンのせいで」

　日本のＪＧＢＣ個人戦初代チャンピオンの名は、《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》という。おかげでチャンピオンに倣ならえというわけか、その後も多くのゲーマーの間でそういった二つ名──ゲーマーネームというらしい──を付けるのが流は行やってしまったという。

『組み合わせは以上です。お手数ですが、テーブルの移動をお願いいたします』

「ではみんな。二回戦で会うとしよう」

　司会の声を合図に、まず天道が立ち上がった。続いて杉鹿や岸嶺たちも席を立とうとする。

　このとき間違いなく一番不安そうな顔をしていたのは岸嶺である。今までは仲間と一いつ緒しよだったが、ここから先は一人ひとりで戦い抜かなければならないのだ。なんとなくそのことが怖くなったのである。

「そ、そうだ先生。なにかアドバイスとかありませんか？」

　藁わらにもすがる思いでそう訊たずねてみる。

「そ、そうね。たまには顧こ問もんらしいこと言ってくれてもいいのよ？」

　さすがに杉鹿も今回だけは強気ではいられないようだった。

「よくぞ訊いてくれた！　では顧問として一言！　まずはひたすら上位に喰くらいつくことを考えたまえ！」

「って先生、もうちょっと声小さくしてよ。せっかくの作戦なのにモロバレじゃない」

「おお、そういえば！」

　杉鹿の指摘はもっともで、瀬せ名な先生は声を潜ひそめた。

「ゴルフというのは実は結構恐ろしいスポーツでな。二位に五打差以上つけたぶっちぎりのトップが、気の抜けた一打を放つだけでたちまち最下位まで転げ落ちることもある。特に今回は上位二名に入っていればそれでいいのだ。ゆえに、上位に喰らいつき続けるのだ。下へ手たに冒険に出る必要はない。ただ喰らいつき続ければ、それだけで上位にも下位にも充分なプレッシャーになる。その上で負けそうになったら、そのときは勝負に出たまえ！」

「なるほど、覚えておきます」

　ゴルフというものに馴な染じみのない岸嶺である。正直今一つピンと来なかったが、ことゲームに限っては瀬名先生のアドバイスはわりと信用できるのだ。

　かくして、岸嶺は指定された第八テーブルへ向かった。

「どうも、岸嶺さん」

「あ、どうも」

　すでに一人の女子が来ている。駿河するが坂ざかのゲーム部の副部長、眼鏡めがねをかけたちょっと地味目の女子だ。

「泉いずみさん、だったよね？　今日きようはよろしく」

　異性に対し、自然と挨あい拶さつぐらいできるようになったのは、日ひ頃ごろから天てん道どうや杉すぎ鹿しかに囲まれているおかげだった。

　一方、なぜか泉いずみは少し驚おどろいたようだった。

「わたしの名前、覚えててくださったんですね。どうもわたし影かげが薄うすい方なんで覚えて頂けてないかと思ってましたが」

「そんなことないよ、来るときだって一いつ緒しよにマリカーしたし。あの赤あか甲こう羅らは痛かったよ」

　というか、僕だって影は薄い方だから──と内心で呟つぶやく。

「ふっふっふ、男とは今こ宵よいは珍しいニエがおるわー」

　と、岸きし嶺みねが椅い子すに座ったそのとき。三人目の参加者が現れた。

「ふっふっふ、我わが名は《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》。約束された勝者のゲーマーなのだー」

　第八テーブルはもちろん微妙な空気に包まれていた。

「くっくっく、今宵の生いけ贄にえはおまえらなのだなー？　せいぜいあがいてわたしを楽しませるがよいー。あいたっ!?」

　彼女の口上は、強制的に中断させられた。さっきまで司会をしていた祇し方ほう院いんが背後にあらわれ、ぽかりと拳げん骨こつを喰くらわせたためである。

「うわーん、なにすんだー」

「やかましい！　バカなこと言ってないで、とっとと席に着きなさい！」

　祇方院はそういって《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》を強引に座らせると、コホンと咳せき払ばらいして何事もなかったように続けた。

「甲か斐いヶが原はら女じよ学がく園えん遊ゆう戯ぎ文ぶん化か研けん究きゆう部ぶの祇方院と申します。よろしくお願ねがいいたしますわ」

「こ、こちらこそよろしく」

「ほら副部長、ちゃんと自分の役やく職しよくが副部長ですって言えー。部長はわたしなんだからな、わたしは副部長より偉いんだからなー」

「やかましい！　まったく、ごめんなさいね、騒さわがしくて。うちの部ではゲームの勝敗で部長決めてるんだけど、そのときに限ってこのバカが勝ってしまって」

「ああ、それで……」

「副部長、ウソはよくないなー。大体いっつもわたしに負けてるくせにー！」

　それはどうやら真実なのか、祇方院の眉まゆがピクピクと動いたが、強引にスルーしてみせる。

「ま、まあとにかく始めましょうか」

「うわーん、またわたしをのけ者にして仕切ろうとするー」

　伊い豆ず野のの岸嶺。

　駿河するが坂ざかの泉いずみ。

　そして甲斐ヶ原の《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》、および副部長の祇方院。

　かくしてこの四人での『みんＧＯＬ』対決が始まろうとしていた。




　　　　◆




　誰だれも知る由はなかったが、このとき副部長の祇し方ほう院いんは一つ細工をしていた。

　各テーブルの参加者はランダムで選ばれる。それは九割間違いない。だが唯一、この男子のいるテーブルだけは別だった。

（他ほかの参加者が不快に思うようなことがあれば主催者の恥だもの）

　駿河するが坂ざかの泉いずみという生徒だけは完全に抽選の結果だったが、祇方院と《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》は最初から指定してあったメンバーだった。男子に物もの怖おじしないメンバーを選ぶ必要があったからだ。

　関かん東とうゲーム部ぶネットワークの規模を今後大きくしていくとなれば、男子の受け入れは確たしかに必ひつ須すである。その試し金きん石せきとなりうる男子と他の女子との間でなにか問題が起これば、今後の方針に大きくかかわってくるだろう。

　できることなら問題を起こすことなく一回戦を終え──そして敗退させるべきだった。だからこそ祇方院は自身と部長をこの組み合わせに入れたのである。

　それに、理由はもう一つある。祇方院自身が岸嶺という男子に興きよう味みがあったのだ。

　伊豆野宮へ合宿の誘いに行ったときのことを思い出す。あのとき応対してくれた天てん道どうという部長はこう言っていた。我が部には一人ひとりの男子がおり、彼が参加できない大会に参加する気はない、と。

　ＪＧＢＣで優ゆう勝しよう経けい験けんもある伊豆野宮である。その部長が推す部員というのがどれほどの実力の持ち主なのか。一介のゲーマーとして、その点に興味があったのも事実だった。




　　　　◆




『みんＧＯＬ』では、まず使用キャラを決める。

　使用キャラはゲームの進行などに応じて増えていくが、さすがに今回は初期の数キャラしか使えないようだった。

　岸嶺からすれば、ここで女の子キャラは使い辛づらく、結局選んだのはヤマトという男子キャラである。もう片方の女の子キャラと比べると飛ひ距きよ離りはあるがコントロールが苦手という、いかにも武骨な男子っぽいキャラだ。

　次はクラブの選択だ。といっても、初期では〝スタンダード〟か〝練習用クラブ〟の二つしか選べない。練習用クラブだと多少操そう作さが楽になるが、飛距離はだいぶ落ちる。ここはスタンダード一択だった。

　ボールも選択できる。こちらは欠点のない〝スタンダード〟か、飛距離は多少落ちるがインパクトがしやすくなる〝ビギナーズＬＶ１〟が選べる。岸きし嶺みねは今度はビギナーズＬＶ１を選んだ。飛ひ距きよ離りも大事だが、打ちやすさも大事だからだ。

　そしてキャディの選択を経てゲームが始まる。かぐら山やまカントリー俱く楽ら部ぶ一〇番ホールの美しい光景が、ＰＳＶｉｔａの画面に表示された。

　Ｖｉｔａのゲーム画面を見るたび、岸きし嶺みねとしては感嘆の思いである。かつてＰＳＰをやったときでさえ、最近のゲーム機きはこんなに綺き麗れいなのかと思ったものだが、Ｖｉｔａのそれは段違いだ。使うテレビモニターによっては、ＰＳ３より綺麗ではないかとさえ思う。

「では、始めましょうか」

　祇し方ほう院いんの声を合図に、彼女たちは一斉にスタートする。

『みんＧＯＬ』における多人数プレイには、一つ特色がある。それが〝新リアル形式〟と呼ばれる対戦だ。

　従来のゴルフゲームで多人数対戦をする場合は、一人ひとりずつ打順を待ってショットする必要があった。もちろん他人のショットのときは見ていることしかできない。

　だが、新リアル形式では他人のショットを待つことなく、参加者全員が一斉にスタートすることができる。この際、他人のプレイを見ることはできないが、他人が打ったボールの軌跡だけは画面に表示されるため、とっとと自分のショットを終わらせてもいいし、他人の様よう子すを窺うかがってからショットするということも可能となる。

　とはいえ、パー４の、それも一〇番ホール──インの最初のコースとあれば駆け引きなど行いようがない。岸嶺を除く三人は、とっとと最初のショットを行い順じゆん調ちようにボールを飛ばしていた。

「あははは、わたしが一番飛んでるなー。でも副部長、一番飛んでないのだー」

「う、うるさいわね！　パー４の一打目なんてこんなもんよ！」

　とことん甲か斐いヶが原はらの二人ふたりの仲は悪いらしい。

「よ、よし、僕も……！」

　ゴルフなどやったことのない岸嶺である。もし実際にドライバーを振るとなれば、握り方も分からないし、置いてあるボールに当てることも難むずかしいだろう。そもそも何本もあるクラブのうち、どれを使うべきかも分からない。

　だがそこは国民的スポーツゲームだけあって操そう作さは簡かん単たんだった。クラブは一番適切なものを自動的に選んでくれるし、そのクラブを使って全力で打った際、どれぐらいボールが飛んでいくかも表示してくれる。

　あとは方向を決めて打つだけだが、この際問題となるのが風である。ゲーム中では風向きこそ分かるようになっているが風速については「？」と表示されるだけで分からないようになっている。

　ただし、現実世界と同じように、風速をある程度知る術すべはある。まず風のエフェクト、それから木々の揺らめき具合。そしてもう一つの手段は、方向キーの下を押すことで使える。キャラクターが手にちぎった草を持ち、無造作に放すのだ。チラホラと舞まい落ちる草によって風速がある程度分かるという仕組みである。

（風速は西に……一メートルぐらい？）

　いずれにせよ大したことはなさそうだった。とにかくまず打ってみる。

　○ボタンを押すと、キャラが大きくドライバーを振り上げ、パワーメーターが上がっていく。そしてメーターが一杯になったところを見計らい、もう一度○ボタン。

　これでドライバーを振るパワーが決まる。

　最後に、溜たまったパワーをボールのどの部分に叩たたきこむかを決めるため、もう一度○ボタンを押す。いわゆる〝インパクト〟だ。どれだけパワーがあっても、このインパクトをミスすれば意味はない。

（遅れた!?）

　ジャストミート──このゲームではジャストインパクトというらしい──のタイミングから若干ずれる。

　その影えい響きようはすぐに現れた。放たれたボールは、やや左にずれる。

　ただ幸いというべきか、まるでこうなる初心者がいることを予期していたかのようにコースは幅広く、どうにかフェアウェイ──ようするにボールが打ちやすい綺き麗れいに整せい備びされた芝──に乗る。

　男性キャラを使っていることもあって飛ひ距きよ離りも伸びた。結果的に、他ほかの三人と遜そん色しよくはない。

「勝負はここからですね」

　泉いずみが言った。

　確たしかに重要なのはこの二打目だった。

　この一〇番ホールはパー４だ。パー４とはつまり、四打でカップイン──ボールをカップに入れられればスコアは０となる。三打でカップインならバーディとなり、スコアは[image: ]１ワンアンダーとなる。そしてゴルフではスコアが小さい人がトップになるのだ。

　それを踏まえ、かつて部活のとき聞いた瀬せ名な先生の解説を思い出す。

『いいかね！　ホールと打数にはある関連性があるのだ！　たとえばパー３のコースなら、ティの中心──ようするにスタート地点からグリーンの中心までの距離が二五〇ヤード、およそ二二九メートル以内となっている！　パー４なら二五一ヤード以上四七〇ヤードまでだ！　そしてみんＧＯＬに登場するキャラたちは、誰だれでも二三〇ヤード程度は楽に飛ばせるのだ！　つまりパー４のコースなら、二打目でグリーンに届くようになっている！』

　二打目でグリーンに乗せ、三打目にカップインすればバーディになるし、一度なら外してもイーブン──パーで終われる。そしてもし二打目でうまくカップインでいれば、[image: ]２ツーアンダー、すなわちイーグルとなり、他者に大きく点差をつけることができる。

（とにかくバーディ狙ねらいだ）

　瀬せ名な先生の助言は、上位に喰くらいつけ、だ。

　そのためにはバーディが取れれば充分だ。そしてパー４でバーディを取るためには、とにかくこの二打目できっちりグリーンに、それもカップにできるだけ近い位置で乗せなければならない。

　かくして、岸きし嶺みねの二打目。

　カップまでの距きよ離りは二〇〇ヤードない。一打目より若干パワーを抑える必要があった。

「……よし。あ」

　しかし、まだ慣なれてないせいかまたもタイミングを失敗。明らかにパワーが足りていなかった。

　フェアウェイから打ち出されたボールは、大きく飛び、どうにかツーオンこそした。

　しかし、カップまでの残り距離は一〇メートルという大変微妙な数字になっていた。

「あはははは、一人ひとり妙な方向に飛んでいったのがいるぞー！　あいたっ!?」

「バカ！　他人のプレイを笑うのはやめなさい！」

「い、いえ、いっそ笑ってもらった方が気楽です……」

　システム上、他ほかの人にはミスしたボールを誰がショットしたかは分からないはずなのだが、思わずそう言ってしまった岸嶺だった。

　当然のように他の参加者たちは２オンでうまくカップに寄せている。それどころか、

「あはははー。入ったのだー」

「ええっ!?」

《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》の第二打は、二〇〇ヤードの距離を飛び、そのまま吸い寄せられるようにカップに転がり込んだのだ。イーグルである。

「いきなりイーグルですか……」

　泉いずみが深刻そうに呟つぶやいた。

（ひょ、ひょっとしてこの子相当上う手まい……？）

　見た目はかなりアレな子だが、実はとんでもない対戦相手のようだった。

　岸嶺も三打目の態勢に入る。すでにグリーンにのっているので、ここから先はパターというクラブを使い、ボールを転がしてカップインさせなければならない。しかし一〇メートルの距離をパターで攻略するのはかなり難むずかしい。

『登りですね。スライスですね』

　恐らくこの場で唯一の味方、キャディのお姉ねえさんがアドバイスをくれる。

　スライスというのは確たしか右に傾いているという意味だ。余談ながら、左に傾いているのはフックというらしい。ただ、見た感じ大した傾斜ではない。

　慎重に芝を読み、パターを振る。

　コツンとボールが転がっていく。

「…………」

　やっぱり、と内心でため息を吐つく。所しよ詮せんは素人しろうと、パットはまんまと外れたのであった。

　残り距きよ離り九四センチ。『ナイスタッチ！』とキャディのお姉さんは褒ほめてくれるが、今のは入って欲しいところだった。

　続けざま、四打目が始まる。さすがにこれだけ近付くと四打目はミスのしようがなかった。パーで終わる。

　他方、祇し方ほう院いんと泉いずみはそれぞれすでにバーディで終わっていた。

　一つ目のホールが終わり、マリオカートのごとく中間成せい績せきが発表される。

（さ、最下位……）

　岸きし嶺みねはパーだったのでスコアは±０イーブンパー、泉と祇方院が[image: ]１ワンアンダー、《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》が[image: ]２ツーアンダーでトップだった。

「あはははー、男なのに情けないなー？　一番簡かん単たんなホールでバーディも取れなくてどうするの──あいたっ」

　無言で《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》をポカリとやる祇方院。

「もう、ごめんなさいね、岸嶺さん。この子マナーもクソもない子で」

「い、いえ、慣なれてますから。それに、おかげで目が覚めました」

　自分の考えが甘かったのだ。

　確たしかに上位に食いつき続ければ負けはしないし、上位にも下位にもプレッシャーをかけることができる。それに一位を維持し続けるより二位ぐらいでいる方が簡単にも思える。

　だが、それは対戦相手と同等の力量があって初めて成立する話だ。たとえば瀬せ名な先生にならそれができるのだろう。しかし、対戦相手が自分より格上とあれば、死ぬ気で付いて行かないと喰らいつく機き会かいすらないだろう。

（バーディ取るか死ぬかぐらいのつもりでいかないと……！）

　一一番ホール、パー５が始まる。

　パー５となると、だいぶ距離が長くなる。だがこういうとき、男キャラというのは有利のはずだった。なにせ距離が出る。

　それは一打目から如によ実じつに現れた。パワー入力、インパクトが共に上う手まくいったこともあり、岸嶺の一打目はかなりの距離を飛び、しかもくだり坂でうまく転がり距離を稼かせいだ。

（よし、二五〇ヤード！）

　他ほかの三人のボールも次々飛んでいくが、岸嶺以上に飛ばせたプレイヤーはいない。しかもこの距離は二打目、三打目でさらに広がるだろう。

「ここは慎重に……」

　岸嶺たちは二打目に入った。

　まだグリーンまでの距離は二五〇ヤード以上残っている。女の子キャラでその距離はさすがに届かないのか、泉いずみたちはツーオンを狙ねらわず確かく実じつにフェアウェイをキープして距きよ離りを詰めようとしているようだった。

（どうにか届かないかな）

　一方、岸きし嶺みねはカメラを操そう作さして、自分の位置とグリーンの位置をよく見極めようとしていた。

　残りは二三九ヤード。風は追い風、さっきよりやや強めで恐らく風速二、三メートルといったところ。芝の状態もいい。

　１番ウッドを使い全力で打てば、どうにかツーオンできそうだった。パー５のコースでツーオンできれば、バーディはおろかイーグルも夢ではない。

（やるしかない！）

　ただ、もちろんことはそう簡かん単たんではない。一一番ホールはＺの字型だ。ツーオンを狙うということは、Ｚの字の二つ目の頂点から終点まで一気にショートカットしなければならない。しかもその間には、なぜこんなところにこんなものを作ったのかと突っ込まずにはいられないような小さな庵いおりと、そして休きゆう憩けい室しつのような建造物が建っている。もしそのどちらかにボールが当たるようなことがあれば、確かく実じつにＯＢとなり、＋１打と打ち直しという重いペナルティが課されることとなる。

　だが、もう躊ちゆう躇ちよはできない。

　岸嶺はパワーをＯＮにした。『みんＧＯＬ』にはそういうゲームらしい特殊能力がある。使用回数に限りはあるが、使えば飛距離が一〇ヤード伸びる。今はその一〇ヤードが欲しかった。

（南西の風だから少し左を狙って……！　行けえ！）

　打ち出されるゴルフボールが、美しい軌跡を描いた。

　まず最初の障害物である小さな庵を跳び越し、そして二つ目の障害物である休憩所をもどうにか飛び越した。

　だが、それ以上は飛ばなかった。

　休憩所とグリーンの間にあるバンカー。そこにボスっと落ちたのである。

「あっはっは、バンカーに落ちてるのだー。努力は認めるけど、それじゃ一打じゃ入らないだろなー」

「う」

《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》に笑われてしまう。

（バンカーか……！　でも、これだけ近づけたなら！）

　他ほかのプレイヤーはカップインするにはまだ難むずかしい距離だ。しかし岸嶺は、上う手まくいけば次の一打で入るかもしれない位置にいる。

　画面右下のボールのステータス表示を見る。どうやらボールはかなり砂に埋まりこんでいるらしく、全力で打ったとしても六割から九割りぐらいしか飛ばないらしい。カップとの距離は一〇メートル少々で、本来なら大したパワーは必要ないところだが、ここはかなり全力で行くべきだった。

「よし、行け！」

　砂を巻き上げながらボールは小さく舞まい上がった。

　思ったより上う手まく飛んだ。狙ねらい通り真まっ直すぐ飛び、吸い寄せられるようにカップに近付いて止まる。

『スーパーショット！』

　画面にそんな表示まで表れ、カップまでわずか三メートルのところまで近付けることに成功する。

「ふう」

　どうにかリカバリーには成功したが、岸きし嶺みねとしてはまだ安心できない。三メートルと言えば目と鼻の先の距きよ離りだが、今の自分にはそれさえも満足に入れられる自信がなかった。

　やがて三打目を無ぶ難なんに終えた他のプレイヤーたちも、四打目を打ち始める。バーディ・トライだ。彼女たちは三打を費やすことでじっくりカップまでの距離を詰めている。そのせいか、易やす々やすとバーディを取っていった。

　岸嶺としてはここで負けるわけにはいかない。

『登りですね。フックですね』

　キャディが綺き麗れいな声でアドバイスをくれる。

（上りで、左に曲がるのか）

　上りということは、普通よりも少し強めに打たないとパワーが足りなくなってしまう。そして左に流れるのだから少し右を狙って打たねばならない。

　先のホールでの失敗を計算に入れ、慎重に方向を決め、パワーを入力。

（行けえ！）

　コツンとパターで打ち出されるボール。

　うまくいった。勢い、方向ともに問題ない。狙い通りのコースで、カップのやや右目指して直進していく。

　やがて傾斜の影えい響きようを受けて左へ曲がり始める。計算通りだ。

　そのまま行けば見事カップに入っていたかもしれない。しかし、傾斜を正せい確かくに読むのは容易なことではない。

　急きゆう激げきにボールの勢いがなくなってきていた。左へ曲がり始めていたボールは、さらに左へ切れた。そして、カップ手前を横切る形で止まってしまったのである。

（くっ、そうか、上りでのロスをもっと計算に入れるべきだったんだ……！）

　物理で習ったことを思い出す。

　これはようするにベクトルなのだ。パターで力を加えられたボールのベクトルと、傾斜によるベクトルの引っ張り合い。

　物理的に考えて、ボールのベクトルが強いほど傾斜によるベクトルは無視できる。もちろんその逆に、ボールのベクトルが小さくなればなるほど、傾斜のベクトルの影えい響きようを受けやすくなるのだ。

　今のパットの失敗は、左右の傾斜はそれなりに計算できていたが、上りの傾斜でボールのベクトルが早期に失われたため、想定以上に左に引っ張られてしまったのが原因だろう。

　結局、岸きし嶺みねはパー、他ほかの三人はバーディという成せい績せきで二ホール目は終わった。

（これでトップとは三打差か……！　厳きびしいなあ……！）

　いよいよ上位に食いつくには、危険を覚悟で強引にいくしかなさそうだった。




　　　　◆




（思ったより大したことありませんわね）

　このとき祇し方ほう院いんは、岸嶺のプレイを見ながらそう感じていた。

　これでスコアは岸嶺が±０イーブンパー、祇方院と泉いずみが[image: ]２ツーアンダー、そして《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》が[image: ]３スリーアンダーである。まだ序じよ盤ばんとはいえ、三ホール終わって三打差とあっては岸嶺にとってかなり厳しい展開だ。

（なんで伊い豆ず野の宮みやの部長はこんな部員にこだわったのかしら？）

　伊豆野宮のゲーム部は新造とは思えない成績を残している。その部の部長をして「チームになくてはならない」と言わせるほどのゲーマーとは一体どれほどの腕前なのだろうかと思っていたが、なんということはない。特にパットが下へ手た過ぎる。それはゴルフにおいては致命的だ。

（まあ、まだゴルフはこれからですものね）

　一応は警けい戒かいしておくことにしつつも、祇方院は自身のプレイに集中するのだった。




　　　　◆




　三つ目──一二番ホールが始まった。

（パー４か。男キャラだとこういうコースはむしろまずいんだよね……）

　岸嶺は内心で呟つぶやいた。飛ひ距きよ離りは出せるがコントロールが苦手というのが男キャラの相場だ。パー５のような距離のあるコースならその持ち味は存分に活いかせるが、女キャラでも二打でグリーンに乗るような短いパー４のホールとなると、逆にコントロールのなさがアダになる。

（ええい、システムのせいにしてもしようがない！）

　後ろ向きになりそうな思考をどうにか切り替える。

　コース自体はそれほど複雑ではないのだ。障害物と言えば、中央左あたりに木が一本、その右あたりにバンカーがあるだけだ。うっかり木の前にボールが止まってしまうようなことがあれば厄やつ介かいだが、そこにさえ気をつければ後はどうにでもなりそうだった。

　ただ、一つだけ気になることがあった。

「風が出てきたなー」

《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》が言った。確たしかに草をちぎって放つと、かなりの勢いで後ろに吹き散らされていく。向かい風、風速は四、五メートルといったところだ。

「ふふ、まあいい。我が名は《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》、風は友だちなのだー。……なあなあ、なんで誰だれも反応してくれないのだー？」

　もちろん最下位の岸きし嶺みねなどはそれどころではなかった。

（これだけの向かい風か……。どれぐらい影響あるんだろう）

　部で『みんＧＯＬ』をやったことがあるのは確かだが、そうやりこんだわけではない。風速四、五メートルの向かい風によって、どれほどの影響を受けるかはまったく分からなかった。

　いずれにせよ、一打目は全力で行くしかない。

（よーくねらって……行けぇ！）

　珍しくインパクトはうまくいった。

　さすがに慣なれてきたのか、ショットのタイミングが合うようになっている。ボールは狙ねらい違たがわず真まっ直すぐ飛んでいき、フェアウェイの中央を転がった。相変わらずの男キャラの優ゆう位いさのお陰か、四人の中で一番飛んでいる。

　だが、距離が思ったより伸びなかったのも事実だった。二三〇ヤードは易やす々やすと出せるキャラなのに、二一〇ヤードほどしか飛んでいない。風速四、五メートルの向かい風は、案外バカにできないようだった。

　いずれにせよ、グリーンまでの距離は全員一五〇ヤード以内。この程度の距きよ離りなら風があろうと女の子キャラであろうと軽々とツーオンは可能だろう。

　ただ、風の影響がある上に、グリーンの手前には小さく細い川がある。万が一風に押し戻されてポチャンと行けば最悪のウォーターハザード──打数＋２が待っている。

「こういうときはトップスピンをかけるといいんだぞー」

　トップの余裕なのか、それとも誰だれかにかまって欲しいのか、《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》が言った。

（そうか、トップスピンか）

　ボールの中央ではなく上の方を狙って打つことでボールに前方向の回転をかける。それがトップスピンだ。トップスピンのかかったボールは転がりやすくなり、またボールの飛ぶ高さを低めに抑える効果がある。向かい風対策には一番だ。

《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》は有言実行してみせた。その名前通り、風をものともせず、低く飛んだボールはカップの直前まで進んで止まったのである。

「ふふふ、わたしにとって風は友だちなのだー」

「風の話はもういいわよ！　黙だまってパッティングでもしてなさい！」

「ふっふっふ、わたしが上う手まかったからって嫉しつ妬としてるなー？　まったく、女の嫉妬は見苦しいなー。あいたっ!?」

　祇し方ほう院いんが苛いら立だつのも無理はない。彼女は《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》ほどうまく飛ばせていなかった。どうにかツーオンこそしたものの、カップからの距きよ離りはかなり遠かったのである。

（トップスピンをかけて、ちょっと強めに打てば……）

　他人のプレイを観かん察さつしていた岸きし嶺みねも、二打目を開始する。キャラが大きくスイングし、パワー入力。つづいてインパクトだが、このとき方向キーの上を押しながら打つ。それだけでトップスピンはかかる。

　放たれたボールは、カップ目掛けて一いつ直ちよく線せんに飛んでいった。

「え」

　だが強すぎた。ボールはそのままカップを飛び越し、グリーンの反対側まで転がっていってしまった。

（うーん、向かい風を怖がって強く打ち過ぎたのか。トップスピンかけたんだからもうちょっと弱めでもよかったのか……！）

　ボールはグリーン外の芝に乗り、『カラー』と画面に表示される。ゴルフに詳しくない岸嶺に意味は分からなかったが、ようするにグリーン周囲の芝のことをカラーと呼ぶようだった。

　かくして全員の三打目が始まる。バーディのかかった大事な場面だった。

「しまった……！」

　ここで珍しく岸嶺以外の口から悲鳴が上がった。

　泉いずみである。さすがにツーオンしたとはいえまだカップまでかなりの距離があったことが影えい響きようしたのか、バーディパットを外したのだ。

「くっ、さすがにこの距離はきついわね」

　祇方院もだ。それなりにいいパッティングをしたようだったが、結局ギリギリ入らずそのままパーで終わる。

　そして、岸嶺の番。岸嶺は実は泉や祇方院よりカップまでの距離は短かったが、グリーンには乗ってないのでパットではなくアプローチショットである。

（僕には芝が読めないんだ。ならパットもアプローチショットも一いつ緒しよだ）

　カップまでは五メートルほど。この距離なら多た分ぶん風の影えい響きようもそんなに受けないだろう。問題はボールの位置だった。かなり傾斜があったのだ。

（傾きは右に二〇度ぐらい、か……）

　ボールのステータスからそれぐらいのことはすぐに分かる。

　右傾斜があるまま打てば、ボールは右方向へと飛んでしまう。なのでやや左を狙ねらって打たなければならない。

（こんなもんで……行け！）

　ボールは小さく舞まい上がった。

　そして、岸きし嶺みねの想定した通りのコースを飛んでいき。

　ワンバウンドしてからカップに吸いこまれた。

「え」

　一いつ瞬しゆん、なにが起きたか信じられない。

「うそっ、チップインバーディ!?」

　祇し方ほう院いんの声でようやく悟る。

　バーディだった。三打目のショットがそのままカップに入ったのだ。

「ど、どうせ偶然なのだー。初心者にはよくあることなのだー！」

《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》が笑い飛ばそうとする。

　実はその通りだということは、岸嶺本人が一番よく弁わきまえていた。なにせあんな斜面から打ったボールが一発でカップに入ったのだ。偶然以外の何者でもない。

（そうか、でもちょっと分かったぞ）

　当たり前だがグリーンの上を転がせば傾斜の影響をモロに受けることになるが、短いアプローチショットで浮かせれば、風の影響もほぼ受けないし傾斜だって関係がない。

　なんとなく自分の戦い方が見えてきたような気がした。芝を読むには絶対的に経けい験けんが足りない。だが、芝が読めないなら芝を読まないで済む戦い方をすればいいのだ。

　一方、《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》はバーディショットをなんなく入れた。これで三ホール終わってスコアは岸嶺が[image: ]１ワンアンダー、祇方院と泉いずみが[image: ]２ツーアンダー、《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》が[image: ]４フオーアンダー。依然として岸嶺には厳きびしいスコア差だが、引き離されなかっただけでもマシだった。

　そして始まった次のホールは、これまでとだいぶ趣おもむきが変わっていた。

「パー３か……」

　パー３のコースには特徴がある。一打でグリーンに届くということだ。

　特にこのコースは、スタート位置からカップまでわずか一七〇ヤードほどしかない。キャラにかかわらずホールインワンが狙える場面だ。

　もっとも、今の岸嶺にそんな冒険をするつもりはない。とにかくバーディが取れればそれでいい。それに、ここにきてようやく自分の戦い方が分かったような気もするのだ。

　とにかく飛ばすのだ。飛ばしてカップに少しでも近づける。芝が読めない以上、それしかない。

（よーく狙ねらって……）

　風速は珍しく大したことはない。ゲーム側が指定してくれたのは四番アイアン。これなら全力で打てばきっちり一七〇ヤード飛ばせる。

（全力で打ったらさすがに飛び越すよなあ。よし、じゃあこれで……）

　自キャラが大きくクラブを振り上げる。タイミングよくボタンを押してパワーを設定。

「あ」

　そして、また失敗した。距きよ離りを考こう慮りよして少し弱めに、と考えていたらボタンを押すのが早く、九割足らずのパワーになってしまったのだ。

（ええい、仕方ない！）

　もう変更はきかない。そのまま打ちこむ。幸い、インパクトは悪くなかった。大きく舞まい上がったボールは、一いつ直ちよく線せんにカップ目掛けて飛んでいく。

（うーん、方角は良かったんだけどなあ）

　残念ながらパワーが不足しているのは分かっている。

　ところがである。飛んでいくボールはまったく威力が落ちなかった。

　やがてグリーンに落ち、転がる。転がる、転がる。ただカップ目掛けて。

「え」

　ボールは留とどまるところを知らず──そのままカップに転がり落ちたのである。

「なにー!?　ホールインワンだと!?」

《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》の悲鳴が上がり、そして岸嶺の持つＰＳＶｉｔａの画面内では、かつて見たこともないような派は手でなエフェクトが表示されていた。

「え？　ええええええええ!?」

　やっておいて自分でも驚おどろく。まさかのホールインワン。一七〇ヤードも離はなれたところから打ったボールが、あんな小さなカップに入ったのである。




　　　　◆




（ちょっと、どうしたって言うの!?）

　初めて祇し方ほう院いんは動揺を覚えていた。

　チップインバーディに続き、まさかのホールインワン。

　一つなら偶然かもしれないが、二つ続けられるとさすがに危き機き感かんを覚える。ひょっとして今までは緊きん張ちようしていて充分な力が発揮できなかっただけでは、と。

（いえ、まだ分からないわ）

　パー３のホールでホールインワンというのは、初心者でもわりとよくあることなのだ。バーディを狙ねらってできるだけカップに近づけようとした結果、偶然入ってしまうのである。

　そう、恐らくは偶然。まだまだ勝負はこれからである。ホールインワンとはいえパー３なので所しよ詮せんはイーグル、つまり岸嶺のスコアは[image: ]３スリーアンダー。ここで自分たちもバーディを決めれば、また差は付くのだ。

　ところがである。祇方院の一打目で異常な事態が起こった。

「あら!?」

「ええ!?　なんであんなに飛ぶのだー？」

　祇し方ほう院いんと、そして《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》の一打目は、それぞれボールが飛びすぎ、グリーン奥のラフエリアへ飛んでいってしまったのだ。

（あれ？　な、なんで……？）

　ドライバーの選択も、パワーの入力も適切だった。ボールは間違いなくカップ近くで留とどまるはずだったのに、グリーンの向こう側にまで飛んでいってしまったのだ。

　こうなるとバーディは厳きびしい。二人ふたりはまんまとバーディトライを失敗し、パーで終わった。

「く、届かない……」

　最後に残った泉いずみも、パットを失敗。これで岸きし嶺みね以外は全員パーとなり、スコアは岸嶺、泉、祇方院の三人が[image: ]３スリーアンダー、《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》が[image: ]４フオーアンダーとなった。

（こ、これだからゴルフは油断ならないのよ）

　間違いなく岸嶺のホールインワンに全員が乱された格好だ。

　とはいえ、ホールインワンというものはラッキーショットのようなものである。もう二度とは出せないだろうし、勝負は振り出しに戻っただけだ。となればパットが苦手な岸嶺の成せい績せきはまた下がっていくだろう。そのときが勝負だった。




　　　　◆




（それにしても……）

　ゲームの最中に、岸嶺はあることを思わずにいられなかった。

（孤独な戦いなんだな、個人戦って）

　ホールインワンをやった直後だからこそ、そう思う。

　もしチーム戦でホールインワンを成功させていれば、味方からは大きな称しよう賛さんを受けていただろうし、チームに貢献できたという喜びも生じていただろう。

　しかし個人戦でホールインワンをやっても、得られるものは自己満足に近い喜びと、そして他ほかのプレイヤーからの敵意だけである。当然だ、他のプレイヤーたちが他人の活かつ躍やくを喜ぶわけがない。これが杉すぎ鹿しかあたりだったら、『その負け犬どもの視し線せんを向けられる瞬しゆん間かんがたまらないのよ』とでも言い放つかもしれないが、岸嶺には無理だった。

　仲間に足を引っ張られることが嫌いなら、個人戦の方が楽しめるのだろう。だが信頼できる仲間がいる限りは、チーム戦の方が絶対に楽しいと思う。格ゲーにチームで挑んだときだって、基本的に一対一の戦いを強しいられることにはなるが、それでも後ろに控えている仲間の存在がどれだけありがたかったことか。

（いや。でも、だからこそ）

　気合いを入れ直す。だからこそ、ここで無ぶ様ざまな戦いはできない。チーム戦は仲間が信頼できてこそ楽しめるのだ。そしてゲームにおいて仲間の信頼を得るには、自身が強いことを証明しなければならないのだ。

　そのためには、ここでお粗末な成せい績せきは残せない。

（あれ、試してみようかな）

　今日きようのこの日を迎えるにあたり、岸きし嶺みねはある特訓をしていた。

　自身の力──《魂転生ソウル・トランス》を自在に扱えるようにする特訓である。

　といっても、そもそも《魂転生ソウル・トランス》自体がなんなのかを岸嶺はよく分かっていない。だがそんな、折瀬せ名な先生がある答えをくれたのだ。




「ようするに君の《魂転生ソウル・トランス》とは自己暗示の妄想で現実逃とう避ひの一種なのであろう！」

　それは岸嶺にとっては非常に身みも蓋ふたもない答えだったが、あながち的外れとも思えなかった。

「特に君の《魂転生ソウル・トランス》は小さい頃ころに身につけたものなのだろう!?　子供の本能というのは時として大人おとなの常じよう識しきを超越するからな！」

「そ、そういうもの……かもしれませんね」

　否定はできなかった。自分が幼稚園や小学生だったときのことを思い出す。そのころの自分と言えば、本が好きで人と接するのが苦手で、結果的に本の中に逃げこむような生活ばかり送っていたのだ。

「となれば君が《魂転生ソウル・トランス》を自在に使えるようになるにあたり、すべきことは一つ！　まず第一に自分の能力を信じるのだ！　そして自己暗示をかける練習をするのだ！　自分はゲームの中に入りこめるとな！」

「はあ。自己暗示、ですか」

「スポーツ選手など、自己暗示をかけて優ゆう秀しゆうな成績を残したという例はいくらでもあるのだぞ！　無む論ろん、環かん境きようも必要だろう！　気合いが一二〇以上たまらないと必殺技が使えないように、ある程度ゲームに集中して初めて発動するものもあるだろう！」




　今こそ、その能力を発揮できそうな気がした。

　理由はなんとなく分かる。久しぶりの『みんＧＯＬ』に慣なれてきたこと。思い通りのショットが打てるようになってきたこと。そして、勝たなければいけないということがよく分かったためだ。

　岸嶺は目を閉じた。

（僕はゴルファーだ。ここは緑に囲まれたゴルフコースの中だ）

　そして僕は目を開く。そこは確たしかに、緑に囲まれたゴルフコースの中だった。




　　　　◆




　祇し方ほう院いんは岸きし嶺みねの異変に気付いた。

（どうしたのかしら、この男？）

　さっきはゲームに集中していたと思いきや、突然目を瞑つむって黙だまりこんだのだ。

　しかも、異変はそれだけに留とどまらない。次の瞬しゆん間かん祇方院たちはギョッとすることになる。

　僕ぼくはゴルファーだ僕はゴルファーだ、という小さな怪しい独り言が漏もれてきたためだ。

　と、今度はその体がいきなりビクンと震ふるえる。まるで授業中に居眠りしてしまった生徒のようだった。

「な、なんだ？　いきなりどうしたのだ？」

　さすがに気になったのか、あるいは恐怖でも覚えたのか、恐る恐る《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》が訊たずねる。

「ん？　どうしたの、みんな。早く次のホール行こうよ」

　当の岸嶺は何事もなさそうに言った。ただし、目はＶｉｔａの方に向けられたままだった。それも、まるで食い入るように画面に見入っている。

　怪しいことこの上ないが、なに一つルールにもマナーにも違反しているわけではない。

　次の一四番ホール、パー４が始まる。そしてまた祇方院はギョッとすることとなる。

「ああ、いい風だ……」

　岸嶺がいきなりそんなことを言い出したためである。

（なんなのコイツ!?　普通におかしいヤツだったの!?）




　　　　◆





　美しい緑に囲まれた一四番ホールが始まる。

　やや風が強いが、それもこの季節には心地ここちいい。

　とりあえず僕は芝をちぎるとパラパラと無造作に放った。

（風速[image: ][image: ]四メートルぐらいか）

　ただ、ここで僕はあることに気付いた。

　このコースは丘になっているのだ。スタート位置から二〇〇ヤードほど先まではかなりの上り傾斜になっており、グリーンの位置が見えないほどである。

　ただ、コースの形は分かってるしパー４の一打目とあれば遠えん慮りよはいらない。風速四メートルの風を計算しつつも、一番ウッドを握り全力で叩たたきこむ。

　上う手まくいった。四ホール分の経けい験けんの賜たま物ものか、一番ウッドはまるで僕の体の一部であるかのようなスイングでボールをかっ飛ばしたのである。

　しかし、インパクトも間違いなく上う手まくいったにもかかわらず、僕の打ったボールは二一〇ヤードぐらいしか飛ばなかった。

　でも、すぐに考え直す。そりゃそうだよね、と。

　低いところから高いところ目掛けて打ったのだ。距きよ離りを稼かせげるわけがない。

　と、そこで僕はもう一つあることに気付いた。

　先ほどの一三番ホールで、僕はホールインワンを決めた。あのときも僕の打ったショットは明らかにパワー不足であったにもかかわらず、ボールは意外とも思える伸びを見せてカップに転がり落ちたのだ。なぜあんなことになったのか。

　高低差があったのだ。物理で語るのもおこがましいような単純な話だ、今いる位置から高い場所を狙ねらえば飛距離は短くなるし、低い場所を狙えば飛距離は稼げる。

　そんな単純な事実になぜ気付かなかったのか、不ふ思し議ぎで仕方ない。あるいはこれが久しぶりのゴルフで、しかも一番ホールから一二番ホールあたりまでほとんど傾斜がなかったので意い識しきできなかったのかもしれない。

　とにかく、それさえ分かれば怖いものはない。

　ツーオン必至の二打目に入る。

　残りは一五〇ヤード、高低差はまた二メートルほど上。ということはやや強めに打つ必要がある。風は相変わらず西から強め。

　不思議な感じだった。まるでこの世界と一体化したように、そういった情報がすべて僕の体に入ってくる。

　今ならなにも怖いものはない。僕は二打目を放った。狙いは違たがわず、僕の放ったボールはカップ上のフラッグ目掛けて一いつ直ちよく線せんに飛んでいった。

「く、惜しい！」

　グリーンに落ちたボールは真まっ直すぐカップに転がっていったものの、そこで力尽きたように止まってしまったのだ。

　とはいえ、ここまで距離を縮ちぢめれば怖いものはない。

　僕の三打目。

『下りですね。フックですね』

　キャディさんのアドバイスに従い、僕はやや右を狙って打つ。なぜだか分からないが、今の僕には芝がよく読める気がした。

　ボールが二メートルの距離を転がる。そして最後の最後で、勢いを失って左に逸それる。だけど、それは予想通り。左に切れたボールの先には──ちょうどカップが待ち構えていた。

「よし、バーディだ！」






　　　　３




（これは参ったわね……）

　ゲームは一七番ホールまで進んでいた。そして、祇し方ほう院いんは敗北を悟りつつあった。

　スコアは祇方院が[image: ]６シツクスアンダー、泉が[image: ]５フアイブアンダー。トップは《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》と岸きし嶺みねで[image: ]７セブンアンダーだった。

　勝敗はすでに明らかだった。残る最終ホールを残して祇方院とトップは一打差。今日きようのこの個人戦第一回戦を勝ち抜くには、トップ二人ふたりのどちらかに勝たねばならない。だが、それが難むずかしいということを祇方院は悟っていた。少なくとも、今の岸嶺相手には。

　序じよ盤ばんの岸嶺は、完全に出遅れていた。初心者としか思えないパッティングで次々とチャンスを逃し、最下位に甘んじていた。しかしホールインワンを決めた一三番ホール以降、明らかに流れが変わっていた。

『みんＧＯＬ』のテクニックは、祇方院を含めた他ほかの三人も決して岸嶺には引けを取ってはいないはずだった。しかし、岸嶺はある一つの能力において、他の三人を明らかに凌りよう駕がしていた。すなわち集中力である。

　集中力。それはゴルフを始めとした他の多くのゲームでもっとも必要とされるテクニックだ。どんな知ち識しきもテクニックも、集中が途と切ぎれてしまえばなんの意味も持たない。

『みんＧＯＬ』においてそれは特に顕けん著ちよだ。風向き、風量、ボールの状態、芝の状態、グリーンの位置、高さ、距きよ離り。すべてを計算に入れてショットするには、絶え間ない集中力が必要になる。

　そして岸嶺のプレイっぷりは、まさになにかにとりつかれたかのようだった。一五番ホール以降、他人のプレイなど一切意に介さぬ集中力で食い入るように画面に集中し、次々とバーディを奪っていく。

　そうなるとプレッシャーがかかるのは他の三人だった。トップの《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》にしてみれば自分のすぐ後ろから誰だれかが追ってくる状態が続くことになり、祇方院と泉いずみにしても一歩でも遅れを取ればすぐさま岸嶺に抜かれ三位転落ということになる。

　なおその上に、一六番、一七番ホールと、風もかなり強いという展開が続いた。そうなると乱打戦になるのだが、岸嶺一人ひとりが見事に風を読んでバーディを決めていったのである。

「バカな！　わたしより風を読むのが上う手まいなんて……！　まさかわたしより風の精せい霊れいに愛されているっていうのか……！」

　とは《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》の言であった。

　そして現在、岸嶺に一打差で負けており、残るは最終一八番ホール・パー５を残すのみとなっている。

　ゴルフにおいて相手とのスコア差をひっくり返すのは簡かん単たんなようで難むずかしい。簡単なのは相手がミスをしてくれたときだ。こっちがパーであっても相手がボギーなら簡単に逆転できる。

　しかし、逆に相手がミスをしてくれない場合は、追い抜くのは至し難なんの業わざだ。相手がパーで終わるなら、こちらはバーディを、相手がバーディならこちらはイーグルを狙ねらわなければならない。だがバーディはともかく、イーグルを狙うのは極端に難しい。そして今のあの岸きし嶺みねなら、イーグル狙いでなければとても逆転できないだろう。

（いいわ、岸嶺。一回戦はあなたを侮あなどっていたわたしの負けのようですわね）

　まずそこは認めなければならない。とはいえ、祇し方ほう院いんとしては一回戦敗退、などという不名誉に甘んじるつもりはなかった。

　となれば、方法は一つだった。岸嶺に勝つのは難しいかもしれないが、もう一人のトップ、《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》相手ならなんとかなる。

「部長、部長」

「うん？　なんだ、おまえがわたしを部長って呼ぶとは珍しいなー」

「残念ですけど最終ホールを終えてこのスコア差では、わたしは部長にも岸嶺さんにも勝てそうにありません。後は頼みましたわよ」

「ん？　ふっふー、殊勝だなー！　よかろう、あとはこのわたしに任せておまえは司会にでも専念してるといいのだー」

　心中でイラっとするがここは我慢である。

「ですが、主催校である我が校がトップを他校の生徒に取られるわけには参りませんわ。どうかここは部長として一位で通過してくださいまし。幸い一八番ホールはパー５、他ほかならぬわたしたちの部長なら、ここでイーグルを狙うぐらい簡単でしょう？」

「む？　むう。わ、分かったのだ、部長らしいところを見せるのだー」

　単純にもほどがあった。

　かくして始まった一八番ホール。相変わらず気が狂ったように画面に集中している岸嶺は、順じゆん調ちように一打目を終えて二打目に入った。祇方院、泉いずみも同様である。

「かっとぶのだー！」

　しかしただ一人ひとり、《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》だけは残されたパワーを注ぎ込むように一打目を全力で打ち込み、二五〇ヤードもの距きよ離りを一気に稼かせいだ。

　そして、問題の二打目である。

　パー５のコースでは大体共通の特色がある。まずコースはＺの字の形をしており、普通は三打かけてグリーンにのせ、四打目でバーディを狙うことになる。

　だがＺの字の頂点から頂点を狙うようなショートカットを狙うことで、頑張れば二打目のツーオンが狙える。祇方院が部長相手にそそのかしたのは、そういうことだった。

「よーし！　いっけえ！」
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《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》が二打目に入る。

　祇し方ほう院いんは、《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》のゲーマーとしての腕を知っている。子供のように無邪気な彼女は、天てん賦ぷの才としか思えないようなテクニックの持ち主だ。だがその反面、子供であって動揺しやすく、また乗せられやすい。

　そして、『みんＧＯＬ』には恐ろしいところがある。ショートカットの誘惑にハマると、大体ロクな結果にならないということだ。特にこの一八番ホールは、ショートカットを狙えるコースの進路上に大きな館やかたがあった。二打目からグリーンを狙ねらうには、その館を飛び越さなければならない。

　もし館を上う手まく越せればツーオンとなり、イーグルも非常に狙いやすい。だが、一番最悪なのは、

「し、しまったのだ！　家に当たってしまったのだ!?」

　これである。

　館を飛び越せず、その壁かべに当たって転がる。こうなるとＯＢより最悪だ。なにせ目の前に館がそびえ立つ状態で次のショットを打たねばならない。もちろんただ打てばまた館の壁に跳ね返されるだけだ。

　つまり、一度大きく左に打ってフェアウェイに戻り、そこからあらためてグリーンを狙わねばならない。

「ふぎゃあ!?　木に当たって落ちたのだ!?　うわーん、もう五打目なのだー、もうダメなのだー」

　まさに泥沼にハマった状態である。こうなるともう彼女に生き残る目はない。たった一度の油断で一位から最下位へ。それがゴルフなのだ。

「残念ね。部長の仇かたきはわたしが取ってあげるから、そこで見てなさいな」

　計画通りである。《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》が半泣きになってボールを適正コースに戻そうとしているのを横目に見ながら、祇し方ほう院いんは順じゆん調ちようにスリーオンからのバーディを勝ち取った。

「今のを外してくれればわたしにも目はあったんですが……」

　駿河するが坂ざかの泉いずみが悔しそうに、やはりバーディを勝ち取る。彼女もよく追いついてきた方だが、結局一打足りなかった。

　そして岸きし嶺みねは──まるで祇方院たちの小さな争いを雑音としか感知していないように、自分のペースでボールを転がし、普通にバーディを勝ち取っていた。

「残念、ここまでです」

　泉が敗北を宣言し、ここに順位が確かく定ていした。

　トップは岸嶺でスコアは[image: ]８エイトアンダー。次が祇方院で[image: ]７セブンアンダー、泉が[image: ]６シツクスアンダー。そして最後の最後で乱れた《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》は[image: ]３スリーアンダーでの終了という有あり様さまである。

「ふぎゃー、このわたしが負けるなんてー!?　副部長が変なこと言うからだー！」

「知ったことじゃないわ、あなたが下へ手たを打っただけでしょう。さ、これでこのテーブルの勝者は決まりね。一位は岸嶺さん、二位はわたしね」

「残念ですが出直しましょう。わたしたちの分まで頑張ってください」

　泉は眼鏡めがねをかけなおしながら表向き平静に言った。だが内心では悔しがっているに違いない。ゲーマーなら当然のことだ。

「泉さん、あなたも見事な戦いぶりでしたわ。二回戦でも敗ル者ー復ザ活ー戦ズがあるのでそちらでがんばってくださいませ」

　勝ち抜けが決まったためか、負けた人に声をかける程度の余裕も出てくる。

　と、あることに気付く。もう一人ひとりの勝者の様よう子すがどうもおかしいのだ。

「……あの、岸嶺さん？」

「え？　どうしたんですかみんな。早く次のホール行きましょうよ」

　どこか異常だった。祇方院の方を見ようともせず、食い入るようにＶｉｔａの画面を見続けている。

「い、いえ、もう決着はつきましたわよ？」

「そうですね。さっきのコースは終わりましたけど。それにしたってこんなに天気もいいんです。もう一ホールぐらい行きましょうよ」

「ど、どうしたのだそいつ。なにかちょっと怖いぞー」

《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》が祇し方ほう院いんの心情を代弁する。ゲームが終わったのは明らかなのに、岸きし嶺みねは一体なにを言っているのだろうか。

「ちょっと失礼！」

　不意に、白衣を着込んだ教員らしき男が現れた。その奇妙ないでたちには見覚えがある。

「あ、あなたは確たしか伊い豆ず野の宮みやの顧こ問もんの……」

「その通り、顧問の瀬せ名なだ！　覚えておいてくれたまえ！」

「ちょ、ちょうどいいですわ。あの、岸嶺さんの様よう子すがさっきからおかしくて……」

「分かっている、気にすることはない、いつものことだからな！　そうれ！」

　スパーンという乾いた音が響ひびき渡った。

　ハリセンで引ひっ叩ぱたいたのだ。あのコメディ番組の中でしか見られないような、扇せん子すのような道具だ。ハリセンってこういう音がするのね、と場違いな感想を抱く。

「ほら、起きろ岸嶺君！　試合は終わったぞ！」

「……はっ。あれ？」

　まるで目を覚ましたように、岸嶺がキョロキョロと顔を動かした。

「え？　試合はどうなったんですか!?　え!?　か、勝ってる!?」

　岸嶺はＶｉｔａの画面を見つめ直し、なぜか驚きよう愕がくする。

「そ、それも覚えてないのかー？　おまえ頭大丈夫かー？」

　本来ならそういう失礼なことを言うんじゃないと《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》を叱しかりつけるところだが、今だけはその気になれなかった。

「あ、いえ、そういえばずっと上う手まいことバーディが続いてたような……。そうか、勝ったんですね、僕」

　祇方院は恐る恐る瀬名という教師に訊たずねた。

「い、一体どうしたんですか、彼……」

「詳しくは我がチームの秘密ゆえ申し上げられん！　だがこれだけは教えよう、彼は自己暗示をかけることでゲームへの集中力を極限まで高めることができるのだよ！」

「そ……そんなこと有り得るんですの？」

「催眠療りよう法ほうというものがあるぐらいだ、そういうことがあっても不ふ思し議ぎではなかろう！　さ、戻るぞ岸嶺君！」

「はあ。あ、みなさん、どうもお疲れ様でした」

　どうもにも吞のん気きな挨あい拶さつをして、岸嶺はそのテーブルを去っていった。

「そ、そうか、分かったぞ。ヤツは……ええと、そう、《跳躍世界ダイレクト・ダイブ》の使い手だったんだなー……」

《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》が適当な名前を付けるのを聞き流す。

（自己暗示……。有り得ない話じゃないわね）

　暗示をかけたからといって、人間がスーパーマンになれたりはしない。しかし、ゲームで大事なのは集中力だ。その集中力を高めるための方法として自己暗示をかけるというのは、科学的にも充分に有り得ることなのではないか。

　新造の部でありながら、伊い豆ず野の宮みやがそこそこの実じつ績せきを残している理由が、ようやく分かってきた気がした。
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　岸きし嶺みねが瀬せ名な先生と共に伊い豆ず野の宮みや学がく園えんのテーブルに戻ると、他ほかの仲間たちはすでに待っていた。

「お、ようやく戻ってきたな」

　まずそう言って出迎えたのは天てん道どうである。その表情を見る限り、無事一回戦突破を果たしてきたようだった。

「随分時間かかったじゃない。なんかシケたツラしてるし、ちゃんと勝ってきたんでしょうね？」

「はっはっは！　杉すぎ鹿しかくん、それは愚問であろう！　私が育てた岸嶺君がそう簡かん単たんに負けるわけがない！」

　別に先生に育てられたわけじゃないですけど──と思ったが、瀬名先生のアドバイスに助けられたことも一度や二度ではない以上、否定はできなかった。

「ええと、まあどうにか勝てたよ。一位通過で」

「もう、勝てたなら勝てたでもっと嬉うれしそうな顔しなさいよ！」

「ご、ごめんごめん。それで、みんなはどうだったの？」

「わたしはもちろん勝ったぞ。マリオゴルフで鍛きたえたわたしに死角はない」

　まず天道が予想通りの答えを返す。一方、杉鹿は不ふ機き嫌げんそうな顔をさらにしかめた。

「あたしも、一応突破は突破よ」

「あ、そうなんだ。ならいいじゃない、なんでそんなに不機嫌なの？」

「ギリギリ二位通過だったからよ！　白しら滝たきめ……。あいつ得意なの格ゲーだけじゃなかったのね……！」

　それで大体の事情が分かった。杉鹿のグループには白滝がいて、激げき戦せんとなったのだろう。

「しかしこう言うのもなんだが──」と、天道。「岸嶺はともかく杉鹿はよく勝てたな。キミがゴルフゲームが得意とはまったく思えなかったんだが」

「否定はできないわね。でもほら、弾道計算はスナイパーには必ひつ須すの技術だから」

「そういうものなの？　ゴルフボールとスナイパーライフルじゃ勝手が違いすぎる気がするけど」

　岸嶺が言うと、杉鹿は顔を少し赤くした。

「う、うるさいわね！　あ、後は瀬名先生のアドバイスのお陰かもね。一位は無理だったけど、ずっと三位にへばりついてたら二位が勝手に自滅してくれたのよ」

　ありそうな話だった。杉鹿や天道の強さは、ただテクニックにあるだけではない。むしろすごいと思うのは度胸の方だ。ゲーム大会というのは極度の緊きん張ちようを強しいられる。そして極度の緊きん張ちようは思わぬミスを引き起こす。だが、二人ふたりが緊張しているところは見たことがない。

　杉すぎ鹿しかに二位を奪われた対戦相手の気持ちがなんとなく分かる。なにをしてもひたすら三位にくっついてくる杉鹿相手に平静ではいられず、どこかでミスをしてしまったのだろう。

「まあとにかく、これで三人とも突破だな。鷹たか三み津つもそろそろ戻ってくるだろうが……」

　と、ウワサをすればなんとやら、テーブルに当の本人がやってくる。

　鷹三津だ。ただし、見るからに顔色が冴さえない。

「その顔を見ると、負けたようだな」

　天てん道どうは躊ちゆう躇ちよなく訊たずねた。

「はい、残念ですが負けてしまいました……。ああもう、『みんＧＯＬ』じゃなくて『ゴルフしようよ』なら負けなかったんですけど……」

「よ、よく分からないけど大丈夫だよ。一回戦で負けてもまだ敗ル者ー復ザ活ー戦ズがあるらしいし」

「うむ、その通り！　勝敗はゲーマーの常、さりとてダブルイリミネーション方式を始め、最近は敗ル者ー復ザ活ー戦ズがあるのも珍しくはない！　諦あきらめるにはまだ早いぞ！」

「はい、次で頑張ってみます……」

　かくして一つめの競きよう技ぎが終わり、再び壇だん上じように祇し方ほう院いんが姿を現した。

『皆さま、第一回戦お疲れさまでした。いつもながらの激げき闘とうがあちこちで繰くり広げられたと聞き、主催者としては嬉うれしい限りですわ。残念ながら負けてしまった方もまだチャンスはありますので諦めないでください。さて、それでは第二回戦に移りたいと思います。まず第二回戦で使用されるゲームを発表いたしましょう』

　と、例によって祇方院が封を切って中の紙を取り出す。

『ニンテンドー３ＤＳ版〝ぷよぷよ!!〟です』

　会場は当然のようにどよめいた。

（ってまあ、どんなゲームであってもここはどよめくよね）

　最近になってようやくそんなお約束も分かってくる。

『ルールをご説明いたします。名前を呼ばれた方はこのステージへ上がって頂き、一対一で対戦して勝った方が決勝戦へ進めます』

「ステージに上がってやるのか……。あれ苦手なんだよなあ……」

「いいじゃない。そっちの方が他人の対戦が見られて面おも白しろいし」

　杉鹿は緊張とかしないからそう言えるんだよ──と内心で呟く。

『ただし、ご存じの通り〝ぷよぷよ!!〟ではいくつもの対戦ルールがあります。どのルールを選ぶかは、先ほどの〝みんＧＯＬ〟でよりスコアの高かった方が決めることといたします。第二回戦第一試合は一五分後に行いますので、それまでは休きゆう憩けいといたします。皆さん悔いの残らぬよう準備してください』

「ふむ、やることは明めい瞭りようだな！」

　祇方院がステージから下がるのと同時に、瀬せ名な先生が無意味に大きな声で言う。

「ぷよぷよ！　有名なパズルゲームだ！　落ちてくる様々な色のぷよを同色で四つ連ねると消える！　そして上う手まく連れん鎖さをつなげてより多くのぷよを消すことで、対戦相手に大量のおじゃまぷよを降らし妨害できる！　ルールといえばそれだけのゲームだな！　恐らくはテトリスと並ぶ世界三大落ちモノパズルゲームの一つだ！」

「世界三大落ちモノ？　テトリスは分かりますが、あと一つってなんですか？」

　ふと訊たずねた岸きし嶺みねの疑問に、瀬せ名な先生は首を傾かしげた。

「うん？　すまん、適当言った！　正直三つ目は思いつかん！」

　身みも蓋ふたもなかった。

「世界三大落ちモノか。クォースとかどうだ？　わたしはあれ結構好きなんだが」

　真ま面じ目めに言い出したのは天てん道どうである。

「クォースなんですか？」と鷹たか三み津つ「天道先せん輩ぱいのことだから、てっきりヨッシーのたまごとかドクターマリオが出てくるかと思ったんですけど」

「鷹三津、それはカテゴリそのものが違うぞ。ヨッシーのたまごとクッキー、それにドクターマリオの三本は世界三大パズルゲームと呼ぶべきものだからな」

「ま、なににせよあたしには辛つらいゲームだわ……」ＦＰＳ専門を自称する杉すぎ鹿しかはまた表情が冴さえない。「〝みんＧＯＬ〟ときて〝ぷよぷよ〟ねえ。普通っちゃ普通なんだろうけど」

「運営側もあえてメジャーなゲームを選んだのかもしれんな！　そうでなくともＣＥＲＯレーティングＺのゲームはできんからな！」

「ああ、そういえば……」

　ＣＥＲＯレーティングＺ。すなわち一八歳未満への販売制限があるゲームが、高校生同士の戦いの場で登場するわけがなかった。

「しかしよりにもよって〝ぷよぷよ〟か！　〝みんＧＯＬ〟といい、私が出場できれば優ゆう勝しようは確かく実じつだというものを！」

　現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶチームにおいて、一番『ぷよぷよ』が強いのは瀬名先生だった。ある程度定じよう石せき通どおりぷよを積つみ上げていけば連鎖が可能な『ぷよぷよ』は、理詰めが得意な瀬名先生にはうってつけなのだ。

　二番手は天道である。

　瀬名先生ほどスマートではないが、荒々しく粘ねばり強づよい戦い方が得意で、序じよ盤ばんでの奇き襲しゆうがうまく行けば瀬名先生に勝つこともしばしばだった。

　問題は杉鹿と岸嶺である。

「どうやらここは、わたしの出番ですね」

　意外なセリフを口にしたのは鷹三津だった。

「え？　鷹三津さんって『ぷよぷよ』得意なの？」

　鷹三津は一部のゲームが極端に上う手まいことを岸嶺は知っている。しかし、その範はん囲いに『ぷよぷよ』が入っているとは思えなかった。

「解説しよう！　その昔、『ぷよぷよ』シリーズを開発していたのは株式会社コンパイルだった！　しかしその後コンパイルは経営破は綻たんにより破産、以後、『ぷよぷよ』シリーズの開発・販売は株式会社セガによって行われているのだ！」

「あ……。それで」

　鷹たか三み津つが得意だという理由はそれで充分だった。

「なに？　なんかアドバイスでもくれるの？　『ぷよぷよ』って助言もらったぐらいじゃどうにもならない気がするけど」

　と杉すぎ鹿しか。杉鹿が鷹三津にアドバイスを求めるのは珍しい。それだけ自信がないのだろう。

「いえ、一応あるにはあるんです。たとえば、もし相手が『ぷよぷよ』のあらゆるルールに長たけた上級者だったら、多た分ぶんお二人ふたりに勝ち目はありません。でも、もし相手が中級者ぐらいだったり、上級者でも『ぷよぷよＳＵＮ』までしかプレイしたことのないプレイヤーだったら勝てる可能性があります」

「ぷ、ぷよぷよさん……？」

「『ぷよぷよ』シリーズの三作目のことだな！　『ぷよぷよ』は多くのシリーズが出ていて、いわゆる初代『ぷよぷよ』、相そう殺さいというルールの加わった『ぷよぷよ通つう』、太陽ぷよと言う特殊ぷよが落ちてくる『ぷよぷよＳＵＮ』といった作品があるのだ！」

「なるほど、２ツーとか３さんをかけてるんですね……。それで鷹三津さん、ぷよぷよＳＵＮ止まりだったら勝てるかもってどういうことなの？」

「えーとですね。まずその前に、基本をおさらいしましょう。『ぷよぷよ』で対戦相手におじゃまぷよが落ちてくる条件ってなにか知ってますか？」

「え？　それはもちろん……連れん鎖さを決めることじゃ」

「それは違うぞ岸嶺」口を挟んだのは天てん道どうである。「『ぷよぷよ』では、ぷよを消すことでスコアが入る。おじゃまぷよはその入手スコアの高さに比例して降ってくるんだ」

「そうなんです、だから〝スコアの獲得〟が正解なんです。連鎖ができると自然に得られるスコアも多くなりますから、連鎖が条件みたいに思っちゃうんですけど」

「へえ、知らなかったわ。でも、それがどう攻略にかかわってくるのよ？」

「『ぷよぷよ』では連鎖をしないでも高得点を得る方法が二つあるんです。その一つが、同時消しです」

「同時消し？　それって二色以上のぷよを同時に消すやつよね？」

　ぷよは必ず二つ一組で──ルールによっては三つ四つ連なりの場合もがあるが──落ちてくる。また、ぷよは同じ色が四個連なると消える。つまり二色同時、すなわち八個以上のぷよを一度に消すと、同時消しとなる。

「そうです。連鎖というのは先の先まで考えてぷよを積つみ上げる必要がありますから初心者には難むずかしいんですけど、同時消しならある程度の反射神経さえあれば誰だれでもできますから。同時消しでできるだけ多くのぷよを一いつ緒しよに消せれば、連れん鎖さするのと同じぐらいのハイスコアが入るんですよ」

「へえ」と杉すぎ鹿しかが相あい槌づちを打った。「でも、同時消しで消せる数なんてせいぜい八個ぐらいじゃないの？」

「そうでもないぞ！　解説しよう！　たとえばこういう形だな！」

　瀬せ名な先生はどこからかメモ帳を取り出し、次のような図を描かき始めた。
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「なにこれ……？　ってああ、『ぷよぷよ』の配置図ね」

「その通り！　色が表現できんから○が青ぷよ、△が黄き色いろ、□が緑とでも思ってくれ！　そしてこの形でぷよを落とせば、△と○で示したぷよが一七個消える！　同時消しとしては最大の一手だ！　この形で同時消しを決めれば、ルールによって違いはあるが相手側には岩ぷよが落ちるだけのスコアが入る！」

「え……!?　あの岩ぷよが!?」

『ぷよぷよ』では、連鎖などを決めることによって──鷹たか三み津つの説明によればスコアを稼かせぐことによって、対戦相手におじゃまぷよを降らせ、文字通り邪じや魔ますることができる。

　その際、相手のフィールド上部に〝予告おじゃまぷよ〟が表示されるのだが、この予告おじゃまぷよにはいくつかの種類があり、その種類と数によってどれだけのおじゃまぷよが落ちてくるかが分かるようになっている。岩ぷよというのはその予告おじゃまぷよの一種であり、おじゃまぷよ三〇個分に相当する。

「『ぷよぷよ』の横ラインって、六列か。ってことは……五段分のおじゃまぷよが落ちてくるってことですか!?」

　五段分のおじゃまぷよ。それだけのおじゃまぷよが降ってくればフィールドの半分近くが瞬しゆん時じに埋まることになり、それまでにどんなぷよの積つみ方をしていようと連鎖どころではなくなってしまう。『ぷよぷよ』の敗北条件は、一番上までぷよが積み上がってしまうことなのだ。一気に五段分もおじゃまぷよで埋まれば、そのまま敗北まで有り得る。

「なるほどね。同時消しだけなら、あたしでもなんとかなるかもしれないわ」

「そうですね、初心者にもオススメです。それからもう一つ簡かん単たんに相手におじゃまぷよを降らせる方法として、全消しというのがあるんです」

「ああ、それなら分かるよ、プレイしてるとときどき出るし。フィールド内にあるぷよを全部消せたときに出るヤツでしょ？」

『ぷよぷよ』というゲームは、ぷよを連結して消すゲームである。となれば偶然フィールド内のぷよが全部消えることもある。

「そうです、〝全消し〟って表示も画面に出るから見たことはあると思います。これも連れん鎖さみたいな難むずかしいことをしなくても出せますから、初心者にはオススメです。初代ぷよぷよだけはなにもないんですが、それ以外のルールなら全消しができれば何らかのボーナスが生じます。たとえば『ぷよぷよ通つう』ルールの場合、全消しができた状態でもう一回ぷよを消すと、通常より三〇個多いおじゃまぷよを相手フィールドに落とすことができます」

「また岩ぷよ一個分!?　それだけ落とせたら確たしかに勝ち目も出そうだけど」

「でも、こういった攻略法を踏まえても、初心者では上級者には勝てません。ただ、もし相手が中級者だったり、上級者であっても『ぷよぷよＳＵＮ』までしかやってなければ、勝ち目はなくもないんです──」

　かくして岸きし嶺みねと杉すぎ鹿しかは、鷹たか三み津つからいくつかの攻略法を教え込まれることとなる。
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『それでは第二回戦第一試合の対戦相手を発表いたしましょう。まず一人ひとり目めは──』

　壇だん上じようで、祇し方ほう院いんが名前の書かれた紙が入っているらしい箱に手を突っ込んだ。

『伊い豆ず野の宮みや学がく園えんの天てん道どうさん。それから対戦相手は──駿河するが坂ざか女じよ学がく園えんの一いち条じよう美み結ゆさんです。どうぞステージに上がってきてください』

　小さなどよめきが、伊豆野宮と駿河坂のテーブルから上がった。

「まさか、いきなり一条とのタイマンとはな」

　天道が不敵な笑えみを浮かべる。

　無理もない。二人ふたりはそれぞれの部の部長であり、色々と因いん縁ねんがあるのだ。

「頑張ってください、部長なら勝てますよ」

「もちろん負けるつもりはない。では行ってくる」

　二人ふたりのライバルが、壇だん上じように上がる。

『まずルールを決めます。一回戦で行なわれた〝みんＧＯＬ〟での成せい績せきは、天道さんが[image: ]９ナインアンダー、一条さんは[image: ]８エイトアンダーですね。では、天道さんがルールを指定してください』

　天てん道どうにマイクが向けられた。

『では──『ぷよぷよ通つう』ルールだ』

　会場から小さなどよめきが起こった。

「『ぷよぷよ通』ルールとは！」

　また瀬せ名な先生がわざわざ解説を始める。

「シンプルなぷよぷよに相そう殺さいというシステムが加わったルールだな！　相殺というのは──」

「それぐらい分かるわよ。相手から送られてきた予告おじゃまぷよを連れん鎖さして打ち消すやつでしょ」

「む、まあ大体合ってる！　正せい確かくには連鎖ではなく得点で打ち消すのだがな！　初代ぷよぷよルールではこの相殺がなかったため、五連鎖を決めるだけで相手フィールドはおじゃまぷよで埋まり勝利が確かく定ていしていた！　つまり六以上の連鎖の意味がなかったのだが、この相殺が加わったことにより、一〇連鎖などの大連鎖が非常に重要になってきたのだ！」

「実力差が如によ実じつに出るってことですね……」

　一方、ステージの上では天道と一条がそれぞれ３ＤＳを握り、さらにどうやっているのかステージ上の大スクリーンに二人のプレイ動画が映し出された。

「これが三度目の勝負だな、一条」

　天道が衆しゆう人じん環かん視しをものともせず、一条に声をかけた。すると一条も負けずに、

「いいわ。『スパⅣ』の対戦のときもあなた個人には遅れを取ったもの。今日きようこそ雪辱を晴らさせてもらうわ」

　と応じる。二人の間に因いん縁ねんがあることが分かったためか、会場が沸いた。この辺り、女子だろうと男子だろうと関係ないらしい。

　かくして、ゲームの準備は整ととのった。『ぷよぷよ通』ルール。その他の設定はデフォルト。

『ぷよぷよ!!』では使用キャラの選択があり、キャラによって落ちてくるぷよが変わったりするが、『ぷよぷよ通』ルールではキャラの違いはない。そのせいか、天道も一条も選んだのは元祖主人公のアルルだった。

『では準備が整ったようですので、対戦を始めてください』

「行くぞ、一条！　レッツ！」

「え？」

　天道の不ふ思し議ぎな掛け声に、一条がポカンとする。

「え？　じゃないだろう。これから『ぷよぷよ』で勝負しようとしてるなら、あれを叫ぶべきだ！」

「え？　あ、あれ言うの!?　こんな場所で!?」

「もちろんだ。さあ、もう一度行くぞ、レッツ！」

「ぷ、ぷよ勝負！」

　一いち条じようはどこか恥ずかしそうだったが、結局は応じた。

「ああ……。そういえばありましたね、そんな掛け声」

　ニンテンドー３ＤＳ版『ぷよぷよ!!』のストーリーモードで、勝負に入る前に一部のキャラがそう叫ぶのだ。『レッツ！』『ぷよ勝負！』と。

「ひょ、ひょっとして今後はみんなあれ言わなきゃいけないのかしら？」

　杉すぎ鹿しかが結構深刻なことを呟つぶやいた。

　とにもかくにも、二人ふたりの部長同士の戦いは始まった。二人とも十字キーの下を押し続け、最高速でぷよを落としていく。

　天てん道どうの組み方はなんというかダイナミックだった。まったくぷよの落下速度が鈍にぶることはなく、一つ、また一つとポンポンぷよを組み上げていく。岸きし嶺みねから見れば、あれで連れん鎖さができる形になっているのかさえも分からない。

　他方、一条のそれは明らかに計算されている。天道より動きは若干鈍いものの、岸嶺にも一目で大きな連鎖が出来上がっていくのが分かる。

「あれは〝階かい段だん積づみ〟と呼ばれる置き方だな！　文字通り階段のように積み上げていくオーソドックスな組み方だ！　ほらこんな風に！」

　瀬せ名な先生が頼んでもないのに解説を始め、さらにメモ用紙を取り出し図を描かいて示してくる。
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「わ、わざわざこんな絵まで描かなくても見れば分かりますよ」

「そう邪険にしないでくれたまえ。今回私は参加できんから、これぐらいしないと存在感がなくなってしまう気がしてな！」

「…………」

　そう言われると好きにさせてあげるべきでは、という気になってしまう。

「一条くんはもう四連鎖だな！　階段積みは何連鎖が可能かということが対戦相手にもすぐ分かってしまうのが欠点だ！　恐らく天道くんがそろそろ動き出すぞ！」

　瀬名先生の指摘は正せい確かくだった。

「その綺き麗れいなぷよを吹き飛ばしてやろう！　喰くらえ、ファイヤー！　アイスストーム！」

　ゲームで興こう奮ふん気ぎ味みになったのか、いささか汚い言葉遣づかいと共に天てん道どうが仕掛けた。組み上げたぷよタワーを崩す。

　ただし連れん鎖さ数は三。天道らしくない小さな連鎖だ。

　狙ねらいは明白、妨害である。一いち条じようのやっている階かい段だん積づみは、単純な分精密さが求められる積み方だ。だからこそ先手を取って少しでもおじゃまぷよを降らせ、妨害するつもりなのだ。

　一条のフィールド上部に、いくつもの予告おじゃまぷよが出現した。

「甘いわ、こっちも着火！　ダイアキュート！」

　一条も叫び返し、連鎖を開始。さっきは「ぷよ勝負！」と叫ぶだけでも恥ずかしそうだったのに、天道に乗せられたのか大きな声で技名まで叫びながら四連鎖を成立させる。

「おっと！　一条くんはおじゃまぷよが降ってくる寸前に着火したな！　ちなみに着火というのは連鎖の起点となるぷよを消すという意味の用語だ！」

　わざわざ瀬せ名な先生の解説が入る。

　四連鎖により、一条の上にあった予告おじゃまぷよはすべて相そう殺さいされ、それどころか余った勢いで天道の上にかなりの数の予告おじゃまぷよが出現していた。

　天道はそれを相殺できず、三段分のおじゃまぷよが落ちてくる。それだけ一度におじゃまぷよが落ちてくれば、計算が狂ってとても連鎖どころではない──と、少なくとも岸きし嶺みねには思えた。

　ところが天道は構うことなくぷよを落としまくり、おじゃまぷよごと連鎖を組み上げていく。

「お返しだ！　ダイアキュート！」

　天道が再び仕掛ける。おじゃまぷよをうまく消しつつの四連鎖だ。もはや岸嶺にはなぜあれで連鎖になるのか分からないというレベルである。

「この程度！　ブレインダムド！」

　ところが一条もこのわずかな間に再び組み上げていた五連鎖で返す。

　いよいよ連鎖の応酬で勝負は分からなくなってきていた。

　おじゃまぷよがより多く降り注いでるのは明らかに天道の方だ。しかし、天道が苦戦しているかというと、そうは見えない。おじゃまぷよなどものともせず、自分のペースで積んでゲームを進めている。

（こうやって試合を見るのってやっぱり面おも白しろいな）

　衆しゆう人じん環かん視しの中でプレイするというのは恥ずかしい上に緊張するが、杉すぎ鹿しかが指摘したように、皆で同じゲームプレイを見て、時に驚おどろき時に笑い合うというのは、なんとも言えない一体感を感じられるのだ。

「よし行け！　じゅげむ！」

　天道がおじゃまぷよを巻き込みつつ六連鎖を決めてみせ、歓声が湧き起こった。

　さすがに六ろく連れん鎖さ分のおじゃまぷよを相そう殺さいするのは難むずかしいらしく、ついに一いち条じようのフィールドにもおじゃまぷよが落ち始める。

　ついに均きん衡こうが狂い始めた。

「くっ、早い……！」

　やはり階かい段だん積づみの一いち条じようにおじゃまぷよの妨害は充分な効果があるらしく、一条の連鎖の手が明らかに遅くなった。一条には天道のようにおじゃまぷよごと連鎖を組むことはできなかったのだ。

　対照的に、凄すさまじい速さで次々連鎖を決めていく天道。こうなると勝負は見えたも同然だった。

　次第に一条の画面のおじゃまぷよが増えていった。一条は必死になっておじゃまぷよを消していくものの、ただおじゃまぷよを消すだけではまったくのジリ貧である。

　一方、邪じや魔まのなくなった天道は順じゆん調ちように連鎖を組み上げていき、そしてついに着火。

「いでよ最強魔ま法ほう！　ばよえ～ん！」

　そのヘンテコな魔法は、ぷよぷよ通つうルールにおいては七連鎖以上を行なったときに出るかけ声である。一いつ瞬しゆんにして一条のフィールド上部に無数の予告おじゃまぷよが現れ──そして一斉に落ちてくる。

　一条のフィールドが、一番上のラインまでおじゃまぷよで埋まった。

「ば、ばたんきゅー……」

　一条ががっくりと膝ひざを突いた。

『勝負ありました。第二回戦第一試合の勝者は、伊い豆ず野の宮みや学がく園えんの天道さんです』

　二人ふたりの対戦者に、自然と拍手が送られた。最後は力の差が出たが、それでもぷよぷよ第一戦を飾るに相応ふさわしい熱ねつ戦せんだったのだ。

「いい勝負だった、一条。だが、今日きようのところはわたしの勝ちだ」

　相手の健けん闘とうを称たたえつつも、自身の勝利を誇る天道。

「くっ……。なんであなたどのゲームもそう器用にこなせるのよ……？」

「もちろん練習の賜たま物ものだ。ではな、次の勝負までに腕を鍛きたえておくといい」

「お、覚えてなさいよ。今度は必ず勝つんだから……！」

　このあたり、女子も男子も関係ない。二人のライバルは、熱あつい言葉を残し、決戦の地を去るのだった。
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　試合は順調に行われていった。

　先に仕掛けた方が有利とされる『ぷよぷよ』だが、ルールやプレイヤーの技量によってまったくその状況も変わってくる。

　一いつ瞬しゆんで終わる試合もあった。それは片方が大だい連れん鎖さを決めたがゆえであり、当然のように会場からは歓声が上がった。

　延々と続く試合もあった。それは両者の力が拮きつ抗こうしているがゆえであり、どちらも頑がん張ばれとやはり大きな歓声が上がる。

　そして第二回戦第四試合。

『次の組み合わせは……伊い豆ず野の宮みや学がく園えんの杉すぎ鹿しかさんと、駿河するが坂ざかの一いち条じよう珠たま美みさんです』

　杉鹿は不敵な笑えみを浮かべて立ち上がった。

「ようやくあたしの番だわ。一条珠美って……あいつの妹ね」

　駿河坂の部長、一条美み結ゆの妹。姉の方は『スパⅣ　ＡＥ』にしろ『エースコンバット』にしろかなりの使い手だったが、妹の方はそれほど手ごわいという印象のあるプレイヤーではない。

「油断は禁物ですよ」と鷹たか三み津つ。「『ぷよぷよ』みたいなゲームなら上う手まいかもしれませんし」

「分かってるわよ。でもあたしにはあんたに教えてもらった作戦もあるし。じゃ、行ってくるわ」

　二人ふたりの選手がステージ上に並ぶ。

　杉鹿は一四〇センチぐらいと、かなり背が低い。一方、一条妹も杉鹿より少し高い程度である。

　その二人がステージに並んだとき、つい岸きし嶺みねは思ったことを口にしていた。

「しょ、小学生対決……？」

「岸嶺君！　本人に聞かれたら殺されるぞ！」

「ご、ごもっとも」

　口は災いの元である。

『では四回戦を始めます。一回戦の成せい績せきは杉鹿さんが[image: ]５フアイブアンダー、一条珠美さんは[image: ]６シツクスアンダーですので、一条さんがルールを指定してください』

「あ。まずいですよ、ルールの選択権を奪われると……」

　鷹三津が弱気な声を出す。杉鹿や岸嶺のような初心者の場合、ルール選択からすでに勝負は始まっているのだ。こうなったら杉鹿のためにも、相手の技量が大したことないことを祈るだけである。

　マイクを向けられた一条妹が宣言する。

『じゃあ、初代ぷよぷよでお願ねがいしまーす』

「あ……。よかった、チャンスだ」

　岸嶺は第二回戦が始まる前に、鷹三津から聞いたアドバイスを思い出していた。




　　　　◆




「もし相手が本当にぷよぷよ上級者であれば、恐らく『ぷよぷよ通つう』ルールを選ぶはずです。初代ぷよぷよに相そう殺さいシステムが加わった『ぷよぷよ通』ルールは、大だい連れん鎖さが勝負を決する実力差の出るルールですから。でももし初代ぷよぷよを選んだとしたら、相手は多た分ぶん初心者か中級者です。初代ぷよぷよは相殺がありませんから、五連鎖一発決めるだけで勝てますから」

「え？　なんで五連鎖一発で勝てるの？」

「うむ、説明しよう！」と、例によって口を挟んだのは瀬せ名な先生だった。「まず五連鎖を決めたときに相手フィールドに落ちてくるおじゃまぷよは、岩ぷよ二つ分と少々、すなわちおよそ七〇個だ！　そして『ぷよぷよ』の対戦フィールドは横六列、縦たて一二段！　つまり五連鎖を決めて岩ぷよ二つプラスアルファのおじゃまぷよを降らせることができれば、一いつ瞬しゆんで相手を窒息させることができるのだ！」

「なるほど、それは即死ですね。相殺がないから回かい避ひもできないわけですし……」

「そうか」天てん道どうが納得したように頷うなずく。「つまり六連鎖以上を組む必要がないために、初心者ないし中級者向けということか」

「はい。あるいは速攻で三連鎖ぐらいの連鎖を組みまくっても、相手はなにもできずに負けるはずです。そういう意味では、相手が上級者であっても多少は勝ちやすいルールと言えるかもしれません」




　　　　◆




　一いち条じよう珠たま美みが選んだのは、その初代ぷよぷよルールである。つまり、一条は初心者ないし中級者である可能性が高い。

（これなら、杉すぎ鹿しかもみやびちゃんに教えてもらったあの戦法で勝てるかも）

　しかし、岸嶺は知る由もなかった。このとき一条珠美の方も、岸嶺たちとまったく同じような目もく論ろ見みをしていたということを。

『それでは初代ぷよぷよルールで対戦を始めます。どうぞ』

「行きますよ！　レッツ！」

　一条珠美が元気よく叫んだ。

「え？　や、やっぱりあれ言うの？」

「みんなやってるんですから躊ちゆう躇ちよする必要ないじゃないですか！　はい、レッツ！」

「ぷ、ぷよ勝負！」

　どこか恥ずかしそうに杉鹿は叫び、勝負は始まった。

「あ、やってるやってる」

　開幕早々、杉すぎ鹿しかがものすごい勢いでぷよを落とし始めた。

　ただし、それは計算された置き方には見えない。杉鹿はただひたすら右三列にぷよを無造作に落とし続けている。

「始まりましたね、〝カエル積づみ〟です」

　それは鷹たか三み津つから受けたアドバイスのお陰であった。




　　　　◆




「相手が初心者か中級者なら、運任せですがそれなりに勝てる戦法があるんです。〝カエル積み〟って言うんですけど」

「ちなみに、別名〝のほほ積み〟とも言うぞ！　これは過去のぷよぷよで出てきたカエルのキャラクター〝のほほ〟が得意とする積み方なのだ！」

　例によって瀬せ名な先生の補足が入り、岸きし嶺みねが義務的に「へえ、そうなんですか」と返す。

「やることは非常に簡かん単たんです。ようするに連れん鎖さとかそういうことは一切考えないで、積み上げるだけ積み上げてぷよタワーを作るんです。そして、タワーの下の方のぷよを消すんです」

「つまり、こういうことだな！」

　瀬名先生がまた図を描かいていく。
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「分かるかね!?　見ての通り適当に積んだぷよタワーだが、これで下の方の△を消せば大きくタワーが動き、連鎖になることもある！」

「あー、ようするに運任せ戦法のことね。あたしもときどきやるわ。そうか、この戦い方があったわね」

「なるほど、確たしかにこれなら僕にもできそうだけど……。でも｛ぷよぷよ』って、一番上のラインまでぷよが積みあがったら負けになるんじゃ……？」

「正せい確かくには違うのだよ！　『ぷよぷよ』は、ネクストぷよが落ちてくる場所がなくなって初めて負けとなるのだ！　そしてネクストぷよは左から三列目に落ちてくる！　つまり左三列目に空間があれば、他ほかの列にはどれだけぷよが積まれていようと負けることはないのだ！」

「そうか、じゃあこのカエル積づみなら、どれだけおじゃまぷよが落ちてきても即死はないんだ」

　つまり攻こう撃げきはもちろん防御にも長たけているというわけである。何気に侮あなどれない、そして鷹たか三み津つが勧める理由がよく分かる戦い方だった。

「ただ、本当に運任せなんで、二に連れん鎖さにすらならないこともしょっちゅうなんですけどね。それでも、タワーを作るときに同色のぷよを必ず三個ずつ繫つなげるような置き方を心がければ、かなり連鎖しやすくなるはずですから。もっとも、中級者相手なら勝てるかもしれませんが上級者にはまず通用しませんけど」




　　　　◆




　杉すぎ鹿しかは、まさにその鷹三津の助言通りに組み上げていた。『ぷよぷよ』は得意ではないにせよ、ゲーマーとしては上級者の杉鹿である。その積み上げ速度はかなりのものだったし、しかも鷹三津の助言通り三個組みで積み上げている。

　だがここで岸きし嶺みねたちはもちろん、会場全体が驚おどろきに包まれることとなる。

「あ、あれ？　対戦相手がやってるのって、ひょっとして……!?」

「間違いありません」鷹三津が断ずる。「二人ふたりとも、カエル積みしてますね」

　一いち条じよう珠たま美みの取った戦術。それは杉鹿と同じように、フィールドの右三列にものすごい速度でぷよを積み上げていくことだった。

「なんと、運任せ対運任せということか！　これは面おも白しろい！」

　自分の教え子の試合だというのに、瀬せ名な先生は他ひ人と事ごとのような感想を口にする。

「もうこうなったらどっちが勝つか分からないな」と、天てん道どう。

「そうですね。できれば杉鹿に勝って欲しいところですけど……」

　今日きようが個人戦である以上、岸嶺からすれば杉鹿も敵には違いない。その上、杉鹿が優ゆう勝しようすることになれば多た分ぶん奴ど隷れいにされてしまう。だがそれでも、やはり同じ部の仲間には負けて欲しくなかった。

　そうこうしている内に、杉鹿と一条珠美のぷよタワーは次々積つみ上がっていった。初代ぷよぷよでは、二人それぞれにまったく同じ順番、同じ種類でぷよが落ちてくる。それでもぷよの組み方にはお互い差異が生じる。いよいよ最後は運任せだった。

　だが、一つだけ異変が生じていた。ぷよタワー組み上げの速度が、明らかに一条珠美の方が速くなっていたのだ。

「杉すぎ鹿しかの方が積み上げ負けてる……!?」

「多た分ぶん、相手の方が操そう作さをよく知ってるんです」

　鷹たか三み津つがその答えをくれる。

「たとえば杉鹿先せん輩ぱいはフィールドの右下にぷよを落とすとき、まず十字キーを右に入れ、右端まで到達してから下に入力してぷよを落としてるようです。ですがこの〝ぷよぷよ!!〟では、十字キーを右下に入れておけば自動的に右端まで行ってから下に落としてくれるようになってるんです。そういった知ち識しきの差が響ひびいてるんです」

「そ、そうだったんだ……」

　ゲームに強くなるのに必要なのは、知識と反復練習だとあらためて思い知らされる。

　ついに一いち条じよう妹が右三列分のタワーを組み上げる。

　相そう殺さいがない初代ぷよぷよで、先制攻こう撃げきは非常に有効である。まずい、と岸きし嶺みねも内心で悲鳴を上げたほどだ。

「来るぞ、一条妹の運試しが……え、いや、来ない!?」

　天てん道どうが叫んだ。

　一条妹は思ってもみなかった戦法に出た。右三列に高くタワーを積み上げただけではなく──左二列にもタワーを積み上げ始めたのである。つまり、敗北条件にかかわる左三列目以外をすべてぷよで埋めていく形だ。

「おお、あれこそはまさに限界までぷよを組み上げることで連鎖の可能性を上げた初心者戦法最終形態！」

「あ、アリなんですかあんなデタラメな組み方……！」

「あんまりアリじゃないんですけどね……」と鷹三津が答える。「二つタワーを作る分時間がかかるわけですし、横二列のタワーでは効果は薄うすいですし。でも、連れん鎖さになる確率や同時消しによるスコア効率は確かく実じつに上がるわけですから、時間さえあるならアリかもしれません……！」

「なるほど。あ、しめた、杉鹿も組み上がってる！」

　ここで先制が決まれば、一条妹がなにをしようと勝てる。

「よーし、着火よ！」

　杉鹿がついにタワー下部のぷよを消しにかかる。

（繫つながれ、繫がれ）

　ダブルタワーを組んでる分、一条妹の動きは遅い。ここで五ご連れん鎖さが成立すれば、それだけで杉鹿の勝利なのだ。

　しかし、

「え、不発!?」

　悲鳴のような声が、岸嶺の口からこぼれた。杉鹿の着火は、無ぶ様ざまにもタワー下のぷよを一組分消しただけで、二連鎖にすらならなかったのである。

「よくあることだ！　所しよ詮せん運任せの戦法だからな！」

　慌てて杉すぎ鹿しかは、崩れた分のぷよを置き足そうとする。

「痛いタイムロスだな。だがまだ時間はある、頑張れ杉鹿」

　天てん道どうの指摘通り、まだ一いち条じよう妹は左側の二列タワーを作っているところだ。

　そのわずかな猶ゆう予よのうちに再び杉鹿はタワーを作り直す。

「さあ、今度は上う手まく繫つながりなさいよ！」

　そして気合いの声と共に運試しの着火。

　今度は連鎖が繫がった。

『えい！　ファイヤー！』

　連れん鎖さしたときに生じるボイスが次々鳴なり響ひびき、なおも留とどまる様よう子すを見せない。

「こっちも着火ですー！」

　杉鹿の連鎖の最中に、とうとう限界までぷよを積つみ上げた一条妹も最下段に着火。左右同時のぷよタワー崩しが始まった。

『えい！　ファイヤー！　アイスストーム！』

　こちらも確かく率りつを上げた分上手く繫がったのか、二連鎖、三連鎖と繫がっていく。

　だがそのとき。

『ばよえーん！』

　ついに杉鹿が五連鎖に到達した。

　対照的に一条珠たま美みの方は、

『ダイアキュート！』

「あ、四連鎖で止まった!?　やった、これ杉鹿の勝ちじゃないですか!?」

「いえ、まだです。確たしかに相手は四連鎖で止まりましたけど、タワーが二つあった分、同時消しで消したぷよの数がかなり多くなってます。恐らく致死量です……！」

　会場の目は、二人ふたりのフィールドの上部に集中した。

『ぷよぷよ』では、七〇個のおじゃまぷよが出ればまず敗北確定である。そして杉鹿はそのための条件である五連鎖を決めた。もちろん、一条珠美の上部には岩ぷよ二つ分＋無数の予告おじゃまぷよが出現している。

　だが、それは杉鹿も同様だった。一条妹は四連鎖止まりだったとはいえ、同時消ししてる分ハイスコアに繫がっていたのだ。杉鹿のフィールド上部には、やはり岩ぷよ二つ以上、七〇個近い予告おじゃまぷよが送り込まれていた。むしろ四連鎖で止まった分、連鎖のエフェクトが短くなり、杉鹿に追いついたという感すらあった。

「やっぱり、二人とも即死レベルです……！　あれだけのおじゃまぷよが落ちてくれば、何もできずに終わります……！」

「ええええ……!?」

　鷹たか三み津つの説明を裏付けるように、まず第一弾のおじゃまぷよが二人ふたりとも同じタイミングで降り注いだ。

　岩ぷよ一つ分、すなわち五段分のおじゃまぷよである。フィールドの半分近くが一気に埋まった形だ。

「あれ？　半分ぐらいしか埋まってない!?」

「一度に落ちてくるおじゃまぷよは、最大で五段分ですから。でも次のぷよが着地すれば、間かん髪ぱつ入いれずまた五段分のおじゃまぷよが落ちてくるんです……！」

「そ、そうなんだ……」

　一度に落ちてくるおじゃまぷよが五段分ではゲームは終わらない。だが、その状態でぷよを一つ落下させたところで、なんらできることなどない。ただ次のおじゃまぷよが落ちてくるのを待つだけだ。

「もうこうなったら、一秒でもぷよを落とすのが遅い方の勝ちだな」

　天てん道どうの言葉通り、杉すぎ鹿しかと一いち条じよう妹はぷよの着地を少しでも遅らせようと、もう十字キーを下に入れようともしなかった。

「む、無理だ。杉鹿の方がちょっと着地が早い……！」

　このままでは杉鹿の方に先におじゃまぷよが落ち、そして先に左三列目の上まで埋まることになるだろう。敗北は決定的だ。

　もはや手の打ちようもない。少なくとも岸きし嶺みねにはそう思えた。

「いや、まだだ！　杉鹿、回せー！」

　しかし、杉鹿の画面内でまさにぷよが着地しようというそのとき。大声で天道が叫んだ。

　ハッとしたように、杉鹿が動いた。

　回し。それも二回戦が始まる前に、鷹三津から教わっていた『ぷよぷよ』におけるテクニックである。




　　　　◆




「『ぷよぷよ』では、通称回しと呼ばれるテクニックもあります。これも簡かん単たんなテクニックなので覚えておくと役に立つかもしれません」

「回し……？　名前からだとまったく想像つかないね。何するテクニックなの？」

「まず普通のぷよって、必ず二つ連なりで落ちてくるじゃないですか。その二つのうち、一つが必ず軸ぷよになってる……って言って分かります？」

「なんとなく分かるわ」と、杉鹿。「このゲームの操そう作さって、ぷよを右に回転させるか左に回転させるかだけだし。そのとき回転しない方が軸ぷよってわけね？」

「そうです。それを踏まえて、回しというのは簡単に言うとこういうことです」

　鷹たか三み津つもまた瀬せ名な先生と同じような図を描かき始めた。
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「▲●が操作してるぷよで、そのうち●の方が軸ぷよだと思ってください。それから、今画面上部には即死級の予告おじゃまぷよがあるとします。そういう状況になれば、もうできるのは時間を稼かせぐことだけなわけです」

「そうだねえ、これじゃぷよ一つ消せないし。でもこんな状態でなにかできるの？」

　率直な疑問を口にする。どう見てもただぷよの落下を待つ以外、やれることがあるようには思えない。

「それがあるんです。このままぷよが下まで落下して、着地寸前まで来たとします」

　鷹三津が図の一部を描き直した。
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「このとき、回転ボタンを連打するんです。するとこんな風に、ぷよが押し出されるように浮き上がって、時間が稼げるんです」
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　岸きし嶺みねは驚おどろきを隠せなかった。

「え、こんなことできるの？　こんなのできたらいくらでも時間稼かせげそうだけど」

「はい、この回転を繰くり返すだけでかなり時間が稼げます。実際はどこかのタイミングで落下が確かく定ていして回転できなくなっちゃうんですけどね。それでも初代ぷよぷよの場合、一秒の生存時間が勝敗を分けることもありますから。覚えておいて損はない簡かん単たんなテクニックですよ」




　　　　◆




　杉すぎ鹿しかは、果敢に挑戦した。

　なにせ一度図で説明されただけの技を、ぶっつけ本番、それも一歩間違えれば敗北が決定的という状況でやってのける必要があるのだ。

　とはいえ、やることは難しくない。ぷよがフィールドの一番下に落下したと同時に、回転ボタン連打。地面を蹴けるようにしてぷよが浮き上がった。またすぐに落下するもまた回転で浮き上がるという動作を繰くり返し、落下までの時間を稼ごうとする。

　その効果はあった。確たしかにこのとき、杉鹿の寿命は長くなっていた。

　だが──対戦相手の一いち条じよう珠たま美みは、カエル積づみという戦法を知っていた。その彼女が、回しのテクニックを知っていたのはむしろ当然だった。

「あ!?　相手も同じことをしてる!?」

　二人ふたりの間にあった差は、埋まらなかった。すなわち、杉鹿の方がぷよの着地が早いままだった。

　やがてぷよが着地して二度目の五段分のおじゃまぷよが一斉落下、フィールドのほとんどがおじゃまぷよで埋まる。いよいよなにもできなくなり、ついに三度目のおじゃまぷよが一斉落下。二人の画面はおじゃまぷよで完全に埋まった。

　敗北したのは、杉鹿だった。

「ば、ばたんきゅー……」

　杉鹿の口からそのセリフがこぼれる。『ぷよぷよ』で負けるとそのセリフを口にせずにはいられなくなるらしい。

『試合終了です。勝者は駿河するが坂ざかの一条珠美さんです！』

　一秒を争う激げき戦せんだったためだろう、会場は大きな拍手で満たされた。

　その中を、がっくりと肩を落として杉鹿が戻ってくる。

「ざ、残念だったね、杉鹿」

　他ほかにかける言葉も見つからず、岸きし嶺みねはそう言って出迎えた。

「くっ、ＦＰＳだったら負けなかったのに！　やっぱりゲームは経けい験けんと知ち識しきね……」

「まあ勝敗はゲーマーの常、そういうこともあるさ。敗ル者ー復ザ活ー戦ズでがんばってくれ」

　岸嶺と対照的に、天てん道どうも杉鹿もわりとサバサバしていた。

　勝敗は兵へい家かの常であり、ゲーマーの常でもある。いつまでも引きずっても仕方ないということだろう。実際、もう一戦やっていたら杉鹿の方が勝っていたかもしれないような僅きん差さだったのだ。

「岸きし嶺みね君！　他人のことをいつまでも気にしても仕方ないぞ！　次は君の番なんだからな！」

　瀬せ名な先生の声に、自分の立場を自覚する。

「はあ。そういえばそうでしたね……」

　プレッシャーに弱い岸嶺である。その一言で、あっさりと緊きん張ちようし始めるのだった。




　　　　４




　しかもそういうときに限って、岸嶺の出番はなかなか来なかった。

　いくつかの試合が終わってようやく名が呼ばれる。

『さて、いよいよ第二回戦も大詰めです。次の試合は伊い豆ず野の宮みやの岸嶺さん。それから……駿河するが坂ざかの白しら滝たきさんの対戦です』

「ええええええ」

　思わず小さく悲鳴が上がった。

　駿河坂の白滝。強敵だった。『スパⅣ　ＡＥ』ではかろうじて一度勝てたこともあるが、あれは間違いなく偶然の部類だった。一〇戦やれば九敗は堅いという確かく信しんが今もあるほどである。

「また駿河坂？　これじゃまるで伊豆野宮対駿河坂の総当り戦じゃない」

　杉鹿の言はもっともだった。白滝の強さを知っている岸嶺としては、その不自然さを抗こう議ぎしてどうにか対戦相手を変えられないかと本気で考えたぐらいだ。しかし、

「まあそういうこともあるだろう。それにいいじゃないか、駿河坂には『スパⅣ　ＡＥ』のときにしてやられたからな、そのリベンジだ」

　天てん道どうは乗り気だった。そもそも岸嶺としても、抗議できるような度胸はない。それに唯一の男の参加者である自分がみっともなく抗議したら、なにか別の問題を引き起こしそうな気もするのだ。

「と、とにかく行ってきます」

　勝利の見込みはないわけではない。昼前に白滝とゲームしたときに気付いたのだが、彼女にもゲームの得意不得意はある。『ぷよぷよ』が彼女の得意なゲームでなければ、充分勝利の可能性はあるはずなのだ。

「頑張ってください」「負けるんじゃないわよ」──という仲間たちの声援を最後の励みに、岸嶺はステージに上がった。

　対戦相手は、すでに到着していた。

「嬉うれしいわね。こうも早くリベンジの機き会かいがあるなんて」

　言葉とは裏腹に、白滝の顔に喜怒哀楽は見られない。だが、表情に変化がないだけで内心では本当に喜んでいるのではないかという気はする。

「ぼ、僕はできればキミとは当たりたくなかったけどね。『ぷよぷよ』はあまり得意じゃないし」

「そう、それはご愁しゆう傷しよう様さま。でも、勝負は勝負だから」

　その言葉の意味を、岸きし嶺みねは悟った。

「ひょ、ひょっとして『ぷよぷよ』得意なの？　きみが得意なゲームって、アーケードゲームばかりだと思ってたんだけど」

「知らないの？　ゲームセンターって、意外とレトロゲーム筐きよう体たいを置いてるところが少なくないの。『ぷよぷよ』の筐体も珍しくないわ」

「じゃ、じゃあまさか……」

「『ぷよぷよ通つう』は、わたしの得意なゲームの一つよ」

　絶望の二文字が岸嶺の全身を駆け巡った。

　よりにもよって『ぷよぷよ通』が得意と、彼女は言った。相そう殺さいシステムが備わったぷよぷよ通ルールは、もっとも技量の差が出るという。それが得意というぐらいなのだ、白しら滝たきには相当な自信があるのだろう。

　ぷよぷよ勝負が始まる前、鷹たか三み津つからも次のような話を聞かされていたほどだ。




『もし相手が初心者、中級者ぐらいでしたら、初代ぷよぷよルールを選んで〝カエル積つみ〟すれば勝てる可能性はあります。ですが、もし相手が上級者だったら〝カエル積み〟では絶対勝てません。タワーを作るより先に五ご連れん鎖さを作られて負けるのがオチですから』




　白滝相手に〝カエル積み〟は通用しない。勝つには別の手段を講こうじる必要があった。

　岸嶺を意外な形で救ったのは、祇し方ほう院いんのアナウンスであった。

『なにやら曰いわくありげなお二人ふたりですが、まずはルールを決めて頂きましょう。岸嶺さんのみんＧＯＬの成せい績せきは[image: ]８エイトアンダー、白滝さんは……ええと、[image: ]４フオーアンダーですね』

「え、[image: ]４フオーアンダー？」

　よくそれで二位に入れたものだと少し感心する。当の白滝は、意図的にかどうかは分からないが、岸嶺から視し線せんを逸そらした。相変わらず表情に変化はないが、どこか恥ずかしそうにも見える。確たしかに、彼女がゴルフゲームが上う手まいとはなんとなく思えない。

『では、ルール選択は岸嶺さんの権利です。どうしますか？』

　岸嶺は安あん堵どした。最後の最後で首の皮一枚繫つながったからだ。実は先ほどの鷹三津の話には続きがある。




『ただし──もし、相手が上級者であっても、ぷよぷよ通やぷよぷよＳＵＮまでしかプレイしていないようなら、あるルールを選択することで初心者でも勝てる可能性があります』




　マイクを向けられた岸きし嶺みねは、一度深呼吸してから告げた。

「じゃあ……『ぷよぷよフィーバー』でお願ねがいします！」

　ぷよぷよシリーズは、〝ぷよぷよ～ん〟までの開発は株式会社コンパイルだったが、その後諸権利がセガに移い譲じようされた。そして、セガから販売されたぷよぷよシリーズの一つが『ぷよぷよフィーバー』と呼ばれる作品だった。

　白しら滝たきがレトロゲームコーナーでぷよぷよをやり込んでいるのであれば、恐らく『ぷよぷよフィーバー』の存在は知らない。

　そして、予想通り白滝は小首をかしげた。

「……知らないルールね。まあいいわ、基本的なところは変わらないでしょうし」

　思わず岸嶺は安あん堵どした。だが、危険はまだこれからなのだ。第一関門はどうにか突破したが、初心者が上級者に勝つことが難むずかしいという点は変わらないのだ。

　設定が進んでいく。ルールはデフォルト。そしてキャラ選択。『ぷよぷよフィーバー』では、選ぶキャラによって落ちてくるぷよに変化が生じるという特徴がある。しかしぷよぷよ通止まりの白滝がそのことを知ってるとは思えなかったし、岸嶺もそれほどキャラごとの特色に詳しいわけではない。結果として、二人ふたりとも元祖主人公のアルルを選ぶことになった。

『では『ぷよぷよフィーバー』で対戦開始です。お二人も、準備はよろしいですね？　それではスタートをお願いします』

「い、行くよ！　レッツ！」

　皆がやってる以上、言わないわけにはいかなかった。しかし、

「…………」

　白滝はゲームに夢中で岸嶺の方を見ようともしなかった。よく考えれば、『ぷよぷよ通』で止まってる白滝がこの掛け声を知ってるわけもない。

　やむを得ずそのままゲーム画面に向き直り、無言でゲームを開始する。なんでおまえらだけやらないんだよ──と、観かん客きやくの視し線せんが痛かった。

（げっ！）

　そして、岸嶺はすぐに焦りだすことになる。

（や、やっぱり早い！）

　アーケードスティックでぷよぷよ操そう作さに慣なれている白滝なら十字キー操作は苦にが手てではないのか。かすかに抱いていた希望は一いつ瞬しゆんで打ち砕かれた。相当な速さで次々ぷよを積つんでいく。

　しかも、明らかに洗練されている。ぷよは必ず三つずつ組まれ、いともたやすく連れん鎖さに繫つながりそうだというのが素人しろうと目にも簡かん単たんに分かる。

　岸嶺も負けずにぷよを積むものの、速度で追いつくのが精一杯で連鎖を意い識しきした組み方はとてもできない。しかし、『ぷよぷよフィーバー』においては必ずしも連鎖は必要ではない。問題はぷよぷよフィーバーに適した組み方をすること、そして相手がいつ仕掛けてくるかを把は握あくしておくことである。

　もっとも、自分のフィールドを見ながら他人のプレイ状況を把握することは簡かん単たんではない。

（練習を思い出すんだ、あの練習はきっと無む駄だじゃない……！）

　現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶで行った、珍しくゲームに役立ちそうなテクニックの練習。それは画面内の一点に視し線せんを集中させつつも、視界の他ほかの場所を意い識しきするというものだ。

　今の状況こそ、その成果を見せるときだった。自分のフィールドに視線を向けつつ白しら滝たきのフィールドを見ることは、人体の構造上、難むずかしい。しかし、視界の隅で白滝が積つみ上げていくぷよの形をうっすらと認識するぐらいはどうにかできる。

　幸か不幸か、白滝のぷよぷよの腕前は上級者らしい。ということは、積み上がったぷよの数に比例した大連鎖が来ることはまず間違いない。

「……来る!?」

「行くわよ」

　小さく白滝が告げた直後、アルルの連鎖のかけ声が響ひびき渡り始めた。

『えい！　やあ！　いっくよぉ！』

　容赦のない連鎖が続く。三連鎖ぐらいでは終わりそうにない。四連鎖、五連鎖は簡単にいくだろう。

　岸きし嶺みねのフィールド上部に次々予告おじゃまぷよが並んでいく。しかし、このとき岸嶺もすでに動き始めていた。

　積み上げたぷよを、次々消していく。ただし、白滝のような連鎖には繫つながらない。すべて単発消しだ。

　それでも構わないと、一つ、また一つと消していく。

　画面に変化が生じた。『ぷよぷよフィーバー』におけるゲーム画面には、少しだけ他のルールと違いがある。二つのフィールドに挟はさまれた中央に、フィーバーゲージと呼ばれる七目盛りのゲージが二列あるのだ。

　片方は岸嶺のフィーバーゲージ、もう片方は白滝のものである。そして岸嶺がぷよを消していく度たび、岸嶺のフィーバーゲージが増えていった。

　白滝の連鎖がついに終わった。もう連鎖数は数えていられなかったが、七連鎖以上は確かく実じつである。

　それが岩ぷよ何個分かは分からない。ただ分かるのは、何もしなければ確実に即死するということだ。

　おじゃまぷよが降り始めないうちに、ひたすら岸嶺はぷよを消し続けた。ぷよぷよ通つうでは、予告おじゃまぷよが出ている状態でぷよを落とすと、相そう殺さいできない限り即座におじゃまぷよが落ちてくる。しかし『ぷよぷよフィーバー』では、相殺はできずともぷよを消し続けている限りおじゃまぷよが落ちてこないという特徴があるのだ。

「間に合え、間に合え！　間に──合った？」

　ついに消すぷよもなくなりそうになったそのとき。岸きし嶺みねの画面に変化が生じた。

『やったぁ！』

　そんな音声と共に、画面が切り替わる。岸嶺のフィールドだけがなにもないまっさらな状態に切り替わり、上部にはフィーバーモードの残り時間が表示される。

「え？　なにそれ」

　白しら滝たきの疑問に、岸嶺は応こたえた。

「これが、フィーバーモードだよ！」




　　　　◆




「『ぷよぷよフィーバー』では、文字通りフィーバーゲージというものがあります」

　試合開始前、鷹たか三み津つからそんな解説は受けていた。

「うん、やったことはあるよ。よく条件は知らないんだけど、なにかやるとゲージがたまっていってフィーバーモードに入れるんだよね？」

「その通りだ！」解説なら混ぜろよとばかり、瀬せ名な先生が口を挟んでくる。「フィーバーモード中はそれまでに積つみ上げていたぷよが一時的に消えて完全に別のフィールドに移行し、〝連れん鎖さのタネ〟と呼ばれるぷよの塊が落ちてくるのだ！」

「連鎖のタネ？　あ、見たことはあります。すぐに連鎖ができるように固まっておちてくるぷよのことですよね？」

「うむ、その通りだ！　落ちてきた連鎖のタネはどこか一箇所を消すだけですぐに連鎖ができるようになっている！」

「これこそが初心者でも大連鎖が組めるようにとセガが苦心の末に編あみ出した新ルール、ぷよぷよフィーバーなんです。このモードを使いこなせれば、手さえ早ければ連鎖を稼かせげますから初心者でも上級者に勝てる可能性があるんです。ただし、上級者が『ぷよぷよ通つう』止まりでぷよぷよフィーバーのルールを知らなかったら、という場合に限りますけど」

「それはいくらなんでも、可能性が低過ぎないか？」

　天てん道どうが懸け念ねんを差し挟む。その懸念はもっとものように思えたが、瀬名先生の見解は違った。

「いや、むしろ可能性は高いのだぞ！　ぷよぷよが有名になった所以ゆえんは、一九九〇年代半ばに行なわれていた〝ばよえーんツアー〟と呼ばれるぷよぷよの全国大会に依よるところが大きい！　そしてそのときにプレイされていたのがもっとも単純で実力差の出る『ぷよぷよ通』だったのだ！　今でこそ全国ツアーは行なわれていないが、大会で採用される対戦ルールはやはり『ぷよぷよ通』が多いと言われている！」

「なるほど」と天てん道どうは頷うなずいた。「そういうことなら確たしかに『ぷよぷよ通つう』止まりのゲーマーが多い可能性もありますね」

「そういうことです。それにフィーバーモードって、正せい確かくなやり方を知ってないとかなり入り辛づらいんですよ。逆にいえばやり方を知ってるだけで有利になりますから、初心者でもチャンスが出てくるわけです」

「え？　そんなに条件って特殊だったっけ？　なんか僕がやるといつの間にかフィーバーモードに入ってるような印象があるんだけど──」




　　　　◆




　自分がやると、知らぬうちにしょっちゅうフィーバーモードに突入する。

　その理由も、鷹たか三み津つから聞いて知った。だからこそ岸きし嶺みねはまんまとフィーバーモードに入れたのだ。

「来い、連れん鎖さのタネ！」

　すぐにまっさらなフィールドに、一塊のぷよが落ちてくる。岸嶺はその塊から、連鎖になる着火点を見つけて素す早ばやくぷよを落とさねばならなかった。




[image: ]




（え、どこが着火点!?）

　一応右下の○三つを消せば、□が落ちてきて二連鎖にはなる。だがそんな小さな連鎖に意味はない。

（いや、注目するのは■の方か!?）

　岸嶺はすぐさまぷよを上下反転させ、そのまま直下の□の上に落とした。

　□が消え、その上に乗っていた○が落ちて下の○三つが消え、◇が消え△が消え、最後に□が消える。

　いくつかぷよが残ったが、五連鎖の完成だった。

　しかもこのとき、画面上部にはまだ充分な残りタイムが表示されている。

　鷹たか三み津つの言葉を思い出す。

『フィーバーモードは一五秒ぐらい続きます。ぷよが連れん鎖さで消える際のエフェクトが結構長いのでチャンスはせいぜい二、三度ぐらいしかありませんが、それでも連鎖の繰くり返しで大量のおじゃまぷよを降らせるチャンスなんです』

　すぐに次の連鎖のタネが落ちてくる。




[image: ]




（こ、これも分からない……！　いや!?）

　落ち着いて見れば難むずかしくはない。上の方に余計なぷよが乗ってはいるが、残りは初心者向け連鎖の典型、階かい段だん積づみの形だ。左下の◇三つを消せれば簡かん単たんに連鎖になる。

（じゃあ、こうすればいいだけじゃないか！）

　落ちてくる●◆を、一番左に落とす。

　上う手まくいった。縦たてに積まれた◇三つのぷよが消え、その横の○三つが消え、綺き麗れいな階段積み連鎖が成立。六連鎖だ。

　さらにまた連鎖のタネが落ちてくる。ここまでの勢いもあったのかはたまた偶然か、また上手くいった。連鎖のタネはどんどん大きくなるという特徴もあり、七連鎖が成立。

　そして、ここでフィーバーモード終了。フィールドはフィーバーモード突入前のものに戻った。

　ふと見れば、岸きし嶺みねのフィールド上部にあった予告おじゃまぷよは綺麗に消え去っていた。それどころか、余った勢いで白しら滝たきの方に多少のおじゃまぷよを降らせることにも成功する。七連鎖に対し、五連鎖＋六連鎖＋七連鎖を返したわけだが、フィーバーモード中の連鎖毎ごとの加算得点は通常時よりも低く設定されているため、これで精一杯なのだ。

「あの七連鎖を綺麗に相そう殺さいするなんてね」

　白滝の言葉は表向き冷静だった。だが、初めてのフィーバーモードを見せられた上に七連鎖を相殺されて冷静でいられるわけがない──と思いたかった。

　実際、さすがは上級者である。一、二段分のおじゃまぷよなどモノともせず、すぐに大だい連れん鎖さの準備を整ととのえていく。

　負けずに岸きし嶺みねも迎げい撃げきの用意をする。やることは難むずかしくない。いつでもぷよを消せるように、三個ずつぷよを並べて設置し、さらに保険として、カエル積づみほどでないが右の方に小さくぷよタワーを作っておく。

「次よ」

　白しら滝たきの短い宣言を、岸嶺は聞き逃さなかった。それが「次の連鎖攻撃よ」という意味であることは明めい瞭りようである。

『えい！　やあ！　いっくよぉ！』と無慈悲な連鎖が成立していく。

　次々予告おじゃまぷよが送りこまれる。だが、同時に岸嶺もぷよを消していく。フィーバーモードに突入するには、ある特定の条件を七度達成してフィーバーゲージを七つ分貯ためなければならないのだ。そのためには、ひたすらぷよを消し続ける必要があった。

　フィールド右側にぷよタワーを作った意味の一つはそこにある。ぷよの落下時間を少しでも減らすためだ。

　それでも、限界は来る。いつもいつもぷよを消せるわけもなく、ついにおじゃまぷよが落下してきた。

　容赦のないおじゃまぷよの塊。その数は三〇個、五段分が一気に埋まる。

　こうなると事前に消す準備をしていたぷよもおじゃまぷよに埋まってしまう。だが、岸嶺が右側に積んでいたタワーだけは頭を出している状態だ。そこにぷよを落とし、おじゃまぷよを消しつつどうにかフィーバーゲージを溜ためていく。

　ついに二度目のフィーバーモードに突入した。

　とにかく考える時間すら惜しい。本能に従ってぷよを落とす。まず三連鎖成立。この際、連鎖にさえなればよかった。それでフィーバーモードは続くし、攻撃にも繫つながる。

　すぐさま次の連鎖のタネが落ちてくる。

（ここか!?）

　連鎖を狙ねらってぷよを落とすも、やや外れた。二連鎖止まり。

　次の連鎖のタネが落ちてくる。今度は上う手まくいった。もはや完全に運の領域だったが、五連鎖が成立した。

　フィーバーモード終了。元のフィールドに戻る。

「あら」

　最後の五連鎖が効いたのか、ついに白滝のフィールドに、わずかではあるがおじゃまぷよが落下した。

（い、行ける!?）

　だが、形勢は以前として不利だった。岸嶺のフィールドは下三分の一がすでにおじゃまぷよで埋まっている。他方、白しら滝たきはおじゃまぷよが多少降り注いでいるが、まったく邪じや魔まにならないと言いたげにすぐまた連れん鎖さの準備を整ととのえていく。




　　　　◆




「厳きびしい戦いだな」

　そのとき天てん道どうたちは、一様に渋い顔をして岸きし嶺みねの戦いぶりを見ていた。

「奮ふん闘とうはしてるけど、やっぱり地力の差が顕けん著ちよよね」

　杉すぎ鹿しかの指摘は的てき確かくだった。

　岸嶺は相手の知らないルールで戦うことでどうにか生き延びてはいるものの、やはりぷよぷよの華は大連鎖である。単純なスコア計算では、七連鎖に対抗するにはフィーバーモード中に五連鎖＋六連鎖＋七連鎖ぐらいの連鎖が必要になる。つまり、白滝が大連鎖を一回やる度たびに、岸嶺はフィーバーモードに入って何度も連鎖を決めなければならない。これだけでもかなりのハンデだった。

「いえ、まだチャンスはあります。むしろ、長期戦になればなるほどに」

　おもむろに、鷹たか三み津つが言った。

「普通にプレイしてると結構気付きませんが、ぷよぷよではマージンタイムというのがあります」

「マージンタイム？　ああ、ゲーム設定のときにあったな。設定した時間が経過すると、おじゃまぷよの数が増えるというあれか」

「そうです。『ぷよぷよフィーバー』におけるマージンタイムは、初期設定で一九二秒。それが経過すれば、出現するおじゃまぷよの数が大きく増えるようになります。そうなればフィーバーモードを使いこなしている岸嶺先せん輩ぱいも今よりは有利になるはずです」

「え？　でも、それって相手にも言えることじゃないの？」

「……あ。そう言われるとそうなんですけど」

　杉鹿の冷静な突っ込みに、鷹三津は言いい淀よどんだ。

「いや、まだ一つだけ可能性はある！」

　シンとなりかけた天道たちに、瀬せ名な先生はそう言い放った。

「フィーバーモード中に全消しができれば一発逆転の可能性はある！　ただし、初心者の岸嶺君では、可能性はかなり低いがな！」




　　　　◆




　一方、対戦相手の白滝も、岸嶺の粘ねばりを肌で感じていた。

（思ったよりやるわね……）

　腕の差は明白である。明らかに岸きし嶺みねは連れん鎖さが組めていない。本来なら瞬しゆん殺さつできるようなぷよぷよ初心者だ。

　だが、フィーバーモードという白しら滝たきの知らないルールのせいで、トドメが刺せない。

（一体なんなの、あのフィーバーって）

　すぐに連鎖が組める形でぷよの塊が落ちてくるルール──というのは分かる。四連鎖や五連鎖があっという間に組めるというのは破格のボーナスだ。おかげでこちらが大連鎖を叩たたきこんでも、なかなか倒せない。

　分からないのはフィーバーモードの入り方だ。岸嶺の方はしょっちゅうフィーバーモードに突入しているのに、自分はさっぱり入れないのは一体なぜなのか。中央にあるゲージのようなものが満タンになれば入れるというのは分かるのだが、岸嶺は何度も溜ためている一方、自分のそれはまだ三つぐらいしか溜まっていない。

　だが、今はそのことをどうこう言っても仕方がなかった。ゲーマーにとって、無知は罪なのだ。最近のぷよぷよを研究していなかった自分が悪いのであって、持っている武器で勝負する他ほかない。

　と、そのとき。長期戦になった結果、マージンタイムに突入した。




　　　　◆




「ひいいいい!?」

　岸嶺は、マージンタイムというものの存在をよく知らなかった。しかし、さっきから自分のフィールド上部に現れる予告おじゃまぷよの増え方が尋常でなくなっていることには気付いていた。

　一つでも手順を誤れば、凄すさまじい勢いでおじゃまぷよに埋め尽くされるだろう。岸嶺は必死になってぷよを消し、フィーバーモードに突入しては連鎖を組んでおじゃまぷよを相そう殺さいし続けた。

　その必死の努力は実った。おじゃまぷよの増え方が変わったのは白滝も同様らしく、ついに彼女のフィールドにかなりの数のおじゃまぷよが落ちたのだ。ざっと三段分はおじゃまぷよで埋まっている。

（効いてる!?　そうだよ、効いてるんだ！）

　自分がこれだけ厳きびしい状況で、相手も楽なわけがない。岸嶺はさらに意い識しきを集中し、次の展開に備えようとした。

　だが、相手におじゃまぷよを送りこめるようになった結果、白滝にある秘密を知られることとなる。




　　　　◆




（そういうことだったのね）

　自分のフィールドにしょっちゅう予告おじゃまぷよが現れるようになって、白しら滝たきはついに気付いた。フィーバーモードの突入方法に。

（相そう殺さいがフィーバーゲージ取得の条件だったのね……）

　相殺というのは、予告おじゃまぷよが自分のフィールド上部にあるとき、こちらもぷよを消して打ち消すことだ。

　この際、別に連れん鎖さする必要はない。相殺の条件とは、結局のところスコアの獲かく得とくである。つまり、連鎖せずともぷよを一組でも消せればスコアは入り、相殺が成立する。

　岸きし嶺みねがこのルールを選んだ理由がよく分かった。このルールの特徴は、連鎖を組まずとも連鎖に持っていけることだ。しかもこの場合、初心者の岸嶺の方が常に劣勢気味になる。すなわち予告おじゃまぷよが出やすくなるのだから相殺はやりやすいに決まっている。

（それさえ分かれば、こっちのものだわ）

　相殺を狙ねらうとしても、岸嶺がやっているように単発でぷよを消していくのは効率が悪い。だが、たとえば大連鎖が可能なぷよを準備しておき、相手が予告おじゃまぷよを送り込んでくるのを待って着火させたらどうなるか。

　相殺し、相手におじゃまぷよを送りつつ、なおかつフィーバーモードに突入して連続連鎖のチャンスを得られる。間違いなく岸嶺にトドメを刺せるはずだった。




　　　　◆




『えい！　やあ！　行くよ！　アイスストーム！』

　もう何度目になるか分からない、嫌いやな音声が聞こえた。白滝がまた連鎖に入ったのだ。

　すぐさま迎げい撃げきしなければならない。岸嶺もいつでもぷよを消せる態勢を整ととのえる。

　そしてついに、大量の予告おじゃまぷよが送り込まれてくる。しかもそれだけではない。

『やったぁ！』

　もう何度目になるか分からない効果音が聞こえた。

　だが、岸嶺のフィールドに変化はない。

　フィーバーモードに突入したのは──白滝の方だった。

（ええええええ!?）

　なにが起こったのかをどうにか悟る。

　先ほどこちらがフィーバーモードで連れん鎖さをいくつか決めた結果、白しら滝たきに予告おじゃまぷよが送りこまれた。そしてその状態で、白滝は大連鎖を決めたのだ。その大連鎖は白滝の方に送りこまれた予告おじゃまぷよを相そう殺さいしてフィーバーゲージを貯ため、さらに余勢を駆って岸きし嶺みねの側に予告おじゃまぷよを送りこんだということだろう。

　岸嶺は慌ててぷよを消してフィーバーゲージを稼かせぎに走った。

（ぎえええええ!?）

　だが、白滝のフィーバーモードたるや凄すさまじく、五連鎖二連発をあっさり決められ、恐ろしい数の予告おじゃまぷよが送り続けられる。

『やったぁ！』

　唯ゆい一いつ幸いだったのは、どうにかフィーバーゲージがたまり、岸嶺もフィーバーモードに逃げこめたことだ。

　だが、もう予告おじゃまぷよの数は限界に来ていた。少なくともこのフィーバーモードで白滝以上のハイスコア──五連鎖を三連続以上やらなければ生き残れないだろう。

（やるしかない！）

　生か死か。可能性はあるのだ。とにかくノータイムで消し続ける。

　岸嶺は目を閉じた。もう自分でもなぜそんなことをしたのかよく分からない。ただ今は余計な情報を目に入れたくなかったのだ。

　最初の連鎖のタネが落ちてくるのが、タイミングで分かる。

　くわっと目を見開く。

（ここだ！）

　岸嶺は気付いていなかったが、このとき岸嶺にはある能力を発動させていた。《魂転生ソウル・トランス》ではない。高い集中力は岸嶺に、いわゆる走そう馬ま燈とうと同じ現象を呼び起こさせていたのだ。一部のゲーマーがいうところの《時を止める魔眼ブースト・エンデイング》あるいは《走馬燈リボルビング・リユミエール》である。人間なら誰だれにでも発動しうる能力だ。

　仮に時間が止められるのなら、連鎖のタネから着火点を見つけ出すことは難むずかしくない。

「そこだ！」

　ぷよを落下させる。

『えい！　やあ！　いっくよぉ！　ダイアキュート！　アイスストーム！』

　五連鎖が決まった。もはや順々にぷよが落ちていく時間の方がもどかしい。

「早く！　早く次のタネを！」

　待望の連鎖のタネが落ちてくる。岸嶺はノータイムでぷよを落下。再び六連鎖を決めた。

「まだだ！」

　永遠とも思える時の中で、岸嶺は幼おさな馴な染じみの言葉を思い出していた。




『もう一つだけ、フィーバーモードにはある特徴があるんです。全消しです。もしフィーバーモード中に全消しができれば、大きなボーナスが得られるんです──』




　連れん鎖さのタネが落下してくる。
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（ど、どこ!?）

　岸きし嶺みねの思考力は極限にまで高められていた。わずか一秒が一分のように感じられるほどに。

　だが、極限まで研とぎ澄すまされた思考の中で出された答えは、

（む、無理だ。この組み合わせじゃ無理……あ、いや!?）

　ネクストぷよが、●◆だった。今のぷよでは無理だが、このネクストぷよを使えばどうか。

（行ける！）

　岸嶺はまず現在の●▲を横向きにした。そして●を左から三列目、▲が左から四列目となる形で落下させた。
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　さらに次の●◆を時と計けい回まわりに九〇度回転。左から二列目に◆が、三列目に●が落ちる形で落下。
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　一番左の◇◇◇が消え、連れん鎖さが始まった。

『えい！　やあ！　いっくよぉ！　ダイアキュート！　アイスストーム！　やあ！　いっくよぉ！』

　二回目の『いっくよぉ！』、それは七連鎖の証あかしだ。そして──画面内から、ぷよが消えていた。

『全消し！』

　狙ねらい通りだった。ついにフィーバーモード中の全消しを達成したのだ。

　そのボーナスは大きい。まず残り時間が五秒も増え、なおかつ次に落ちてくる連鎖のタネが大きくなり、大連鎖に繫つながりやすくなる。

「これで！　どうだ！」

　残り四秒。落ちてきた巨大な連鎖のタネにぷよを落下させ、大連鎖を成立させる。連鎖数は実に八を数えた。

　五連鎖、六連鎖、七連鎖、八連鎖。短時間で、しかもマージンタイム中にそれだけの連鎖を成立させたのだ。岸きし嶺みねの画面に表示されていた恐ろしい数の予告おじゃまぷよは消えうせ、反対に白しら滝たきのフィールド上部にとんでもない数の予告おじゃまぷよが表示される。

「……ここまでね」

　白滝の小さな声が聞こえた。

　もし白滝が『ぷよぷよフィーバー』のルールを正せい確かくに知っていれば、その熟じゆく練れんした手技を持ってぷよを消し続け、フィーバーゲージを稼いでまだ生き延びられたかもしれない。

　だが、白滝はフィーバーゲージの溜ため方かたまでは悟っていたものの、ぷよを一つでも消し続ける限りおじゃまぷよが落ちてこないという『ぷよぷよフィーバー』固有の特徴を知らなかった。

　それゆえに、最後まで連鎖を組んでどうにか抵抗しようとした結果。ぷよを消さないターンが生じ、ついにおじゃまぷよの洗礼を受けることとなる。

　降り注いだ五段分のおじゃまぷよは、フィールドも着火点もすべて覆おおい隠し、白しら滝たきからあらゆる反はん撃げきの術を奪った。

　岸きし嶺みねの勝利が決まった瞬しゆん間かんだった。

『おめでとうございます。勝利したのは伊い豆ず野の宮みやの岸嶺さんです』

　拍手が起こった。

　試合時間五分。かつてない死し闘とうに、惜しみない拍手が送られる。こういうときは相手が男子であろうと関係はないらしい。

「か、勝った……！」

　岸嶺は、思わず足がふらつきそうになるのをどうにか堪こらえた。

「フラフラになるまで集中してたのが、あなたの勝利の要因なのかしら」

　白滝の小さな声が聞こえた。

「そうなのかな？　僕としてはもう少し余裕を持って勝ちたかったけど」

「必要なときに集中できるのは立派な武器よ。それにしても悔しいわ、また紙一重で負けるなんて」

「そ、そうだね。もう一度やってたら多た分ぶん僕負けてるだろうし」

　少しだけ、いつも無表情な白滝の顔に真剣さが増したような気がした。

「もう次は負けないわ。首を洗って待ってなさい」

　そう言って、白滝は静かにステージを下りていった。

　遅れる形で、岸嶺も静かに仲間たちのもとに戻る。

「おめでとうございます、先せん輩ぱい」

「ありがとう、鷹たか三み津つさん。鷹三津さんの助言のおかげで、どうにか勝てたよ」

「そんな、わたしの助言なんてたかが知れてます。勝てたのは先輩の実力ですよ」

「そうだぞ、あの最後の粘ねばりはキミにしかできなかっただろう。それでこそ我が部員だ」

「ま、あんたにしちゃよくやった方ね。でももうちょっとスマートに勝ちなさいよ、五分もダラダラ続けて」

　仲間たちがそれぞれ違った言葉で、健闘を褒ほめ称たたえてくれる。互いに敵同士の個人戦とはいえ、こういうときは仲間がいることが嬉うれしい。

『これで第二回戦の試合は全すべて終了です。ではこれより、敗ル者ー復ザ活ー戦ズを行います』

　祇し方ほう院いんが告げた。

「あ、ようやく出番ですね」と、一回戦で負けた鷹三津が言う。

「あたしも参加できるのかしら」とは、二回戦で負けた杉すぎ鹿しかである。

『敗ル者ー復ザ活ー戦ズには、一回戦、二回戦で負けてしまった方すべてが参加できます。使用するゲームは引き続き『ぷよぷよ!!』とし、八人対戦モードで勝った人だけが第三回戦へ出場できます。ただしハンデとして、一回戦で敗北した方は難なん易い度どを激げき辛から、二回戦で敗北した方は中辛とさせて頂きます』

「へえ。ぷよぷよって八人で対戦できるんですね」

「うむ！　相当な乱戦になるぞ！　なにせ八人のうち一人ひとりでも連れん鎖さを決めれば、たちまち他ほかの七人におじゃまぷよが落ちてくることになるからな！」

「それは怖いですね確たしかに……」

「まずいわね。やっぱり使うのは『ぷよぷよ』なのね」

　さっきぷよ勝負で負けたばかりの杉すぎ鹿しかの表情は暗かった。対照的に、

「よかった、これでわたしも第三回戦進出決定です」

　鷹たか三み津つはすでに勝利を確信しているようだった。もっとも、彼女が言うとハッタリのようには聞こえない。

『ではまず最初の八人を発表いたします。名前を呼ばれた方はステージに上がってください』

　祇し方ほう院いんが次々と参加者の名前を読み上げていく。

　なにせ一度に八人も参加するのだ。その八人の中に、鷹三津と杉鹿の名が同時にあったことは不ふ思し議ぎでもなんでもなかった。

「げー。せめてあんたと別の組ならよかったのに……」

「すいません、先せん輩ぱい。勝負は勝負ですから、勝てるときに勝たせてもらいますね」

「ふ、ふん。そんなこと言ってると足元すくわれるわよ」

　負けん気の強い杉鹿はどうにか言い返そうとするものの、今回ばかりは明らかに精彩をかいているようだった。
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　杉鹿は、ステージに上がりつつ現状把握に努めていた。自分がどれだけ不利な立場にいるかを。

（まずいわね、よりにもよってこいつと『ぷよぷよ』で対戦なんて）

　鷹三津と『ぷよぷよ』で直接対決したことはない。しかし彼女の『ぷよぷよ』の知ち識しきの深さや、セガのゲームということから考えても強敵であることは違いない。冷静に考えればセガのゲームだからなんなのよ──とも思うのだが、特定のゲームへの情じよう熱ねつが秀でたテクニックを育て上げることはよくあるのだ。

　一方、杉鹿の得意なゲームはＦＰＳである。はるか遠くにいる豆粒のような敵をヘッドショットするには、ずば抜けたテクニックが求められる。しかしその能力は、残念ながら『ぷよぷよ』では活いかし辛づらい。

　形勢は明らかに不利である。

　それでも、負けたくはなかった。ゲーマーとしての矜きよう持じもあるし、この大会で優ゆう勝しようできれば部員全員に命令ができるのだ。そうなれば岸きし嶺みねを奴ど隷れいにすることも、鷹たか三み津つを岸嶺から引ひき離はなすこともできるだろう。

　となると、いよいよ当の鷹三津に負ける形で敗退したくはない。もし鷹三津が優ゆう勝しようということになれば、逆に「もう岸嶺先せん輩ぱいには付きまとわないでください！」とでも命令されかねないからだ。

（となれば、手は一つだわ）

　ゲームの勝敗を左右するのはテクニックだけではない。そのことを杉すぎ鹿しかはよく知っていた。ステージ上で杉鹿は隣となりの鷹三津に次のように話しかけた。

「あんたとは一度決着つけておきたかったのよね」

「へえ、奇遇ですね先輩」

　鷹三津はすぐに乗ってきた。

「実はわたしもです。それに今日きようの大会って、優勝できたらみんなになにか命令できるんですよね？　わたしは杉鹿先輩にはこういうつもりでした。もう岸嶺先輩に絡むのはやめてくださいって」

「予想通りね。あたしも似たようなこと考えてたのよ、下へ手たに岸嶺と馴なれ馴なれしくするのはやめてって」

「一応訊ききますけど。なんでそんなことを命令されないといけないんでしょうか？」

「岸嶺はあたしのオモチャみたいなもんだし、あいつをゲーマーとして育ててやったのもあたしよ。だから分かるんだけど、岸嶺って付け上がる性格なのよ。あんたが変に甘やかすと歪ゆがんで育っちゃうわ」

「それ、ウソですよね？」

「な、なんでよ？　なんでウソつく必要があるわけ？」

「まあいいです。いずれにせよ、従えません。岸嶺先輩はわたしの幼おさな馴な染じみなんです。わたしの方が岸嶺先輩のことはよく知ってますので」

「あっそう」

　それ以上抗弁するつもりはなかった。どうせお互い、納得できないに決まっている。あとは優勝して言うことを聞かす他ない。

　それにしても、なぜ鷹三津が岸嶺みたいな貧弱男にそこまでこだわるのかがよく分からない。

　とはいえ、それはどうでもよかった。いずれにせよ岸嶺は自分の犬であるべきで、他人に渡してやる気にはなれない。




　　　　◆




　岸嶺の眼がん前ぜんで、八人の参加者が勝負の場を整ととのえていく。

（よく考えたら──）

　ふと、杉すぎ鹿しかと鷹たか三み津つの二人ふたりが並んだ姿を見て、あることに気付く。

（仲間同士の対戦って、これが初めてじゃないか）

　一体仲間同士で戦うというのは、どんな心境なのか。岸きし嶺みねはステージ上の二人の顔をまじまじと見てみた。

（真剣だ……）

　仲間同士という遠えん慮りよはまったく見られない。さすがゲーマーというべきか、こういった場ではきっちり頭を切り替えて全力で戦うつもりのようだった。

（そうだよね。ゲームで対戦するときに手加減するなんてむしろ失礼だもんね）

　それがゲーマーというものなのだろう。思わず感心させられる。

　もっとも、このとき岸嶺は知らなかった。二人が遠慮なく激げき闘とうを繰くり広げている原因の一つが、岸嶺自身にあるということを。




　　　　◆




『では敗ル者ー復ザ活ー戦ズ、スタートです』

　祇し方ほう院いんの声を合図に、ついに八人対戦が始まった。

　杉鹿はまず鷹三津のフィールドに注目していた。

（やっぱり、伊だ達てじゃないわね……）

《約束されたセガの勝利ネオ・ドリームキヤスト》とかいうふざけた名前も決して間違いとは思えず、凄すさまじい勢いでぷよが積つまれていく。一回戦敗退の鷹三津は難なん易い度どが激げき辛から──開始時におじゃまぷよが二段分降り、ぷよの落下速度がかなり速くなる上に、出現する色数が一色増えた状態でのスタート──というハンデを負ってるのだが、そのことがまったくハンデになっているように見えない。頭で考えているのではなく本能で置いてるとしか思えない速さで、ぷよを組み上げていく。

（やっぱり、やるしかないわ）

　ある手段を実行に移すことを決意する。すなわち、集中力を途と切ぎれさせるのだ。

「そういえば──」

　隣となりの鷹三津にだけ聞こえるような声量で、ボソリと呟つぶやく。

「岸嶺ってわたしの着替えを覗のぞきに来たことがあったのよね」

「え」

　鷹三津の手が止まった。

（やっぱり動揺したわね！）

　実のところ覗かれたというのはウソである。あれはただ着替え中に岸嶺が入ってきたというだけで、正せい確かくにはアクシデントと呼ぶべきものなのだ。

　そのあたりの真実はもちろん隠して続ける。

「やっぱり岸きし嶺みねってあたしに興きよう味みあるのかもね。それ以降もあいつったらあたしを見るたびよく胸のあたりを見たりするし」

「…………」

　鷹たか三み津つのぷよを積つむ速度は、目に見えて落ちていた。その間に、杉すぎ鹿しかはひたすら自分にできる最良の戦術──〝カエル積み〟を実行していった。幸い、カエル積みなら話をしながらでもできる。

　杉鹿の誤算は、鷹三津が思わぬ方向から反はん論ろんしてきたことであった。

「……そ、それがどうしたっていうんですか。先せん輩ぱい、エースコンバットの大会のことを覚えてますか？」

「……なに？　いきなりなんの話よ？」

「お気付きかもしれませんけど、あのとき司会をしてた大たい河が伊い佐さ美みってわたしのことなんです」

「それぐらい知ってるわよ。気付いてないのは瀬せ名な先生ぐらいでしょ」

「じゃあこのことは知ってますか？　あの大会の後、岸嶺先輩はわたしの控え室まで来て着替えを覗のぞいてたんです」

「え」
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　今度は杉すぎ鹿しかのぷよを操そう作さする速度が鈍にぶった。

「そ、それがなによ。どうせ幼おさな馴な染じみをねぎらいにいったとか、そんな程度の理由でしょ」

「そうだとしても、わたしの控え室まで来てこっそり着替えをじっと見てる理由にはならないと思います。きっとわたしに興きよう味みがあったんですね」

（き、岸きし嶺みね～！　あんのスケベ！）

　鷹たか三み津つがデタラメを言っているとはなんとなく思えなかった。実際、自分の着替えのときにもまんまと入ってきた岸嶺である。一度あることは二度あるのかもしれない。

　まさか女なら誰だれでもいいというのか。これは今日きようの大会で優ゆう勝しようした暁あかつきには、奴ど隷れいとしてきっちり教育する必要がありそうだった。

「じゃ、じゃあこの話はしたっけ？　あたし家の都合でちょっと困ってたときがあってね。そんなとき、あいつがあたしにこう言ったのよ。きみの力になりたいって。あたしみたいな可愛かわいい女の子なら、喜んで力になりたいって」

　それは、ある程度事実であるがいささか脚色があるのもまた事実である。

「え」

　予想通り鷹三津はまた明らかな置きミスをした。

　ところが、それだけでは終わらなかった。またも鷹三津は思ってもみなかった反はん撃げきに出たのである。

「そ、それがどうしたんですか。わたしは男性が苦手です。でも、お仕事の都合で男性にインタビューしなければならないこともあります。それで困ってたとき、岸嶺先せん輩ぱいはわたしにこう約束してくれたんです。僕ぼくが勝ってインタビューを受けてあげる、それなら大丈夫だろうって」

「え」

　今度は杉鹿が動どう揺ようする番だった。幸い〝カエル積づみ〟なので置きミスをすることはなかったが、明らかに手が鈍にぶる。

（き、岸嶺～！　あいつまさか、女にはみんな同じこと言ってんじゃないでしょうね!?）

　かくして、杉鹿の動揺作戦は痛み分けに終わった。

『ぷよぷよ』は、大だい連れん鎖さを狙ねらうとなると高い集中力思考力とを要求されるゲームである。だからこそ杉鹿は、岸嶺の話題を出すことで鷹三津の邪じや魔まをしようと企たくらんだのだ。しかもこの場合、杉鹿も話をしながら『ぷよぷよ』をプレイするという負担を負うが、〝カエル積み〟ならそれほど影えい響きようはないと踏んだのだ。

　目もく論ろ見みは半ばまで上う手まくいった。だが予想外なことに、鷹三津の方にも杉鹿を動揺させるだけの材料があったのだ。

　こうなると純粋なテクニック勝負となり、杉鹿に勝ち目はない。あるいは鷹三津がわずかに動揺した隙すきを突いて他ほかの誰だれかが奇き襲しゆうを仕掛けていれば、情勢は変わっていたかもしれない。しかし、六人の中にそれほど高レベルなプレイヤーはいなかった。

「これで終わりです、先せん輩ぱい」

　鷹たか三み津つの無慈悲な宣言の直後。連れん鎖さが始まった。

『えい！　ファイヤー！　アイスストーム！　ダイアキュート！　ブレインダムド！　じゅげむ！　ばよえーん！』

　すでに七連鎖。だが杉すぎ鹿しかが一いつ瞬しゆん絶望を覚えるほどに、連鎖は続いた。

『ばよえーん！　ばよえーん！　ばよえーん！　ばよえーん！　ばよえーん！　ばよえーん！　ばよえーん！』

　会場がどよめきに包まれた。ばよえーん八回。それはすなわち、

「じゅ、一四連鎖……？」

　そんな連鎖は、杉鹿も目にしたことさえなかった。

　そして、もちろんそんな連鎖に耐えられるプレイヤーなどまずいない。杉鹿を含む七人のプレイヤーのフィールドには、たちまち凄すさまじい数のおじゃまぷよが落下し──潰つぶされた。

『き、決まりました。勝者は圧倒的な実力を見せた伊い豆ず野の宮みやの鷹三津さんです』

　このとき会場に起こった拍手は、始めは散発的だった。一四連鎖を見せ付けられたことによる驚おどろきが強かったためだ。だがそれも最初だけで、すぐに満場の拍手が鷹三津に送られる。

「くっ……」

　杉鹿は悔しさをどうにか堪こらえた。

（ああもう、悪いのは岸きし嶺みねよ！　あいつ一体どれだけ女に色目使ってんのよ!?）




　　　　◆




　鳴なり止やまぬ拍手の中、鷹三津と、一歩遅れて杉鹿が、岸嶺たちのもとへ戻ってくる。

「見事だ、鷹三津」と、天てん道どうが出迎える。「わたしでもあの短時間であの連れん鎖さはできないだろうな。大したものだ」

「ありがとうございます。『みんＧＯＬ』のときのようなみっともないところをこれ以上お見せするわけにはいきませんから」

　一方、杉鹿はなぜか一いつ直ちよく線せんに岸嶺のところへやってきていた。

「ざ、残念だったね杉鹿」

　とりあえず岸嶺としては、そんな言葉をかけることしかできない。

「ねえ岸嶺」

「え？　な、なに？」

　岸嶺の返事がわずかに上ずったのは、杉鹿の声に怒気が込められているように思えたためである。

「お願ねがいだから一発殴らせてくれない？」

「ちょ、なにそれ!?　理不尽にもほどがあるんだけど！」

「そうでもないわ、一発ぐらい殴る理由はあるんだけど。まあいいわ、じゃあ猶ゆう予よをあげる。あんたが優ゆう勝しようできたら殴るのは勘弁してあげる」

「そ、そう？　分かった、頑張るよ」

　一体なぜ殴られなければならないのか分からない。これは杉すぎ鹿しかなりの励ましなのだろうか、とどうにか納得する他ほかなかった。




　　　　６




　ステージ上では、敗ル者ー復ザ活ー戦ズの第二試合が行われていた。

　今度行われた勝負は、多人数戦とはかくあるべきと言わんばかりの乱戦となった。鷹たか三み津つほどではないものの、四連鎖、五連鎖があちこちで連続しておこり、その度たびに悲鳴と歓声が響ひびき渡る。

　そして、そんな乱戦を最終的に勝ち抜いたのは、

「はっはっは、わたしの勝ちなのだー！」

　少しだけ、胸焼けしたような気持ちを岸きし嶺みねは味わった。『みんＧＯＬ』のときに対戦した、杉鹿とは別の意味で小学生のようなあの少女──《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》だった。

「あいつ、ただのバカじゃなっかったのね……」

　杉鹿の感想に、岸嶺は『みんＧＯＬ』のとき祇し方ほう院いんから聞いていた言葉を思い出していた。なんでも彼女たちの部ではゲームの勝敗で部長を決めてるらしい。そしてそのときに勝ったのがあの《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》だったという。どうやら今回の勝利も、決して偶然ではなさそうだった。

　かくして、第三回戦出場者は確かく定ていしたのである。
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　　　　１




『ぷよぷよ』の激げき闘とうを終えたときには、すでに日は暮れかけていた。

　通常のゲーム大会や部活であれば、そろそろ帰宅の時刻である。しかし合宿のため勝負を翌日に持ち越す必要はない。決勝大会は夜の部として行われることとなっており、それまでの間は夕食時間を含めた自由行動となっていた。

　もっとも、恐らくは全参加者の内、ただ一人ひとり岸きし嶺みねには自由は許されていなかった。例によって、祇し方ほう院いんに次のように釘くぎを刺されていたためだ。

「もう時刻が時刻ですわ。夜も更ふけてまいりますし、女子の中には温泉へ行く人もいるでしょうし、仮眠を取る人もいるでしょう。わたしがなにを申し上げたいかお察し頂けますか？」

「はあ。ようするに、女子には近づかないように、と？」

「その通りです。昼間以上に気をつけ、この部へ屋やを出ることも最低限にしてくださいますようくれぐれもお願ねがいいたしますわ。わたしは間接的ながら良家の子女を預かる身。少しでも変なウワサが生じるようなことがあれば、大問題になりかねません。なによりそうなれば、あなたのためにもならないでしょう──」




　彼女にそこまで言われるまでもなく、岸嶺に女の子の部屋に押しかけるような度胸はない。

「ふう」

　かくして、事務員用のシャワーを浴びた後は、岸嶺はＴシャツとジャージの下という姿で部屋に引ひき籠こもっていた。

（さて、どうしようかなあ）

　無む駄だに部屋が広い分、夜は寂しさが倍増してるような気がする。だからといってどこかに行くことは禁止されているし、女子を誘うようなこともできない。

　いっそ瀬せ名な先生のところにでも押しかけてみようかと思ったほどだが、

（まあいいか、今ぐらい一人でも）

　と考え直す。昼もあれだけみんなと騒さわいだ上に、まだ夜の部が残っているのだ。

　あまり自覚はないが、結構疲れているかもしれない。今ぐらいは一人で気を休めるべきなのだ。

（とりあえず荷物を整せい理りして、ＳＦＣスーパーフアミコンでもやってようか）

　昼間に多人数でゲームをしたこともあって、部屋は散らかり気味だった。その片づけをしつつ、今日きよう使った服をたたんでおく。このあたり、岸嶺もマメな性格だった。

　と、制服をハンガーにかけておこうとしたときのことだった。

「あ」

　ハンガーをかける場所というのが、積つみ重ねられた机の足という変な場所だったためか、ついかけ損なってしまった。

　ばさりと制服が床に広がる。ホコリがつくと面めん倒どうだと、岸きし嶺みねは慌てて拾い上げた。

　と、同時に。なぜか数枚の写真が床に散らばったのである。

「え!?　なにこれ……！」

　散らばった数枚の写真。そこに写っていたのは、杉すぎ鹿しか、天てん道どう、鷹たか三み津つたちの競きよう泳えい水着姿の写真だった。

（あ……）

　なぜそんな写真が入っていたのかを察する。忘れようもない、あの変態理事長が密ひそかに隠かくし撮どりし、そして押し付けられた写真だ。すべて理事長に突き返したはずだったが、岸嶺は普ふ段だんスラックスの後ろポケットを使わない。そのため、まだ写真が残っていたらしい。

「あ、危なかった……」

　気付いたのが自分で、しかも一人ひとりのときでよかったと心底思う。もし学校にいるときに女子の前で落とすとか、クリーニングの時に母親にでも見られようものなら、『捜さないでください』と置き手紙を残して自分探しの旅に出ているところだ。

　しかし問題はまだある。処分である。

　このままポケットに入れたままにしておくというのは、余りに危険だと思えた。確たしかに理事長に押し付けられてから十日近くは何事もなかったとはいえ、今日きよう明あ日すになにか起こらないとは限らない。特に天道や杉鹿はどういうわけか勘が鋭いのだ。

　一応この部へ室やにもゴミ箱はある。だがそこに捨てるのは危険過ぎた。ゴミ処理をするであろう管理人に見つかる可能性もあるし、そうでなくとも明日あしたあたりまた部屋に誰だれかが来てなにかの拍子にゴミ箱をひっくり返すということも考えられる。

　燃もやすのが一番かもしれないが、今は燃やす道具がない。トイレに流すという手も考えたが、トイレットペーパー以外のものを流して詰まりでもすれば、やはり管理人が登場して大変なことになりかねない。

　となると、取れる手段は一つしか思い浮かばなかった。とりあえず今は何回もちぎって裁断して鞄かばんの奥にでも詰めておき、家に持ち帰ってから燃やすなりするのが一番安全だろう。

（よし）

　写真に指をかける。

「…………」

　だが、できなかった。

　写真の中で様々な表情を見せる彼女たちを破り捨てることが、とてつもなく罪深いことのように思えたのである。

　水に濡ぬれた髪。普段は決して見ることができない部分まで露あらわになった肌。その白く滑らかな肌は水を浴びて輝かがやきを放ち、紺こん色いろの水着と相まって素す晴ばらしいコントラストを作り出している。

　杉すぎ鹿しかや鷹たか三み津つの胸元にも自然と目が行くが、やはりこと競きよう泳えい水着となると一番似合うのは天てん道どうではないか、と思う。キュッとしまったウエストからなだらかな曲きよく線せんを描くヒップ、そこからすらっと伸びる真っ白な太もも。

「…………」

　写真から目を離はなせないまま、自己嫌悪する。大事な仲間たちの水着写真をこんな風に一人ひとり見てるなど、自分は変態ではないかと本気で思う。

　あるいはもしこの場に男のクラスメイトである日くさ下か部べあたりがいれば「そんなことねえよ！　男なんてみんな女の子の写真見てハァハァ言ってるもんだからな！」と心強い慰なぐさめを受けられたかもしれない。しかし、他ほかの男子とあまり交友のない岸きし嶺みねは、他の健康的な男子が普ふ段だんナニをしているかなどまったく知らなかった。

　だからこそ、岸嶺の部へ室やに誰だれかが近づいてくる気け配はいに、まったく気付けなかったのである。




「岸嶺、入るぞ」




　岸嶺は文字通り飛び上がって驚おどろいた。

「え。ぶ、部長!?」

　ノックもなくドアが開き、まさに今、写真で見ている相手が──天道が入ってきたのだ。驚くなという方が無理だった。

「なんだ、なにかしてたのか？　だったら驚かせて済まなかったな」

　岸嶺は慌てて写真を持った手を後ろに隠した。

「い、いえ！　ナニもしてませんから！　そ、それよりどうしたんですか、こんな時間に」

「いや、夜の決勝戦まで暇だからな、ゲームの相手でもしてもらおうと思ったんだ。他の皆は風ふ呂ろに入ったりしてるようだが、わたしは風呂に入るのは寝る前と決めてるからな」

「あ、だからまだ制服着てるんですね」

　それにしても今は風呂だとかそういった単語は聞きたくなかった。とにかく変な想像をしかねない。

　天道の方も、こんな時間に男の部屋を一人訪れることの危険性が分かってるんだろうか、と自問し、分かってないんだろうな、と即断する。確かくたる理由があるわけではないが、なんとなく分かるのだ。

「そういうわけだから是非付き合ってくれ。ただでさえこんな時間までみんなとゲームができるなんて初めてのことなんだ、我ながらちょっと落ち着かなくてな」

　確たしかに、部活でゲームをするのはせいぜい夕方までだ。話に聞く限り天道の家は厳きびしそうだし、こんな時間にゲームをすることなんてないのだろう。

「分かりました、そういうことでしたら付き合いますよ」

　いっそゲームかなにかに集中できれば、この悶もん々もんとした感情を消し去れるのではないか。岸きし嶺みねはそう考えたが、一つだけ問題があった。未いまだ後ろ手に隠した手の中には天てん道どうたちの水着写真があるということだ。

　岸嶺はさりげなく行動に出た。天道に背を向けて制服をハンガーに吊つるす仕し草ぐさを見せつつ、こっそり写真をポケットにしまおうとしたのである。

　しかし、そこは小心者の岸嶺である。慣れない隠し事をしようとしたせいだろう、手が震ふるえた。それがために──写真を一枚入れ損なったのである。

「あ」

　物理法則が正せい確かくに働いた。薄うすい写真は重力に引かれて落下しつつも、そのわずかに曲がった形状に空気抵抗を受け、いとも簡かん単たんに軌道を変えた。

　写真の重さなどたかが知れている。かくして、一度曲がった軌道は重力ベクトルによる修正をものともせず、よりにもよって真横に飛んで行ってしまう。ちょうど、天道の足元に。

「岸嶺、なにか落ちたぞ。うん？　これは……」

　天道が落ちた写真を自然な動作で手に取った瞬しゆん間かん。

（あ──）

　このとき岸嶺は、《時を止める魔眼ブースト・エンデイング》や《走馬燈リボルビング・リユミエール》と呼ばれるスキルが本当に実在し、しかも日常的に発動することがあるということを初めて自覚した。

　時の流れが遅く感じられる。本当にビデオのスロー再生でも見ているようだ。これだけ時の流れが遅いのなら、写真を取り返すことも可能ではないかとも思うのだが、自分の動作もまたスロー再生になっており、どう見ても天道が拾い上げる方が早い。

　旅に出たい、と思った。

　人生一八年を生きてきた中で、初めて覚えた衝しよう動どうだった。

「どういうことだ岸嶺。なんでこんなわたしの写真をキミが持っている？」

　その天道の声が合図になって、ようやく時の流れがもとに戻る。

　代わりに、頭が真っ白になっていた。

「そ、それは……」

　答えられるわけがなかった。

「岸嶺、わたしたちは仲間だ。その仲間に隠し事などあるべきではないと、わたしは思うが」

「…………」

　天道の言葉はもっともだった。しかし、それでも今は口にできる言葉が思い浮かばない。どう答えようと軽けい蔑べつされるとしか思えなかったからだ。

　だが、黙だまっていても改善するような事態ではない。

　せっかく作った自分の居場所が、仲間たちとの絆きずなが失われるような気がした。

「じゃ、じゃあ、こうしましょう」

　奥の手に出る。どうにか天てん道どうを納得させられそうな答えは、もうこれしか思い浮かばなかった。

「次の第三回戦で、部長が僕に勝てたら言います。答え辛づらい質問を無理に訊きくのも、また仲間同士のすることじゃないですし」

　ゲーマーの性さがを利用した卑ひ怯きような返答だった。あまりの卑怯さに、我ながら反へ吐どが出そうだ。

「……そうか」

　天道はどこか不ふ機き嫌げんそうに見えた。当然だ、彼女が望むような返答はなに一つなく、それどころか誤ご魔ま化かしただけなのだから。

「分かった、キミの言うことも一理ある。そうだな、せっかくの個人戦だ、なにかを賭かけるのもいいだろう。ではわたしは部へ屋やに戻るとしよう、賭けまでする以上、キミと馴なれ合うわけにはいかないからな」

「……はい」

　では決勝戦で──と言い残し、天道は去っていった。もちろん、写真は没収された形だ。もし不幸中の幸いがあったとすれば、杉すぎ鹿しかや鷹たか三み津つの写真は無事だったことぐらいだろうか。

「ふう」

　一人ひとり残された岸きし嶺みねの口から、自然とため息が出た。

「参ったなあ」

　たった数分の間に、とんでもない難なん題だいを抱えることになったものだった。

　しかも、この難題を解決させる方法がさっぱり思い浮かばない。たとえば、三回戦で仮に天道に勝ったとする。天道はゲーマーとして勝負は絶対だと考えているので、「僕が勝ったので写真の件についてはこれ以上言及しないでください」と言えば間違いなく引いてくれるだろう。だが、引いてくれたとしても納得してくれるとは限らない。

　そもそも、天道は強い。決勝で戦っても、勝てるとは限らない。むしろ負けて真実を追及される可能性の方が高い。そのとき、一体どう答えればいいのか。写真を撮とったのは実は理事長で、僕はそれを押し付けられただけなんです──と正直に答えたところで、誰だれが信じてくれるだろうか。特にあの理事長は見た目だけはマトモで、生徒からの信頼も厚そうなのだ。下へ手たをすれば「あの立派な理事長を中傷するとは何事か」と天道の怒りを買うことになりかねない。

　大体、理事長のせいにするとしても、合宿まで写真を持ってきた理由にはならない。

　一体仲間との絆はどうなってしまうのか。岸嶺は、そのまま三回戦が始まるまで頭を抱えて悩み続けた。しかし、もちろん解決策が見つかることはなかったのである。







　　間章　主催者の憂鬱




「まずいですわね……」

　その頃ころ。自室にいた祇し方ほう院いんは、今日きようの途中経過を見ながら一人ひとり深刻な顔をしていた。

　問題視しているのは、第三回戦の出場者である。出場者八人の内、なんと三人が今回初参加の伊い豆ず野の宮みや学がく園えんの生徒なのだ。

　こうなる可能性を考こう慮りよしていなかったわけではない。特に今日の大会で競きよう技ぎ種目とされるゲームは、発表するまで祇方院にも分からないというランダム性の強いものでだった。そういう意味では、誰だれが勝ってもおかしくはない。特に三人のうち一人──鷹たか三み津つという参加者は敗ル者ー復ザ活ー戦ズからの勝ち上がり組で、そのときのゲームがぷよぷよだったからこそ勝てた、という印象もある。

　だが現実問題として、初出場の伊豆野宮学園勢に上位を総ナメにされてしまっては、今までの関かん東とうゲーム部ぶネットワークは何だったのかということになる。

「こんなことなら種目ゲームは初めから指定しておけばよかったわ……」

　たとえば前回大会で使われたゲームでまた対戦ということにしておけば、経けい験けんが少ない分伊豆野宮の勝率は減っていただろう。

　いずれにせよ、後悔先に立たずである。こうなったら自分と、それからもう一人ひとり勝ち残っている部長──《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》とでなんとかするしかない。しかし《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》はゲームは上う手まいクセにとにかく気分屋で荒あらがあり、勝つときは勝つが負けるときはあっさり負けるのだ。三回戦で使われるゲームによっては、勝率は著しく下がるだろう。

「最悪の状況になったら、あの手を使うしかありませんわね」

　伊い豆ず野の宮みやの生徒が三人勝ち残った以上、その誰だれかが優ゆう勝しようする可能性は十分にある。

　だが、少なくともあの岸きし嶺みねという男子生徒が優勝することだけは、なんとても避けなければならなかった。
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　午後七時半。個人戦の勝者が決まる決勝戦の開始時刻である。

　天てん道どうにとんでもないものを見られてしまった岸きし嶺みねは、結局打開策を考え付くこともできず、憂ゆう鬱うつな気分のまま会場へと向かった。

「遅いぞ岸嶺君！　こっちだ！」

　伊い豆ず野の宮みやのテーブルには、すでに瀬せ名な先生を含む仲間たちが来ていた。ただし、天道の姿は見えない。

「どうも、すいません。……あれ？　浴衣ゆかた？」

　先に来ていた鷹たか三み津つたちが、なぜか浴衣を着ていた。浴衣といっても夏祭りに出かけるような派は手でなものではなく、温泉旅りよ館かんになら常時置いてあるような地味な浴衣である。

「な、なんで……浴衣？」

「部へ屋やに常備されてたんです。この合宿所の名物だそうですよ」

　嬉うれしそうに言う。会場を見れば鷹三津だけではない、半数ぐらいの女子が浴衣姿だった。

　一体どこの世界に浴衣をレンタルできる合宿所があるのか、と色々思うところはあるが、すぐにバカらしくなって諦あきらめる。ここが合宿所ではなく旅館とでも考えれば不ふ思し議ぎなことではない。

「どうですか？　似合います？」

　少し照れ臭そうに、鷹三津が訊たずねてくる。

「え？　あ、うん、新しん鮮せんでいいと思うよ」

　言ったあとでこの褒ほめ方かたはどうなのかと思ったが、「そうですか、ありがとうございます」と鷹三津ははにかんだ。

「ねえ、ちょっと」

　と、杉すぎ鹿しかの低い声が響ひびいた。当然のように彼女も浴衣姿である。

「あんたねえ、あたしになにか言うことないの？　女性が二人ふたりいて片方だけ褒めるとかおかしいでしょ？」

　なるほど、と素直に思えた。

「ご、ごめんごめん、杉鹿のも似合ってるよ」

「遅い！」

　殴られる。褒めても褒めなくても殴られるんだな──と理不尽に思ったが、一方でこのいつも通りのやり取りができることが嬉しくもあった。

　つまり、少なくとも天道は写真の件を彼女たちに話さなかったのだ。天道に感かん謝しやするのは筋違いかもしれないが、今はありがたかった。

「すまない、遅れてしまったな」

　やってきたのは天てん道どうだった。彼女らしくない遅刻である。また、彼女だけは岸きし嶺みねの部へ屋やへやってきたときと同じ制服姿だった。

「ちょっと、遅いわよ。これから本番だってのに部長が最後はないでしょ」

「申し訳ない。ちょっと考え事をしていてな」

　そういう天道の顔には、いつもの快活さが欠けているように見える。やはり写真の件が後を引いているのかもしれなかった。

『皆さま、お待たせしました。これより関かん東とうゲーム部ぶネットワーク個人戦を再開いたします』

　ステージ上に祇し方ほう院いんが現れ、そう宣言した。

『皆さまのご協力で実現した今日きようの大会も、残すところは決勝戦のみとなりました。決勝戦は、二回戦を勝ち残った六名、敗ル者ー復ザ活ー戦ズを勝ち抜いた二名の計八名によるトーナメント戦で行われます。つまり、都合三度勝利した方の優ゆう勝しようとなるわけです。ではまず、この決勝トーナメントで使用されるゲームについて発表いたしましょう』

　祇方院は封筒を取り出し、封を破って中の紙に視し線せんを落とした。

『あら、これは面おも白しろいですわね。発表いたします、ウインドウズ用ゲーム〝東とう方ほう花か映えい塚づか〟です』

　会場は一気にどよめいた。

「東方!?　ここで東方なの!?」「ＪＧＢＣで同人ゲームってアリなの……!?」

「面白いゲームならなんでもいいらしいわよ」「同人ゲームショップ主催のＪＧＢＣではよく使われてたわ」

「な、なんですかこの反応。東方ってそんなに有名なゲームなんですか？」

　そう言った岸嶺は、仲間たちの白い視線にさらされることとなる。

「あんた、日に本ほん人じんのクセに東方も知らないの？　アメリカ暮らしの長いあたしでも知ってるぐらいよ？」

「い、いや。部室でやったことはあるよ、あの対戦ＳＴＧだよね？　でもそんなに有名だったとは知らなくて」

「ま、あんたにはいつものことよね」

　祇方院の解説が続く。

『さて、ではルールを説明いたしましょう。といっても難むずかしいことはなにもございません。〝東方花映塚〟のジャンルは対戦ＳＴＧ、すなわち対戦相手よりも先に多く被弾し、ライフを失った側の敗北です。難なん易い度どはルナティックを使用、また通常の対戦ルールでは格ゲーのように二本先取が勝利の条件ですが、今回は一本先取で勝利とさせて頂きます。使用するキャラクターに制限はありません。また格ゲーと違い、キャラ変更は自由とします』

　一方、会場では甲か斐いヶが原はら女じよ学がく園えんの生徒たちが各テーブルにノートパソコンを設置していた。

『ただ今配置しているノートパソコンには、〝東とう方ほう花か映えい塚づか〟がインストール済みです。決勝戦第一試合は一五分後に行いますので、練習なさりたい方はご自由にお使いください。それではまた後ほどお会いしましょう』

「……だってさ。どうすんの、あんたたち？　また一いつ緒しよに練習でもするの？」

　唯一決勝に出られない杉すぎ鹿しかが、他ひ人と事ごとのように言う。

「そうだな……」

　と、天てん道どうも一いつ旦たんは同意しかけた。しかし、

「あ、いや。このトーナメントで激げき突とつすることが分かっている以上、『ぷよぷよ』のときのように馴なれ合うべきではない……と思う」

　珍しく迷いが見て取れた。いよいよ僕の一件が影えい響きようしてるんだろうかと、岸きし嶺みねとしては気を揉もまずにはいられない。

「なにその中途半端なの。ま、いいわ。じゃあ岸嶺、ちょっと来なさいよ。あたしがしばらく練習相手を務めてあげるから」

「え、いいの？　そりゃ僕としては助かるけど」

　確たしかに今回、杉鹿は完全に手が空すいている。教えてもらうには一番の適任者だ。

「任せなさい。ＦＰＳも『花映塚』もシューティングには違いないし、あたしが決勝出てたら優ゆう勝しようしてたわよ。じゃ、どっかそのへんの空いてるテーブルに行くわよ」

「ちょ、ちょっと待ってください」と、鷹たか三み津つ。「そういうことでしたらわたしが教えますよ」

「却下や却下、対戦者同士が馴れ合うの禁止って言ったでしょ」

「……う。あ、でしたら杉鹿先せん輩ぱい、わたしにコーチしてくださいよ。それならいいんでしょう？」

「なんであたしなのよ？　そういうことなら瀬せ名な先生にでも頼めばいいじゃない」

「たまには杉鹿先輩に教えて欲しいんです！　いいじゃないですか先輩なんですから」

　なぜか妙に杉鹿にこだわる鷹三津だった。

　鷹三津は杉鹿を打ち負かして決勝進出を決めたのだ。そのあたりの事情でなにか後ろめたいことでもあるのかもしれないな──と岸嶺は考える。

「よろしい、ではこうしようではないか！」

　そう言ったのは瀬名先生である。

「岸嶺君の教師役は私が務めよう！　杉鹿くんは鷹三津くんや天道くんの相手をしてあげたまえ！」

「ちょ、ちょっと？　なんで瀬名先生が出てくるのよ!?」

「いえ、それが公平だと思います！」と、なぜか強行に主張する鷹三津。「ゲームの知ち識しきなら瀬名先生の右に出る人はいませんから、初心者の岸嶺先輩にはぴったりですし。杉鹿先輩はわたしたちの相手をお願ねがいします。天道先輩もそれでいいですよね？」

「え？　ああうん、確たしかにそうかもな」

　天てん道どうの返事は曖あい昧まいで、こうなると杉すぎ鹿しかの方が不利のようだった。

「くっ、鷹たか三み津つめ……。なんでこうなるのよ……」

「はっはっは！　『花か映えい塚づか』のことは私がしっかり教え込んでおくゆえ心配するな！　さあ、行くぞ岸きし嶺みね君！」

「はあ。じゃ、じゃあみんな、またあとで」

　瀬せ名な先生に流されるのもなんとなく嫌いやだったが、結局抵抗はできなかった。『東とう方ほう花映塚』の勉強は確かに必要なのだ。

　別に今だけは天道部長と一いつ緒しよにいると気まずいから──とかそういった理由ではないと、自分を納得させつつ。




　　　　２




　やや不本意ながら、瀬名先生とテーブルの一つに取り付く。

「さて、岸嶺君！　ではまず、東方シリーズについて少し説明しておこう！　でなければゲーマーとして恥をかきかねんからな！」

「はあ、お願いします。一応『花映塚』も含めて、何シリーズかやったことはあるんだけど」

「そうだったな！　ではこれぐらいのことは知っているな？　東方シリーズは、同人ゲームとして作られたということを！」

「はあ、一応は。それだけ有名なゲームが、個人の趣しゆ味みレベルで作られたっていうのもすごい話ですけど」

「だが事実だ！　同人ゲームゆえ、東方シリーズは普通のゲームショップじゃ買えん！　にもかかわらず、そんじょそこらのコンシューマゲームとは比べ物にならないほどのファンがいる！　その歴史はすでに一〇年を超えており、今も新作が発売される度たびにファンが増えてるほどだ！　日に本ほんで東方シリーズを知らないゲーマーがいればモグリと言われても不ふ思し議ぎではない！」

「そ、そんなにすごいゲームだったんですね……」

　だから先ほど「東方ってそんなに有名なの？」といった質問をした際にはみんなから呆あきれられたのだろう。

「さて、ではやってみるかな！　とにかく時間がない、実戦形式で行こう。私との対戦だ！」

　そういって瀬名先生は岸嶺にゲームコントローラを手渡した。ただし、ＰＳ３やＸｂｏｘ３６０のそれとは形状、配置こそ似ているが多少の違いがある。ウインドウズ用のゲームコントローラだった。

「え？　え？　いきなり対戦ですか？」

「何事も実戦が一番だよ。その上で君になにを教えるべきかを見極めるとしよう！」




　しばし瀬せ名な先生と『東とう方ほう花か映えい塚づか』の対戦モードに興きようじる。

「ふむ！　やはり初心者とはいえ経けい験けん者しやだけあって、それなりにやり方は弁わきまえているようだな！」

「まあ基本は普通の縦たてＳＴＧですから」

　縦ＳＴＧのやり方はゼビウス、ツインビー時代から変わってはいない。敵を撃うつ、攻こう撃げきを避ける。それだけだ。使うボタンですら、このゲームでは三つしか使わない。ショットボタン、このゲーム特有の吸きゆう霊れい展開ボタン、そしてクイックカードアタックボタン──ようするにボムボタンの三つだ。

「そうだな、結局のところ相手より長く生き残ればそれだけで勝てるゲームだ！　あとは私のアドバイス通りやれば、それなりには戦えるだろうよ！　もっとも、一五分程度で教えられるテクニックなど所しよ詮せんは小手先の技、いきなり格上の相手と当たれば終わりだがな！」

「はあ、まあそうですよね……」

　とはいえ、トーナメント戦で自由に相手が選べるわけもない。対戦者の強さは運に任せるしかないのだ。

　それからしばらくの間、岸きし嶺みねは瀬名先生から花映塚の手ほどきを受けた。使用すべきキャラやゲームのコツ。限られた時間の中で、少しでも勝ちに繫つながりそうなことを学んでいく。

　そして一〇分ほどが立ったころのことである。

「よろしい、まあこんなところだろう。ではゲームの準備はこのあたりにしておくとして、だ」

　珍しいことに瀬名先生が声量を抑えていた。

「岸嶺君。一つ訊ききたいことがあるのだがな！」

「はあ、なんですか、あらたまって」

「君、天てん道どうくんとなにかあったのではないかね？」

「え」

　いきなりそちらへ球を投げられ、当然のように岸嶺は狼ろう狽ばいした。

「な、なんでそう思うんですか……？」

「どうも天道くんの様よう子すがおかしかったからな！　その上に、普ふ段だんなら真っ先にそのことを心配する君がなにも訊たずねん！　となればなにかあったと考えるのが普通だろう！」

「…………」

　なぜ瀬名先生には隠し事ができないのだろうかとまず思った。

　とはいえ、今回の件は誰だれかに相そう談だんすることなどできない。天道部長の盗とう撮さつ写真に見入っていたのがそもそもの原因です──などと告白するのはあまりにみっともなさ過ぎる。

　ところがである。黙もく秘ひを貫こうとした岸嶺は、瀬名先生からとんでもない奇き襲しゆうを受けることになる。

「いいから話してみたまえ！　どうせ理事長から強引に渡された天てん道どうくんの水着写真をうっかり本人に見られて気まずくなったとか、そんなところだろう!?」

「なななな!?　な、なんで分かるんですか!?　それ、推理とか推測で思いつくようなことじゃありませんよね!?」

「まあなにせ今回私は出番がないのでな！　適当に暇つぶしをしていた成果だよ！」

「…………」

　ひょっとして自分の制服には盗とう聴ちよう器きでも付けられているのではないかと本気で疑う。

「対処に困っているのなら私に相談してみたまえ！　教師たるもの、生徒から聞いた相談事を誰だれかにもらすようなことはせん！　一人ひとりでクヨクヨ悩み続けるのは一番良くないぞ！」

　珍しく瀬せ名な先生が頼もしく見えてしまった。

　確たしかにこんな悩み、相談できるとすれば、同じ男の瀬名先生ぐらいだろう。それに、どういうわけか先生には事情までバレているのだ。

「……お察しの通りです。理事長から押し付けられた部長の写真が、僕の制服のポケットに残ってて。それを部長に見られちゃいまして……」

「ふむ！　かくして君と天道くんの間に変な空気が横たわるようになったというわけだな！」

「ええ、まあ。それで部長にはなんでそんな写真持ってるのかって問い詰められたんですけど、理事長に押し付けられたって言っても信用されるとは思えませんし……。あ、でも瀬名先生が一いつ緒しよに弁べん護ごしてくれたら信じてくれるかも……」

「悪いがそれはできんな！　校内のあちこちに仕掛けてある隠しマイクのことが露ろ見けんしてしまうではないか！」

「…………」

　隠しマイクだの盗撮だのと、あの学園はどうなってるんだろうと本気で心配になる。

　だが、ある意味で納得もする。あの理事長にしてこの教師ありなのでは、と。

「いずれにせよ、別に悩むほどのことでもないだろう！　いっそ正直に天道くんに言ってやりたまえよ！　キミの体が余りに綺き麗れいだったんでつい写真に残しておきたくてね、とでも！」

「そ、そんな露ろ骨こつな……！　まずいですよ、それじゃまるで、部長の体が目当てみたいじゃないですか」

「なにがまずいのかね!?　若い人間なら異性への興きよう味みぐらいあって然しかるべきだ！」

「ちょ、声が大きいですよ先生！」

「おおそうか！　とにかく、天道くんとてそれぐらいのことは分かっているであろう。それに綺麗だと言われて喜ばない女というのもまずおらん。まあ見ず知らずの男に突然そう言われれば警けい戒かいもされるだろうが、君は一応天道君ともそれなりの付き合いがあるからな！　普ふ段だん真ま面じ目めにやっている分、たまに歯の浮くセリフを言ってやればわりと効くだろうよ！　ギャップというやつだな！」

「……ほ、本当にそういうものなんでしょうか？　僕がそんなこと言っても絶対似合わないんじゃ……」

「虎こ穴けつに入いらずんば虎こ児じを得ずだよ！　大体すでに君は恥ずかしい場面を見られているんだ、これ以上なにを怖がる必要がある!?　それにだ、とにかくそうでもして解決しなければ今後一体どうするつもりかね!?　いつまでも君と天てん道どう君にあんな空気を作られたままでは、チームが崩ほう壊かいしかねんだろう！」

「……ごもっともです」

　変人であってもさすがは人生の先せん輩ぱいだった。瀬せ名な先生の言葉は、確たしかに説得力に溢あふれていた。

「分かりました。折を見て部長と話をしてみます」

「うむ、それがいい！」

　一人ひとりでクヨクヨ考えこむのはよくない。今回ばかりは、瀬名先生に相そう談だんしてよかったと素直に思えた。

『お待たせしました。時間となりましたのでこれより決勝トーナメント第一試合を始めます』

　再び壇だん上じように祇し方ほう院いんが立ち、待ちかねた参加者と見学者たちの拍手がチラホラと上がる。

『それでは、早速組み合わせを発表いたします。第一試合は伊い豆ず野の宮みやの岸きし嶺みねさん、そして対戦相手は、光ひかりが丘おか女じよ子しの篠しの崎ざきさんです』

「い、いきなり僕か……！」

　少し体がすくんだ。できれば、他ほかの参加者同士の試合を見て少しでもコツを学んでおきたかった。

「ほう！　しめたぞ、対戦相手がモブキャラだ！」

　岸嶺とは反対に、瀬名先生は喜色を浮かべる。

「も、モブ？　なんですかそれ」

「名前もないＮＰＣキャラのことを指すゲーム用語だ！　ようは脇わき役やくで終わって二度と出てこないようなキャラのことだよ！」

「つ、つまり僕の対戦相手がそのモブキャラだと……？」

「そうだとも！　世の中には流れというものがある！　このタイミングで君の知らない、初めて聞くような名前の相手が出てきたとすれば、多た分ぶん強敵ではないぞ！」

　ひどい決め付けだった。

「そんな。確たしかに名前を知ったのは今ですけど、仮にも決勝まで残った相手ですよ？　弱いとは思えないんですけど……」

「なに、使用されるゲームがランダムのＪＧＢＣではよくあることなのだよ！　バーチャやぷよぷよでは敵なしの鷹たか三み津つくんも、みんＧＯＬではあっさり敗退しただろう!?」

「はあ、そういえばそうですけど……」

「どうしても心配なら一つ策があるぞ！　対戦前に『へっへっへ、いい乳してまんなー』とでも言ってやれ！　どうやらこの大会の参加者は例によってあまり男に免疫がないらしい。対人戦は相手を動揺させられればこっちのものだからな！」

「勝つ以前にセクハラで叩たたき出されますよそんなの！」

　ロクなアドバイスではない。やむを得ず、覚悟を決めてステージへ上がる。

　同じくして対戦者もやってきた。天てん道どうや杉すぎ鹿しかや鷹たか三み津つと比べると、ごく普通に見える高二ぐらいの少女である。

「よ、よろしくお願ねがいします」

　どこかおどおどとしているように見えるのは、やはり対戦相手が男だからだろうか。

「こちらこそ」

　できるだけ脅かさないように恐る恐る言葉を交わす。

　それでも、直前に瀬せ名な先生の変な言葉を聞かされたせいだろう、自然と彼女の胸元に目が行ってしまった。

　いい乳してた。

（はっ、僕はなにを!?）

　写真の一件以来、色々とおかしくなっている気がする。岸嶺は頭を振って変な考えを振り払った。

『それではコントローラでもキーボードでもお好きなものを使ってください』

　当然というべきか、岸嶺も対戦相手の篠しの崎ざきという少女も、キーボードではなくコントローラを取った。

　ゲームが起動する。

　東とう方ほう花か映えい塚づかと書かれたオープニングが表示され、荘そう厳ごんなＢＧＭが流れた。そのＢＧＭもまた、東方の人気の秘密であるらしい。瀬名先生いわく、

『東方シリーズが根強い人気を持つ特徴は三つある！　一つは個性的かつ多彩な登場キャラ、そしてもう一つは質の高いＢＧＭ。そして最後に、製作者の意向によりそれらグラフィックやＢＧＭの二次創作が自由になっているということだ！　それゆえ東方シリーズの同人誌や同人映像などの制作が盛んとなり、更なる人気に繫つながってるというわけだ！』

　岸きし嶺みねはコントローラを操そう作さし、まずオプションからキーコンフィグをいじった。続いて対戦モードに入り、キャラ選択を行う。

『東方花映塚』は対戦ＳＴＧという特殊なジャンルであり、まずは格ゲーのように自分のキャラを選ぶ必要がある。選べるキャラは一六人もおり、それぞれ移動速度・チャージショット・カードアタックなどに差がある。ＳＴＧではあるがキャラによって格ゲーほどに大きく戦術が変わる特殊なゲームなのだ──とは瀬名先生の解説である。

（でも、僕ぼくには瀬名先生と相そう談だんして決めたこのキャラがあるんだ……！）




　　　　◆




　先ほどの休きゆう憩けい時じ、岸きし嶺みねは瀬せ名な先生と次のような相談をしていた。

「『花か映えい塚づか』にキャラが色々あるのは知ってますけど……。僕みたいな初心者だったらなにを選べばいいんですかね？」

「うむ、悩む必要はない！　このゲームには二強──特に強いキャラとされている二人ふたりがおり、その一人ひとりを〝普通の魔ま法ほう使つかい〟霧きり雨さめ魔ま理り沙さという！　君が選ぶべきはこの魔理沙だろうな！」

「はあ。なにか理由があるんですか？」

「もちろんだとも！　いいかね、もし杉すぎ鹿しかくんが決勝戦に出ていたなら、使用キャラは魔理沙だっただろう！　なぜだと思うかね？」

「はあ、いえ、さっぱり分かりません。というかなんでここで杉鹿の話が……？」

「まあ聞きたまえ！　いいか、霧雨魔理沙は金髪キャラで言葉遣づかいも乱らん暴ぼうだったりするのだ！　なんだが杉鹿くんっぽいだろう？　それに名前の語ご呂ろもいいではないか、杉鹿魔理沙、なんてな！」

　ひどい理屈だった。

　キャラ選択画面で魔理沙を表示させてみる。確たしかに金髪キャラでどことなく雰囲気も杉鹿に似てるような気もする。それに他ほかのキャラと比べると、若干背も低いかもしれない。

「まあそれはともかく、杉鹿くんが魔理沙を使うのは本当だぞ！　部活で『花映塚』をやったときは必ず魔理沙を使っていたからな！」

「はあ。それで、決勝に出ない杉鹿の話が、どうやったら僕のキャラ選択に繫つながるんですか？」

「こう考えたまえ！　杉鹿くんが出ないということはすなわち魔理沙使いが一人減ると！　ゆえにキミは魔理沙を使うべきだ！」

「……あの。理屈が分からないんですけど」

「つまりだな、君が使うべきキャラは二強のどちらかにすべきだが、それは他の参加者にも言えることだ！　となれば必然的に同キャラ対戦になる可能性も高まる！　だが同キャラ対戦はどうしてもお互いの実力差が出やすく、初心者の君は間違いなく不利だ！　ゆえに君は杉鹿くんが出ない分同キャラ戦となる確かく率りつが低くなる魔理沙を使うべきなのだ！」

　かなり微妙な根拠だった。

「ちなみに、二強ってことは、もう一人強いキャラがいるんですよね？」

「うむ！　東とう方ほうシリーズの主人公、〝楽園の素す敵てきな巫み女こ〟こと博はく麗れ霊い夢むというキャラがそれだ！　間違いなく天てん道どうくんはこいつを使ってくるだろう！」

「ま、また断言するんですね。なにか根拠が……？」

「うむ！　霊夢というのは黒髪で巫女っぽい装しよう束ぞくをしてるからだ！　それに名前の語呂もいい、天てん道どう霊れい夢む、なんつってな！」

「また適当な……。あ、いやでも、僕と部長が『花か映えい塚づか』をやったときも霊夢を使ってましたね」

　黒髪巫み女こ装しよう束ぞくで主人公。確たしかに天てん道どうにはピッタリな気がする。そしてただピッタリというだけではなく、霊夢というのは二強の一角らしいのだ。となると、充分その可能性はある気がしてくる。

「そうか、ようやく先生の言いたいことが分かってきましたよ。まず二強のどちらかを使うべきとして、部長が霊夢で来る以上、僕は経験の差が出やすい同キャラ戦を避けるために、魔ま理り沙さを使うべきってことですね？」

「うむ！　もっとも、キャラ変更は自由と聞いている！　東方には二強という括くくりの他ほかにも三強、六強、準六強という括りまであってな！　なんだったらそういったキャラを使って奇き襲しゆうに出てもいいだろう！」




　　　　◆




　奇襲。瀬せ名な先生の好きな言葉だが、花映塚においてなにが奇襲になるか分かっていない岸きし嶺みねには無意味だった。

　かくして、岸嶺が選ぶべきキャラは一人ひとりしかいなかった。

『さあ、二人ふたりともキャラ選択を終えました。篠しの崎ざき選手は小お野の塚づか小こ町まち、岸嶺選手は──霧きり雨さめ魔理沙ですね』

　小野塚小町。赤い髪と、身長よりも大きな死神の鎌かまを持っているのが特徴で、その肩書きを〝三さん途ずの水先案内人〟という。

　小野塚小町は二強ではない。とはいえ、二強を含む六強という括くくりには入っている。実際、ゲーム中でも小町はラスボスの一つ前のステージで登場するキャラで、かなり強い攻こう撃げき手段を持っている。それに、参加者の使うキャラが二強に偏かたよるだろうという推測を、他の参加者たちがしていてもおかしくはない。となれば、あえて二強を外すという選択肢もあるのかもしれない。

『それでは〝東とう方ほう花か映えい塚づか〟を使った決勝トーナメント第一回戦、始めてください』

『決けつ闘とう開始！』と画面に表示され、勇壮なＢＧＭとともに花映塚の独特な対戦画面が表示される。『ぷよぷよ』のような左右に二分割されたフィールドだ。二人の対戦者はぷよぷよよろしくそれぞれ自分のフィールドでＳＴＧを行い、その結果によって対戦相手に様々な妨害を仕掛けることができる。

　今回は左側が岸嶺のフィールドだ。ツインビーやソルバルウのように操そう作さキャラとして魔理沙がおり、自フィールド下部には四段階のチャージゲージがある。ただし、開始初期のチャージゲージは一目盛り分しかない。

　その他、画面上部には五つのライフ、右上にはスコア表示。そして左上にはこのゲーム特有の、スペルポイントと呼ばれる数値表示欄らんがある。これは敵を連続で倒し続けると増え続けていくポイントで、多ければ多いほど様々な恩恵を受けられる。

　画面内に敵が現れた。このゲームの雑ざ魚こ敵てき、妖よう精せいだ。

　このゲームに出てくる敵は基本的に四種類だけだ。雑魚敵である妖精と幽ゆう霊れい、長期戦になると出てくる妖精の親玉とも言うべきリリーホワイト、そしてボスである。雑魚敵の妖精はグラディウスで最初に出てくる雑魚的のように、一列になって編へん隊たいを組み、次々画面に現れてくる。

　岸きし嶺みねはショットボタンを連打して迎げい撃げきした。雑魚だけあって少しショットを受けるだけで簡かん単たんに撃破できる。そして妖精は撃破されると小さな爆ばく風ふうを放つという特徴がある。放たれた爆風は他の敵を巻きこむという特徴があり、一列縦じゆう隊たいとなっていた妖精はボンバーマンの爆弾よろしく次々連れん鎖さ・爆破されていった。対戦相手の篠しの崎ざきという女子も同様で、次々妖精を撃破していく。

　敵を倒した結果、岸嶺と篠崎双方のフィールドに白い小さな弾が現れ、次々自キャラ目掛けて飛来してくる。それこそが『東方花映塚』の肝きも、弾幕アタックだ。妖精を倒せば倒すほど、対戦相手におじゃまぷよよろしく白弾を送り込むことができるのだ。しかも難なん易い度ど設定が一番難むずかしいルナティックに設定されているだけあって、序じよ盤ばんからかなりの数の白弾が出てくる。

　だが、白弾は妖精撃破の爆風で消せるという特徴がある。それを計算に入れ、弾幕の密度が濃こいところで妖精を撃破、自身の通り道を作っていく。

　さらに白弾を消すことで、相手フィールドに送りつける白弾の数も増える。こうして白弾は何度も送り返されるうちに、爆風で消えない大型弾に変化していずれかのプレイヤーに襲おそいかかる。ゲームが進むにつれ、画面内に存在する白弾や大型弾の数はどんどん増えていくのだ。

　さらに、妖精を連続で倒すと画面内に幽霊と呼ばれる鳥形の敵が現れるようになる。この幽霊は妖精の爆風で誘爆することはできるが、硬く、ショットで撃げき破はするのは困こん難なんだ。

（えい、吸霊だ！）

　吸霊フィールドを展開させる。このゲームの特徴の一つだ。自キャラを中心に、結界のようなフィールドが展開される。魔ま理り沙さの場合はかなり特殊でレーザーのような直ちよく線せん型けいのフィールドだ。自キャラから画面の上端まで伸びる前方特化型である。

　吸霊フィールドの展開中は、まず自キャラの速度が遅くなる。そうなれば当然素す早ばやい行動はできなくなるが、襲おそい来る嵐あらしのような弾丸から身を守るには移動速度は遅い方が有利なときも多い。

　また、この吸霊フィールドを幽霊に当てると活性化させることができる。活性化した幽霊は鳥形から丸い人ひと魂だま型がたとなり、ショットで簡かん単たんに撃破できるようになる。

　さらに幽霊や妖精を倒せば、キャラ固有のもう一つの妨害攻撃、ＥＸエクストラアタックを仕掛けることができる。

　ＥＸアタックの多くは、特殊な妨害攻こう撃げきを相手フィールドに送りつけるものだ。対戦相手・篠しの崎ざきの操あやつる小お野の塚づか小こ町まちのＥＸアタックは〝故人の縁えん〟。相手フィールド──この場合は岸きし嶺みねのフィールド──の一箇所から、三さん途ずの川かわの渡り賃よろしく銭ぜにの形をした弾が実に百個以上も吹き出し、大きく広がっていくのだ。

　花びらのように広がっていくその様さまは、ただの弾幕であるにもかかわらずまるで花火のように美しい。しかし、実質百発以上もの特殊弾を撃うたれた方はたまったものではない。ただでさえ白弾・妖精・幽霊などの通常の敵はそのままなのだ。今や岸嶺のフィールドに存在する敵や弾の数は二〇〇近いだろう。小野塚小町が六強とされる所以ゆえんである。

　岸嶺も負けずに幽霊を活性化しつつ攻撃して撃破、ＥＸアタック〝アースライトレイ〟を相手フィールドに送りこむ。

　これは、相手フィールドの一番下から真上に向けて発射されるレーザー攻撃だ。しかもそのレーザーは、出こそ少々遅いが弾速は一いつ瞬しゆんで、下から上まで届く。一時的ながら完全に相手フィールドを分断できるのだ。

『ついに出始めました、魔理沙のアースライトレイです』

　司会がわざわざ解説を始めるほど、その威力は嫌いやらしい。

　そもそも『花か映えい塚づか』で出現する弾の多くは、フィールド上部から発生するため、プレイヤーの意い識しきも自然とフィールド上部へ向けられる。そこへ後方から攻撃されるようになれば、プレイヤーはフィールドの全域に注意を向けなければならなくなる。さらに連続でアースライトレイを喰くらい、何本ものレーザーに挟まれれば逃げ場もなくなる。魔理沙が二強の一角と言われる所以だ。

　そうこうしているうちに、画面左上に表示されたスペルポイントが一〇万を超えた。この瞬しゆん間かん、もう一つの攻こう撃げき手段、ボスアタックが発動する。

『花映塚』に登場する敵、ボス。それは対戦相手の分身だ。

　篠崎のフィールドに、ホウキに乗った魔ま理り沙さの分身が現れた。そしてボスアタックの言葉通り、ボスとしてその場に留とどまり様々な激はげしい攻撃を開始する。

　だが、少し遅れて篠崎もスペルポイント一〇万を超えた。ボスリバーサルが発生する。ボスアタックを受けている最中にボスアタックを出すことで発生するカウンター技だ。篠崎のフィールドにいた魔理沙が消え去り、反対に篠崎の操そう作さする小野塚小町の分身が岸嶺のフィールドに発生。ボスとして攻撃を加えてくる。

「ぐええええ」

　ただでさえ、送り返された白弾と大型弾とで画面は一杯だ。そこに六強の一人ひとりたる小野塚小町のボス攻撃が加わると、いよいよ逃げ場もなくなる。

　ただし、回かい避ひ手段はある。

　このゲームでは、「ショットボタンを押してチャージアタックをする」ことができる。ショットボタンを押しっぱなしにして離はなせば、Ｒ─Ｔｙｐｅで言うところの波動砲、ようするに溜め撃ちチヤージシヨツトができる。魔ま理り沙さの溜め撃ちチヤージシヨツトは〝イリュージョンレーザー〟だ。アースライトレイのような強力なレーザーを発射する攻こう撃げきで、威力は極めて高く、さらに貫通効果があり、特にボスには有効だ。

　さらに、チャージアタックとは別に、「チャージゲージを増加させる」ことができる。最初、チャージゲージは一目盛り分しかないが、敵を倒していくことで段々と溜まっていき、最大四目盛り分まで伸び、より強力なアタックが可能になる。

　たとえばゲージが二目盛り必要なチャージアタックをすると──この際、チャージに必要な時間は溜め撃ちチヤージシヨツトの倍になる──カードアタックという各キャラ固有の必殺技が出せる。これをＣ２という。チャージゲージ三目盛り使ったアタックならＣ３、四目盛りならＣ４だ。

　このとき岸きし嶺みねは、チャージゲージ二目盛り分を必要とするＣ２〝魔ま符ふ『スターダスト』〟を発動させた。

　まず自キャラ周囲に円形の衝しよう撃げき波はが発生、周囲の白弾や大型弾等、フィールドの半分近い面めん積せきに存在するすべての弾を消し去っていく。さらに相手フィールドの画面端から、斜め四五度の角度で白弾の列と星の形をした特殊弾の列が流れ星よろしく落ちてくる。

　これこそが花映塚におけるメイン攻撃、自フィールドの弾を消しつつ相手を攻撃するＣ２アタックである。

　ただし、Ｃ２を使用するとチャージゲージを一目盛り、Ｃ３なら二目盛り消失するため、たとえゲージが四つ──満タン状態でもＣ２は連続で三度までしか使えない。

　さらにＣ２の場合、相手に送り込む弾の半分近くが白弾になってしまうという特徴がある。白弾は当然打ち消され、送り返される危険を持つ。

　まさに懸け念ねん通り、篠しの崎ざきはこのとき溢あふれ返る弾幕に対し、Ｃ３〝投なげ銭せん『宵よい越ごしの銭ぜに』〟を使用。小こ町まち周辺のあらゆる弾が打ち消され、そのうちの何割かは弾幕アタックとして岸嶺のフィールドに送り返された。

　しかも、Ｃ３にはＣ２との違いがある。Ｃ２は相手に白弾を送り込むが、Ｃ３では大型弾か特殊弾しか送り込まないのだ。

　岸嶺のフィールドに、再び何十個もの銭の嵐あらしが巻き起こった。白弾なら付近の妖よう精せいや活性化させた幽ゆう霊れいを爆ばく破はすることで消せるが、Ｃ３の弾は消せない。

　しかも岸嶺のフィールドには先ほどリバーサルされたボスがおり、様々な攻撃をしてきていた。

　三種の攻撃が一斉に襲おそい掛かる。画面全体が弾で埋め尽くされているかのようだった。弾幕ゲーの真しん髄ずい、ここにありである。

「まだまだ！」

　幸いなことにまだ残っていたゲージを使いＣ２を発動して周囲の弾を排除、弾幕の空白地帯を作り、退たい避ひしつつボスにチャージショット〝イリュージョンレーザー〟を当てていく。

　ついにボスが消滅した。そして、少し遅れてアイテムが出現する。苦労してボスを倒したときの唯一の特典だ。

　このとき岸きし嶺みねが入手したのは、〝ＥＸ〟という文字が書かれたアイテムだった。これを取得すれば、その瞬しゆん間かんに相手フィールドに無数のＥＸアタックが送り込まれる。

　相手フィールドがアースライトレイのレーザー光こう線せんで埋まった。こうなると相当動きが制限されることになる。

　やむを得ずというべきだろう、篠しの崎ざきがまたＣ２を使用。だが岸嶺はこれを読んでいた。自ら危険な前の方に進んでいく。

　岸嶺のフィールドに弾幕が生まれる。小お野の塚づか小こ町まちのＣ２弾幕は、弾が大きく広がることで最大限の効果を発揮する。逆に言えば、発動した瞬間は面めん積せきの小さい弾の重なりでしかない。

　そこを狙ねらってチャージしていたＣ２を発動。相手の弾幕を出始めでことごとく消し去りつつ、また弾幕アタックやＥＸアタックを仕掛ける。

　再び相手フィールドに弾の雨が広がった。篠崎もＣ２で回避していくが、ゲージにも限界はある上に、魔ま理り沙さのＥＸアタック〝アースライトレイ〟はＣ２でも打ち消せない。段々と逃げ場がなくなっていき、ついに被弾する。

『東とう方ほう花か映えい塚づか』では五つのライフが与えられる。ただし、それは五回の被弾に耐えられるというわけではない。受けるダメージ量はゲーム開始後、一二秒ごとに増えるという特徴がある。

　このときすでにかなりの時間が経過していたこともあり、篠崎が受けたダメージは、最大値の３だった。

　これでライフの残りは、岸嶺５に対し篠崎２。

　とはいえ、岸嶺にとっていいことばかりではない。被弾した篠崎にはチャージゲージが一つ分増加するという特典が与えられ、さらにスペルポイントがゼロになる。

　スペルポイントはボスアタックなどに繫つながる数値で高いに越したことはないが、ボスアタック発動は一〇万点、三〇万点、五〇万点のときである。単純な話、一〇万から三〇万に伸ばすより、〇から一〇万に伸ばす方が早いに決まっているのだ。

　かくして、すぐにまた激げき戦せんとなる。妖よう精せいを倒し白弾を送り、あるいは送り返され、ボスアタックを仕掛けてはボスリバーサルで返す。

　しかも、このゲームではカードアタックレベルとボスアタックレベルという二つの難なん易い度どが存在する。どちらも基本的に対戦が長引くほど高くなり、カードアタックレベルが高ければＣ２やＣ３の攻こう撃げきが、ボスアタックレベルが高ければボスの攻撃が激はげしさを増す。

　ようするに弾幕の量は時間に比例して増えていく。後半になればなるほどフィールドは弾幕で覆おおい尽くされるようになるのだ。

　もちろんＣ２を使えば回かい避ひは容易だが、後半になればチャージゲージを二目盛り分溜ためる間もなく弾幕が襲おそい掛かってくる。そうなると、もはや手動で弾幕を回避しなければならない。

「あ」

　岸きし嶺みねもチャージの開始タイミングを間違え、ついに被弾。

　それからしばらくして篠しの崎ざきもまた弾丸の雨を回避し損ね、被弾。本来なら二つ分のライフを失う場面だが、このゲームではどれだけ大量のダメージを受けても、ライフは必ず０・５個分だけ残ることになっている。

　かくして、彼ひ我がのライフ量は岸嶺２に対し、篠崎は０・５となった。ここで篠崎があと一発被弾すれば岸嶺の勝利だった。

　だが、ライフが最後の半目盛り０・５になるとまた特典がある。必ずチャージゲージが四目盛り分まで、つまりフルまで伸びるのだ。

　四目盛り分のチャージゲージを得た篠崎は、ここでＣ４を使用した。Ｃ２、Ｃ３は自フィールドの弾を消しつつ相手に攻撃するが、唯一Ｃ４だけは違う。自フィールドの弾を消すという点では同様だが、Ｃ４ならボスアタックとなる。

　岸嶺のフィールドに再び小お野の塚づか小こ町まちの分身が出現、猛烈な勢いで特殊弾を撃うってくる。

　だが、岸嶺は小刻みにＣ２を使用し、必死に回避した。Ｃ２の使用はさらなる白弾の嵐あらしを呼ぶが、構わずにＣ２を使用し続ける。

　岸嶺がまた被弾。ライフ残量は半目盛り分になり、王手がかかる。だが同時にチャージゲージが四つ分増加。対する篠崎は、ゲージ消費量の大きいＣ４を使用したため、もうゲージがなかった。

　しかも、六強に数えられる小野塚小町には一つだけ欠点がある。幽ゆう霊れいを活性化させる吸霊フィールドが、フィールド全体におよぶ──すなわち、吸霊フィールドを出した瞬しゆん間かん、画面全体の幽霊が活性化するのだ。活性化した幽霊はショットで倒しやすくなる反面、一定時間内に倒せないと自じ爆ばくして大型弾を吐き出すという特徴がある。ゲーム後半では命取りになりかねない。

　さらにこのとき、このゲームに出てくる唯一の中ボス、リリーホワイトが出現した。リリーは自分と対戦相手、双方のフィールドに同時に現れ、一斉に大型弾や白弾を撒まき散らすだけ撒き散らして帰っていく。

　かくして、ゲージがなくなり幽霊の対処にも困り、さらにリリーの放った弾幕によって逃げ道を封じられた篠崎は──ついにまた被弾。ライフをすべて失い、小野塚小町は消滅した。

『試合終了です、勝ったのは伊い豆ず野の宮みやの岸嶺選手です』

（ふう）

　どうにか勝って、岸嶺は一息ついた。

　決勝戦に出場し、そこで堂々と一勝したのだ。本来ならもっと喜んでもいいところだが、なんとなくその気にはなれなかった。

　まだ強力なライバルが残っているというのはもちろんあるが、それ以前に今の対戦相手が瀬せ名な先生の指摘した通りの相手だったからだ。すなわち、ここまで勝ち進んできた以上『ぷよぷよ』や『みんＧＯＬ』は得意なのかもしれないが、『東とう方ほう花か映えい塚づか』はそうでもなかったと。プレイを見ていれば分かる。ＳＴＧはそれなりに上う手まいようだが、知ち識しきが足りていない。彼女には勝てて当然だったのだ。

　と、ステージから去ろうとした岸嶺だったが、一つだけ問題があることに気付いた。

　天てん道どうたちのいるテーブルへ戻るべきか、あるいは瀬名先生のいるテーブルへ戻るべきかだ。

　普ふ段だんなら、三人の美少女たちを放置して白衣の変態教師のもとに戻る理由はない。だが今日きようだけは天道のもとへは戻り辛づらかったのだ。

（今日はみんなとはライバルなんだし、問題ないよね……）

　結果、岸きし嶺みねは瀬名先生の方へと足を向けることとなった。

「お見事！　どうにか勝ったではないか、さすが我が教え子だ！」

「はあ、どうも」

　開口一番、先生に褒ほめられる。天道たちに褒められるよりいささか嬉うれしさが半減するのは仕方なかった。

「とはいえ、浮かれんようにな！　恐らく先ほどの対戦相手は、あまり対人戦の経けい験けんがなかったのだろうよ！」

「ええ。Ｃ３とかＣ４とか普通に使ってきましたもんね……」

　Ｃ２とＣ３は、効果がほぼ同じだ。ただしＣ２には白弾が混じるがＣ３には混じらない。相手に白弾を送りこんでも妖よう精せいや幽霊の誘ゆう爆ばくであっさり消され、撃うち返される可能性があるため、初心者はＣ２よりもＣ３の方が有利だと考えるときがある。

　しかし当然だがＣ２はチャージゲージを一目盛り失うのに対し、Ｃ３は二目盛り失う。なおその上に、放つために必要なチャージ時間も長い。

「Ｃ２のみを回かい避ひ専用と割り切って使い、チャージゲージを節約するのがこのゲームの対人戦のセオリー……ですよね」

「そうだ！　ただでさえ難なん易い度どはルナティック、そのことを覚えておかなければ一いつ瞬しゆんで灰にされるぞ！」

　たとえＣ２で白弾を送りこみ、撃ち返されとしても、送り込まれた白弾をこちらがまた撃ち返せばいい。Ｃ３でゲージを無む駄だ遣づかいすることこそ忌避すべきなのだ。

『それでは決勝トーナメント第二試合の組み合わせを発表いたします』

　壇だん上じようでは祇し方ほう院いんが大会を進めていた。

『第二試合は……白しら坂さか女じよ子しの伊い丹たに選手、それから……わたしです。恐れながら、司会は一時中断させて頂きます』

　祇方院はそう言うと、コントローラを手に取り参加者の定位置についた。

『それでは、第二試合を始めさせて頂きます』

　マイクを置き、画面に向き直る。参加者兼司会というのは色々大変そうだった。

「あの人か……」

　祇し方ほう院いんという大おう仰ぎような名前を持つその少女の実力は、あまり詳しくは知らない。みんＧＯＬのときは同じ組だったし、ぷよぷよでもその対戦っぷりは見ている。とはいえ、みんＧＯＬ、ぷよぷよが上う手まくてもＳＴＧが得意とは限らない。

「むう！　片方は名前もありキャラも立ってる一方、もう一人ひとりは聞いたことのない名前！　この試合も勝敗は見えたな！」

「また身みも蓋ふたもないことを……」

　とはいえ、なんとなく祇方院が勝つのでは、という気はしていた。なにせ彼女は関かん東とうゲーム部ぶネットワークを主催し、多くの人々を引っ張っている立場にある。それなりの人望がなければ不可能なことだ。そしてゲーマーが人望を得る最大の手段はゲームの腕を見せ付けることだけである。

　果たして、岸きし嶺みねと瀬せ名な先生の推測の正しさは、すぐに証明されることとなる。

　祇方院の使用したのは、四し季き映えい姫き・ヤマザナドゥというキャラであった。通称〝楽園の最高裁判長〟、種族は閻えん魔まという設定である。『東とう方ほう花か映えい塚づか』においてはラスボスキャラでもある。

　対するは、二強の一角・魔ま理り沙さであった。

「うーむ！　しかしこれは映姫が不利だぞ！　映姫は六強の一人とされるが、魔理沙とは相性がよくないと言われているのだ！」

「へえ」

　魔理沙は今や岸嶺の持ちキャラである。その魔理沙がどう戦い、映姫がどう対抗するのか、非常に興きよう味み深ぶかい一戦だった。

　岸嶺が注目する中、両者の対決は静かに始まった。二人ふたりともまずはスペルポイントを順じゆん調ちように上げていく。この際動きが鈍にぶかったのは四季映姫の方で、最初に一〇万に達してボスアタックを仕掛けたのは魔理沙の方だった。

　しかし、ボスが出現した直後、四季映姫もまた一〇万に到達。ボスリバーサルでまんまとボスを返した。

「今のってひょっとして狙ねらってたんですかね？　相手より遅く一〇万スペルポイントに達することで、相手が呼んだボスを即座に返すつもりだったとか」

「うむ、可能性はあるな！　対戦相手のスペルポイントを見ながら弾幕を回かい避ひするのはかなり困こん難なんのはずだが！」

　岸嶺も、自分のプレイに視し線せんを向けつつ相手の状況を把握するという練習をしてはいる。しかし、襲おそい来る弾幕をかわしつつ相手フィールドに小さな字で表示されるスペルポイントを読み取るというのは、まず不可能だった。

　あるいは、弾幕と弾幕の間を見切って視し線せんそのものを相手のスペルポイント表示に向ければ不可能ではないが、絶え間なく襲おそってくる弾幕の中、自分のフィールドから目を離はなすというのはかなりの勇気がいる。祇し方ほう院いんが意図してそれをやっているのなら、かなりのテクニックである。

　しかも、攻こう撃げきが激はげしくなってくるこの頃ころから四し季き映えい姫きが魔ま理り沙さを圧倒し始めた。四季映姫のＥＸアタック〝弾幕裁判〟が効果を発揮し始めたためである。

　魔理沙のフィールドに渦のような特殊フィールドが発生、そこから卒そ塔と婆ばの形をした特殊弾が次々撃うち出され、フィールドが埋まっていく。もともとラスボスだけあって、その攻撃力は非常に高い。

　さらに相手が防戦一方になったところにＣ３攻撃〝罪符『彷徨さまよえる大罪』〟で追撃、相手の画面にこれでもかというほどの弾幕を送り込んでいく。

「あれ、あの人Ｃ３使ってますよ!?　Ｃ３使うのって禁じ手じゃ……」

「何事も例外はあるのだよ！　映姫のＣ２は相手フィールドの一点から無数の白弾を生み出すという技でな！　妖よう精せいを一匹重ねて爆ばく破はするだけで九割方除去される上に撃ち返しされるので大変に弱いのだ！　しかしＣ３なら白弾が卒塔婆弾になるため消される心配がなくなるのだ！」

「なるほど。映姫に限ってはＣ３で攻撃するのもアリなんですね」

「そうはいってもＣ３はＣ２ほど連発が効きかん！　Ｃ２回避できる回数が少なくなる分、自力での弾幕回避が不可欠となる！　たやすいことではない！」

　しかし祇方院はそれをやってのけていた。後ろや左右から襲い来る魔理沙特有の攻撃を次々回避し、Ｃ３を連発。時折被弾することもあったが、魔理沙はそれ以上に多く被弾していた。

（地力が違うんだ……！）

　最終的に、祇方院の四季映姫が勝ち残ったのは当然の結果とでも言うべきだった。

「次は、彼女が相手か……」

「厄やつ介かいだな！　君の使う魔理沙なら組しやすい相手のはずだが、経けい験けんはどうみても相手の方が上だ！　ただでさえ『スパⅣ』のリュウのごとく、『花か映えい塚づか』の二強は研究され尽くされているからな！」

　それでも、負けたくはなかった。せっかく仲間たちと共に決勝トーナメントまで勝ち進んだのだ。せめて負けるなら、仲間の誰だれかと戦って負けたかった。




　　　　３




　次の試合では、また一つ小さな波乱があった。

『それでは第三試合に参りましょう。まず一人ひとり目めは……伊い豆ず野の宮みやの天てん道どう選手。対戦相手は、やはり伊い豆ず野の宮みやの鷹たか三み津つ選手です』

　ついにこのときが来た、と岸きし嶺みねは思った。

　同じチームメンバー同士の対決。個人戦である以上、いつかは起こり得る試合だ。

（がんばれ、二人ふたりとも……！）

　天てん道どうとは小さな悶もん着ちやくがあったとはいえ、二人のうちどちらか片方のみを応援する気にはなれない。心の中で、岸嶺は両者にエールを送った。




　　　　◆




（ついに、このときが来たんですね……）

　鷹三津は、天道に数歩先んじてステージに上がった。

　部にはあまり参加できていない鷹三津だが、ゲーマーとしての矜きよう持じはある。それに、岸嶺と天道の仲というのはどうにもなにか匂におうのだ。その天道には杉すぎ鹿しかと同じぐらい負けたくなかった。

　鷹三津に少し遅れて、天道もステージに上がってくる。
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「ついに先せん輩ぱいと対戦ですね。よろしくお願ねがいします」

「ああ、こちらこそ」

　天道の返答には、いささか張りがなかった。

（あれ？　ちょっと様よう子すが違う……？）

　いつもの天道に比べると、どうも覇は気きがないように感じられる。

「……まあとにかく。決勝では岸嶺先輩が待ってるでしょうし、今日きようは勝たせてもらいます」

「──いや」

　初めて気合いのこもった返答を、天道は返した。

「悪いが今日はわたしも負けられないんだ。少なくとも岸嶺と戦うまではな」

「……言いますね、先輩」

　仕事の関係であまり部には顔を出していない鷹三津だが、何度か一いつ緒しよにゲームをプレイすれば、天道の強さは分かる。

　彼女はどんなゲームをやらせても、それなりに──いや、かなりの上う手まさを発揮する。格ゲーでさえ、上級者並だ。

　ズルいとさえ思えるような腕前だが、有り得ない話ではない。対戦ゲームの多くは、結局のところ反射神経が重要であり、天道はその反射神経に優すぐれているということだろう。実際、テトリスが得意な格ゲーマーもいるらしいし、ぷよぷよのとあるチャンピオンは別のＳＴＧでも名を馳はせているという。

　おまけに天道は、普ふ段だんから生徒会長という人前に出る役やく職しよくを務めているためだろうか、本番に強い。これはゲーマーには重要な資質だ。どれだけテクニックに長たけていても、本番のプレッシャーの中で発揮できなければ意味はないのだから。

　その天てん道どうが、どういう理由があるのか知らないが──あるいは彼女も岸きし嶺みねを奴ど隷れいにしたいのかもしれないが──本気で勝ちに来ている。これは激げき戦せんになる。鷹たか三み津つはそう直感した。




　　　　◆




　岸嶺はステージ上の二人ふたりの対戦者の顔を見てみた。

（真剣だ……）

　鷹三津対杉鹿のときもそうだったが、仲間同士という遠えん慮りよはまったく見られない。

　キャラ選択になった。

「あ、やっぱり……」

　天道は、瀬せ名な先生の指摘した通り〝楽園の素す敵てきな巫み女こ〟博はく麗れ霊い夢むを選択した。東とう方ほうシリーズの多彩なキャラのなかにあって、多くのシリーズで主人公を務めてきた東方シリーズの顔であり、魔ま理り沙さに並ぶ二大最強キャラの一角──とは瀬名先生の解説だ。長い黒髪に巫女装しよう束ぞくに似た衣服を身にまとったその格好は、なるほど天道が操そう作さするに相応ふさわしいキャラという感じがする。

　対する鷹たか三み津つが選択したのは、〝半人半はん霊れいの半人前〟魂こん魄ぱく妖よう夢むである。

「先生、妖夢って強いんですか？」

「うむ、強い！　その最大の特徴は、なんといってもチャージショット〝断だん迷めい剣けん〟だ！　これは自分の前方に剣の衝しよう撃げき波はを出し、襲おそい来る弾幕を消し去ることができるのだ！　ただしチャージショットゆえ連発できるわけではないし、タイミングが重要になる！」

「へえ、自分で弾幕を切れるって面おも白しろいですね。でも二強じゃないんですよね……？」

「ＥＸアタックにＣ２・ボスアタックもかなり強いが、チャージショットなどを使いこなすには習しゆう熟じゆくを要するからな！　しかし玄人くろうとが使えば相当な強さを発揮する！　霊れい夢むと魔ま理り沙さの二強に妖夢を加えて三強と称されることもあるほどだ！」

　共に強キャラの霊夢対妖夢。もはや激げき戦せんは約束されていた。

　やがて祇し方ほう院いんがゲームの開始を促した。




　　　　◆




　画面内に文字が表示される。『決けつ闘とう開始！』と。

　カードアタックレベル・ボスアタックレベル・スペルポイントとすべてが低い序じよ盤ばんは静かにゲームが進行していくが、間もなく互いのＥＸアタックが相手フィールドに登場し始め、難なん易い度どは急激に上がっていく。

　まず妖夢の〝未断の魂〟が天てん道どうのフィールドに出現する。それは非常に地味な攻こう撃げきで、黒く大きな魂が一定時間相手フィールドに存在するだけである。しかしこのＥＸアタックは相手の上部ではなく下部に出現することが多く、行動を阻害しやすい。しかも数が増えれば増えるほど画面は覆おおい尽くされ、弾も見えなくなるという副次的効果もある。

　他方、天てん道どう操あやつる博はく麗れい霊夢のＥＸアタックは〝陰おん陽みよう玉だま〟。道どう教きようのマークでもおなじみ、黒と白の魂が絡み合ったような太たい極きよく図ずマークの巨大な玉が、相手フィールドを上から下へと無造作に転がっていく。速さはどうということはないが、かなり不規則な軌道かつ巨大なため、まとめて落ちてくると逃げ道をふさがれ相当厄やつ介かいな攻撃となる。

「甘いです、この程度！」

　だが、妖夢にはチャージショット断迷剣がある。白弾はもちろん大型弾も一部の特殊弾もチャージショットで消すことができるのだ。無数の陰陽玉に囲まれれば他ほかのキャラならＣ２の即時使用を検討するところだが、こと妖夢だけは前に道を作ることで突き進むことができるのだ。

　もっとも、断迷剣には弱点もある。まずチャージショットということは、ショットボタンを押しっぱなしにしてチャージしてから放たなければならない。もちろんその間は攻撃が滞とどこおるし、連発もできない。

　そのせいだろう、ダイナミックに敵を倒していける分、先にスペルポイント一〇万点に到達したのは天てん道どうの方だった。

　だが、間もなく鷹たか三み津つも一〇万点に到達、ボスリバーサルする。

「まだまだ！」

　結果的に最初にボスと正面から戦うことになったのは天道だ。もっとも、攻こう撃げきの激はげしくない序じよ盤ばんのボスは、天道にとっては格好の獲え物ものだったらしい。

　天道操あやつる霊れい夢むは襲おそい来る弾幕の嵐あらしを気合いで避けつつショットを叩き込み、難なんなく撃破した。すかさずアイテムを取得し、逆に攻勢に出る。




　　　　◆




「むう、見ておきたまえ岸きし嶺みね君！」

　試合の最中、瀬せ名な先生が口を開いた。

「彼女たちは吸きゆう霊れいフィールドをほとんど使っていない！　幽霊を倒すときに一いつ瞬しゆん使うだけだ！」

「ああ、そういえば……。なんででしょう、確たしかに使わない方が早く移動できる分、戦いやすいってのは分かりますけど……」

　たとえば岸嶺など、吸霊フィールドは常に出しっぱなしだ。そうすることで自キャラの動きが遅くなり、その分弾幕をかわしやすくなるからだ。

「もう一つ理由があるのだよ！　吸霊フィールドを展開しっ放しだと、画面内の妖よう精せいをすべて倒さないと次の妖精の編へん隊たいが出てこなくなるのだ！」

「へ？　次の妖精が出てこなくなる？」

「ようするに、吸霊フィールド展開中は、妖精の出が遅くなると思えばいい！　妖精を倒し続けることはすべての基本だからな、それだけでも不利になる！　だから吸霊フィールドは幽霊を活性化させるときに瞬間的に使うだけの方がいいのだよ！　それに序盤はともかく、後半になると下へ手たに多くの幽霊を活性化させても倒しきれずに自じ爆ばくするだけだからな！」

「そんなルールもあったんですね。覚えておきます……。それにしても強いですね、二人ふたりとも」

　目の前で繰くり広げられる激げき闘とうに、そんな陳腐な感想を零こぼさずにいられない。

「うむ！　もともと二人ともゲーマーとしての能力が高いからな！」

　もっともな話である。

　天道の上う手まさは言うに及ばず、鷹三津もセガのゲームに限っては際立って上手い。だが、それもセガへの情じよう熱ねつという要素を別にすれば、自身のゲームスキルがあってこそなのだろう。




　　　　◆




　鷹たか三み津つは、妖よう夢むのＣ２〝迷符『纏てん縛ばく剣けん』〟を使用した。

　相手フィールドに、雨のごとく上から無数の特殊弾が降ってくる攻こう撃げきである。

　だが、天てん道どうの霊れい夢むはＣ２を使いつつ恐るべき反射神経で弾幕をかいくぐり、反撃してくる。

　鷹三津も対抗するため常にチャージしっぱなしで行動し、あるときはＣ１こと断だん迷めい剣けんで目の前に進路を作り、断迷剣で間に合わないときはそのままＣ２まで溜ため、攻撃しつつ反撃する。

「やりますね、先せん輩ぱい！」

　チャージアタック断迷剣は確たしかに弾幕を切り裂いて道を作れるが、連発はできない。断迷剣と断迷剣の間には必ずスキができ、その間は自力で弾幕を回かい避ひしなければならないのだ。

　しかし、鷹三津もセガを通してゲーム慣なれしている。嵐あらしのような弾を気合いで回避していく。

「キミもさすがだ、鷹三津」

「まだまだ、ここからです！」

　両者のフィールドにもどんどん弾が増えていく。いよいよ勝負は激はげしくなっていた。

　鷹三津もついに被弾した。小さな白弾が壁かべのように押し寄せてくるのだ。断迷剣やＣ２をもってしてもとても回避しきれなかったのだ。

　もっとも、条件は天道も同じである。こうなったら我慢比べだ。そしてそうなれば、断迷剣で弾幕を切れる分、鷹三津の妖夢の方が有利のはずだった。

　にもかかわらず──試合は鷹三津の不利のまま進展した。

　天道は決して被弾しなかった。Ｃ２による回避でさえ最低限にしか使用していない。

（うそ!?　あの弾幕を!?）

　妖夢が弾幕を切れるように、霊夢にも当たり判定が他ほかのキャラより小さいという有利な特徴がある。そうだとしても、前後左右から襲おそい掛かる弾幕を、Ｃ２も使わずかいくぐるというのは尋常ではない。俗に言う、神避けだ。

「すまないな、鷹三津。今日きようは岸きし嶺みねとの一戦を譲ゆずるわけにはいかない」

「……！　……」

　その静かな、だが気迫の籠こもった声を聞いた瞬しゆん間かん。鷹三津は負けを覚悟した。

　自分は天道に、気合いという点で大きく負けている。鷹三津にとってこの大会で優ゆう勝しようする意味は、岸嶺を好きにできる権利を得られるということだけだった。

　だが、明らかに天道にはもっと他の、勝たなければならない理由があるらしい。

　対人戦というものは、ある程度技術が拮きつ抗こうした場合、最終的な勝敗を分けるのは運とそして気合いだということを、数々の試合で司会を務めてきた鷹三津は経けい験けんから知っていた。

　その気合いにおいて、自分は天道に劣っている。

　かくして、鷹たか三み津つは一度、また一度と被弾を余よ儀ぎなくされていったのである。




　　　　◆




『第四試合終了、勝ったのは天てん道どう選手です』

　かなりの激げき戦せんの末の勝利だったせいか、会場の拍手は一際大きかった。

「す、すごかったですね、今の。よく部長も勝てましたよ……」

「うむ！　鷹三津くんもよく戦ったが、天道くんの鬼気迫るプレイっぷりには及ばなかったようだな！」

　もちろん岸嶺は、二人ふたりの間に二人にしか分からない意地の張り合いがあったことなど知る由もなかった。

　一方ステージ上では、祇し方ほう院いんが第四試合の組み合わせを発表していた。

　一人ひとり目めは知らない学校の知らない女子生徒。

　そしてその対戦相手は《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》。またあの少女だった。

「あははは！　東とう方ほうはわたしの得意ゲームなのだ、負けるわけがないのだー」

　ひょっとして彼女は実は小学生で、飛び級で高校生になったのではないか。彼女の小さな体つきと言動を見てると、そんな気になってくる。

「そういえば岸嶺君！」

「はあ、なんでしょう」

「参加者のほとんどは六強のどれかで来ると言ったな！　あれはウソだ！」

「ウソなんですか!?」

「うむ、すっかり見落としていた！　恐らくあの《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》という少女はチルノで来るだろう！」

「ち、チルノ？」

　ソロプレイでやっていると序じよ盤ばんで出てくる敵のためか、なんとなく覚えている。〝氷の小さな妖よう精せい〟チルノ。その名前の通り、氷に関係する技を使ってくる雪の精せい霊れいキャラだ。

「チルノって強いんですか？」

「いや、六強にも入っていない！　強い弱いで言えば間違いなく弱いキャラだ！　だが、私の推測に間違いはない！」

　根拠はないと本人が言っているにもかかわらず、なんとなく岸嶺はその説が正しいと感じていた。

《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》の対戦相手が選んだのは霊れい夢むだった。天道に続いて二人目の霊夢使いである。やはり二強の人気は高いらしい。二強の一角対チルノとあっては、やはり勝つのは霊夢だと思えた。

　ところがである。実際に試合が開始されると、誰だれもが思ってもみなかった展開となった。




　霊れい夢むのＥＸアタック、Ｃ２、ボス攻こう撃げきはいずれもチルノより強力だった。しかし、ＳＴＧは結局のところ被弾さえしなければ勝ちなのだ。そのことを示すように、チルノは襲おそい来る弾幕を軽々とかわし続けた。チルノ自身の攻撃はそれほど強くないとはいえ、時間さえ経過してしまえば弾幕が激はげしくなるのが花か映えい塚づかのお約束である。反対に霊夢は激しくなっていく攻撃をかわしきれず、次々被弾してついには先に撃破されたのだった。

「あはははは！　わたしったら最強なのだー！」

《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》の快かい哉さいが会場に響ひびき渡る。

「つ、強い……！」

　性格はアレだがゲームはとにかく上う手まい。《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》の戦いぶりに、参加者全員が息を吞のまされていた。

「まあ今のは気にせずともいい！」そう言ったのは瀬せ名な先生である。「どうせ彼女は次に天道くんと当たるのだ！　君と戦う機き会かいはないだろうよ！」

「ああ、そうですね……」

《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》は確たしかに強かった。しかし、それでも天道が負けるところは想像できない。

　むしろ岸きし嶺みねが気にすべきは、次の試合だった。

　今日きようの大会もいよいよ大詰めとなってまいりました。これよりトーナメント準決勝の開始です。まずは、またわたしと、そして伊い豆ず野の宮みやの岸嶺さんです。また司会を中断させていただきますが、ご了承くださいませ』

「じゃあ、行ってきます」

「うむ！　彼女は君が魔ま理り沙さを使おうとまた映えい姫きで来るだろう！　例の作戦を忘れずにな！」

「はい、分かってます」

　ステージに上がり、祇し方ほう院いんと対面する。

「みんＧＯＬでは遅れを取りましたけど、今度はそうは行きませんから」

　その態度は堂々としており、残念ながら対戦相手が男子だからといって気後れしている様よう子すはなかった。

「よ、よろしく」

　とりあえず他ほかに言うべき言葉も見つからなかったので、それだけ言ってコントローラを握る。

『それでは、スタートさせて頂きます』

　祇方院もそう言うと、マイクを置いてコントローラを握った。やはり四し季き映姫・ヤマザナドゥを選せん択たくする。岸嶺が第一試合で使ったのは魔理沙。映姫は魔理沙には弱いとされているらしいが、それを承知で映姫を使ってきたのだ。彼女にはそれだけの自信があるのだろう。

　実際、魔理沙のＥＸアタックとＣ２のコンボは、左右と後方から格子状に襲い掛かり一気に行動範はん囲いを縮ちぢめる技だが、格子状であるゆえにどうしても隙すき間まができる。対策がしっかりできている相手には通用し辛づらいかもしれない。

　それゆえ、このとき岸きし嶺みねは奇き襲しゆうに出た。使用キャラを魔ま理り沙さではなく、〝小さなスイートポイズン〟メディスン・メランコリーを選んだのだ。

「え？　メディスン？」

　横の祇し方ほう院いんが小さく声をあげる。会場からも小さなどよめきが聞こえた。

　メディスン・メランコリーは金髪に赤いリボンが特徴の少女で、そのかわいらしさは西せい洋よう人にん形ぎようを連想させる。それもそのはず、もともと捨てられた人形が妖よう怪かいメディスン・メランコリーになったという設定だからだ。

「なるほど、面おも白しろいことを考えるのね」

「ど、どうも」

　メディスンは六強という括くくりには入っていない。しかし、六強に次ぐ強さを持つと言われている──とは瀬せ名な先生の解説である。特にＥＸアタックが独特で、上級者に奇襲をかけるにはもってこいであるという。

『決けつ闘とう開始！』

　ついに祇方院との戦いが始まる。

　最初はいつも通り穏おだやかなＳＴＧだ。しかしそれも一分と経たたない内に激げき化か、たちまち画面は白弾や幽ゆう霊れいで埋め尽くされる。妖精の誘ゆう爆ばくを上う手まく利用し弾幕に穴を開けないとたちまち弾の壁かべに押おし潰つぶされるだろう。

（さすがラスボス……！）

　四し季き映えい姫きの脅威は、一人ひとり用モードで遊んだときに散々思い知らされている。ＥＸアタック〝弾幕裁判〟。カードアタック〝罪符『彷徨さまよえる大罪』〟。いずれも強力で、岸嶺のフィールドは余すところもなく弾幕で埋め尽くされていく。

　まして操作しているのはＣＰＵではなく、この大会の主催者でもある人間なのだ。油断して被弾するようなことは一切なく、それどころか岸嶺の窮きゆう地ちを見るやすぐさまＣ３を撃うち込んでくる。

（それでも！）

　ここまで来れたのがただの偶然だと思われたくもない。岸嶺も必死に抵抗した。弾幕の網あみをかい潜くぐり、幽霊を活性化しつつ攻こう撃げきして撃破、メディスン・メランコリーのＥＸアタック〝スウィートポイズン〟を発動させる。

　相手のフィールドの一部に、うっすらと霧きりもやがかかる。メディスンのＥＸアタックは、全キャラの中で唯一攻撃判定がない。その代わり、動きを妨害するのだ。霧のかかったエリアにキャラが入ると、移動速度が極めて小さくなるのだ。

「くっ、面めん倒どうね……」

　さすがの祇し方ほう院いんもその攻こう撃げきには辟へき易えきしているようだった。これこそが奇き襲しゆう用ようにとメディスンを選んだ理由である。弾幕を避けなれている上級者であっても、移動速度がいきなり半分にもなれば戸惑う。その上、スウィートポイズンは重ちよう複ふくする。二つのスウィートポイズンが重なった地点にキャラが入れば、移動速度は四分の一近くに低下する。そこへ壁かべのような弾幕が迫れば、とても回かい避ひどころではない。

　やむを得ず、映えい姫きもＣ２を使い始めた。だが、映姫のＣ２は白弾が密集するため、妖よう精せいや幽ゆう霊れいの誘ゆう爆ばく一つでほとんど撃うち返すことができる。しかし多少の白弾を送り返しても、映姫はものともせず切り抜けて見せた。

　試合時間は二分が経過しようとしていた。お互いボスを送り送られつつも、まだ被弾はない。

「やりますわね」

　ぽつりと祇方院が呟つぶやいた。

　一言感想を呟いただけかと思ったが、祇方院の話はまだ続いた。

「さすが一度とはいえＪＧＢＣで優ゆう勝しようしたことのある伊い豆ず野の宮みやですわ。正直ここまでやるとは思いませんでした」

「ど、どうも」

　応じる義務もなかったが、褒ほめられたこともあってつい返事してしまう。

「伊豆野宮の方は本当にみんなお強いですわ。まさか決勝トーナメントに伊豆野宮の生徒が三人も勝ち残るとは予想外でした」

　岸きし嶺みねは言葉に困った。彼女がなにを言おうとしているのか分かりかねたのだ。あるいは話しかけることでこちらの集中を解こうとしているのかもしれない。

　だが、彼女の次の台詞せりふは想像を超えていた。

「率直に申し上げます。ここで負けて頂けませんか？」

「え──」

　危うく被弾しそうになる。

「な、なにを言ってるんですか。ゲーマーとしてわざと負けるなんてできるわけありません。あなたは主催者でしょう、なんでそんなこと言うんですか」

「主催側だからこそですわ。いいこと？　あなたは男性、それもこの関かん東とうゲーム部ぶネットワーク初めての男性参加者なのです。そんなあなたが初出場で初優勝ということにでもなれば、他校の参加者たちはどう思うでしょう？」

「……え」

　他校の生徒の反応。その話題は、岸嶺には無視できなかった。

「ゲーマーが負けず嫌いなのは男女共に変わりませんわ。あなたのような初出場の男子に負けたとあっては、女子たちもさぞ悔しがるでしょう。そして、悔しさを紛らわせるため様々な理由を付けにかかるでしょう。たとえば初めての男子参加者に萎い縮しゆくしたせいで負けてしまった、とか」

「あ──」

　岸きし嶺みねはついに被弾した。

　ただでさえ集中力の必要な弾幕ＳＴＧである。一いつ瞬しゆんの気の緩ゆるみが被弾に繫つながったのは、むしろ当然だった。

「そうなっては今後わたしたちは男子の参加に慎重にならざるを得ません。もちろんあなたは二度と関かん東とうゲーム部ぶネットワークに参加できなくなります。いえ、あなただけではありませんわ。あの天てん道どうという部長は実に仲間を大切になさる方ですわね。あの人なら、きっとあなたに気を遣つかって関東ゲーム部ネットワークへの参加を取り止めることとなるでしょう」

「…………」

「分かりますわね？　あなたが勝ち進むことは、伊い豆ず野の宮みやのゲーム部が関東の時流から取り残されることに繫がるのです」

　祇し方ほう院いんの言葉は、ナイフのように岸嶺に突き刺さった。

　集中力を乱すための戯ざれ言ごとを口にされているだけなら、あるいは無視できたかもしれない。しかし祇方院の口にする未来は、具体的かつ天道の性格を的てき確かくに言い当てており、現実味を帯びていた。

（僕ぼくが勝ったら、みんなの迷めい惑わくになる？）

　それは、日ひ頃ごろからみんなの足を引っ張りたくないと考えている岸嶺には深刻な言葉だった。

　その悩みが、さらなる劣勢を岸嶺に強しいた。『東とう方ほう花か映えい塚づか』は、考え事をしながら生き延びられるようなぬるいゲームではない。

「あ」

　再びの被弾。

　ついに岸嶺のライフは０・５となった。対して、祇方院のライフは未いまだ満タンである。

「負けるのは今回だけでいいのです」

　悪あく魔まのような祇方院の声が、再び岸嶺の耳に響ひびいた。

「すでにあなたは初出場ながら準決勝進出と、素す晴ばらしい成せい績せきを残しているのです。その実績があれば、少なくとも次回以降の大会で優ゆう勝しようしても誰だれも妙なことを言ったりはしないでしょう。ただし、今回の戦いでこれ以上目立てば、必ずや余計な妬ねたみを買うことになるでしょうね」

「…………」

　もはや岸嶺の戦意は消失しかけていた。

　祇方院の言葉を真剣に考える。なにせ今回は個人戦なのだ。ここで負ける分には、誰の足を引っ張ることもない。それに、初出場の大会でベスト４まで勝ち残ったというのは充分仲間に誇れる成績ではないか──。

　だが、そのときだった。




「なにをしている岸きし嶺みね！」




　会場に響ひびき渡ったのは、天てん道どうの声だった。

「そこで負けては、わたしと決勝戦で勝負できなくなるぞ！」

「……！……」

　その瞬しゆん間かん、気の迷いが晴れた。クイックカードアタックでＣ４を発動。

　滅めつ多たに使われないが、『花か映えい塚づか』ではそういう緊きん急きゆう回かい避ひ手段がある。本来はチャージして撃うたねばならないＣ２やＣ４攻こう撃げきを一いつ瞬しゆんで出せるのだ。ただし、その代だい償しようとして一瞬にして全すべてのチャージゲージを失いチャージショットすら使えなくなる。

　だがおかげで当面の危き機きだけは脱出できた。

「ちょ、ちょっと？　わたしの言うことをちゃんと理解してるのかしら？」

「す、すいません、ちょっと考えさせてください。あ、いや──」

　嵐あらしのような弾幕の中、考え事をするのは不可能である。そのため、岸嶺は早々に結けつ論ろんを出した。ゲーマーとして、伊い豆ず野の宮みや学がく園えん現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶの部員として、ごく自然な答えを。

「決めました。とりあえず、この勝負に勝ってから考えます」

「……そう。分かりましたわ。なら好きになさい」

　自分は間違っていない。そう思う。

　祇し方ほう院いんの言ってることは正しいのかもしれない。関かん東とうゲーム部ぶネットワークにおける伊豆野宮の立場を考えれば、この大会で目立つのは良くないのかもしれない。

　だが、勝負は勝負だ。ゲーマーとして、手を抜いた勝負などできない。天道の見ている前であれば尚なお更さらだ。難むずかしいことは勝った後で考える。それが岸嶺の出した結論だった。

　とはいえ、勝負は岸嶺の劣勢だった。

　残りライフは０・５対５。おまけに最後の最後でクイックカードアタックを使ったため、チャージゲージはすっからかんになっており、Ｃ２はおろかＣ１ことチャージショットすら打てない状況だ。

（だけど、それでも！）

　無ぶ様ざまな試合だけはできない。岸嶺はあらためて画面に集中し直した。




　　　　◆




（まったく、なんて分からず屋なのかしら！）

　岸嶺の返答を聞いた祇方院は、唇を嚙かんでいた。もう少し理屈の分かる相手だと思ったが、そうでもなかったらしい。

　とはいえ、相手を動揺させることはできたらしい。そのせいか、ライフ差は充分にある。これなら力押しでも勝てそうだった。

　とりあえず岸きし嶺みねが最後に撃うったＣ４ボスアタツクの猛攻をしのぐため、Ｃ２を放つ。

　さすがにこれだけ時間が経過していると、Ｃ２による回かい避ひ効果も一いつ瞬しゆんだ。すぐにまた弾の嵐あらしが襲おそってくる。

　さらにＣ２。息をつく間もなく襲ってくる弾の嵐はもはや壁かべに等しく、さすがの祇し方ほう院いんもチャージゲージがなければとても乗り越えられる状況ではない。

　自分でさえこの状況なのだ。チャージゲージがない岸嶺はそう長くはないだろう。

　またＣ２を撃った。この段階まで来ると、Ｃ２を撃って周囲の弾と敵を消すだけでも充分チャージゲージが回収できる。

　しかし、Ｃ２を撃つためには二段階チャージする時間が必要になり、どうしてもその時間が命取りになる。

（あ）

　チャージしてる間はショットが撃てず、妖よう精せい誘ゆう爆ばくによる白弾消しができない。そのせいか、とうとう被弾した。

　三つのライフが失われる。だがこれでチャージゲージが一目盛り近く回復したし、まだまだライフ差もある。勝利は時間の問題だった。

　だが、祇方院の予想とは裏腹に、岸嶺は被弾しなかった。




　　　　◆




（これ以上、無ぶ様ざまな試合はできない！　勝てないまでも、粘ねばるんだ！）

　このときの岸嶺は、ずっとそんなことだけを考えて試合に集中していた。

　攻こう撃げきや相手のスペルポイントでさえどうでもいい。とにかく意地を見せる。粘る。

　そのためにやることは簡かん単たんだ。飛んでくる弾をただひたすら避けるだけである。

　目をこらす。意い識しきを極限まで集中させる。四し季き映えい姫きの攻撃はあまりにも激はげしい。だが、隙すき間まがないわけではない。その隙間を見いだし、回避する。

　岸嶺自身も気付いてはいなかった。今の岸嶺は、集中力が極限まで高まった結果、

《時を止める魔眼ブースト・エンデイング》、あるいは《走馬燈リボルビング・リユミエール》が発動していた。

　六〇分の一秒一フレームさえ見切る力の前では、弾の嵐をかわすことも決して難むずかしくはなかった。




　　　　◆




　またチャージ中の隙すきを突かれる形で、祇方院は被弾した。やはりゲーム後半、それも移動速度が低下するスウィートポイズンがバラ撒まかれた状態で戦うことは面めん倒どう極まりない。ついにライフゲージは０・５に、岸きし嶺みねと同点になる。

（くっ！　まだよ！）

　同時にチャージゲージもマックスになったのだ。これでまだまだ粘ねばれる。

（こっちが厳きびしいってことは相手も厳しいのよ。チャージゲージは四つあるんだし、もう時間の問題よ……！）

　と、そこまで考えたところで祇し方ほう院いんはあることに気付く。

（ああら？　わたし、さっきも同じこと考えてなかった？）

　一体なぜ岸嶺はこれほどの弾幕の嵐あらしの中、被弾せずに済んでいるのか。思わず祇方院は、Ｃ２の攻こう撃げき中ちゆうにチラリと岸嶺の状況を見た。

　そして、気付いてしまった。

　自分なら絶対に被弾するような弾幕を、岸嶺は凄すさまじい機き動どうで回かい避ひしていることに。

（か、神避け……？　いえ、チート避け……!?）

　誰だれが言い出したのか、ＳＴＧにおける避け方には三つの種類があるという。気合いで避ける気合い避け、神のごとき動作で避ける神避け、そして最上級の避け方が、ゲームを改造チートしてるとしか思えないチート避けである。

　理解してしまう。岸嶺というプレイヤーは、残るべくしてこの準決勝まで勝ち進んだのだと。

　敗因といえばそれが敗因だった。祇方院の心が折れたのだ。

　凄まじい弾幕は、その隙を見逃さなかった。




　　　　◆




　岸嶺の耳に、ある効果音が響ひびいた。

　初め、岸嶺はその音がなんなのか分からなかった。

　ピチューンという象徴的な、だがどうにも聞き慣なれない音。まして岸嶺の全ぜん意い識しきは弾幕回避に集中しており、その効果音がなんだったのか検索することを脳が拒否していた。

（え!?）

　だがそのとき。プレイが強制的に中断させられた。

　そしてようやく脳が通常運動を始める。先ほどのピチューンという効果音がなんだったのかを探し当てる。

　被弾して自キャラがやられる音だ。ただし、自分のキャラは無事だ。となると、やられたプレイヤーはただ一人ひとり。

　そこまで迂う遠えんな思考の末、ようやく答えを出す。

「か、勝った……!?」

　祇し方ほう院いんが、残念そうにコントローラを置き、代わりにマイクを手に取った。

『準決勝第一試合、終了いたしました。ご覧らんの通り、勝者は伊い豆ず野の宮みやの岸きし嶺みね選手です』

　拍手が湧わいた。大きな拍手だ。

　思わず振り返る。目が自然と仲間たちの方へ行く。

　天てん道どうや鷹たか三み津つが、夢中になって拍手してくれていた。杉すぎ鹿しかもどこか渋そうな顔をしつつも手を叩たたくのを止やめない。

「残念ですわね」

　祇方院が、マイクを通さず岸嶺にだけ聞こえるように言った。

「これで次回のわたしたちの大会には、伊豆野宮は欠席決定になるんですから」

「……確たしかにそうなるかもしれません。でも、僕はゲームだけは本気でやりたかったんです。あなただって、手を抜いた相手との対戦なんて嫌いやでしょう？」

　そんな言葉が、自然と口を突いて出た。

　それ以上なにも言わない祇方院をあとに、岸嶺はステージを下りた。もちろん向かう先は瀬せ名な先生のいるテーブルである。

「…………」

　瀬名先生の出迎えがいつもと違っていた。いつもの瀬名先生なら「あと一つ勝てば優ゆう勝しようだぞ！」と励ましの言葉の一つも言ってくれるところだ。

　しかし、このとき瀬名先生はなにも言わなかった。少なくとも、岸嶺が椅い子すに座って話ができる体勢になるまで。

「対戦中に、なにか吹き込まれたのではないかね？」

「…………」

　もうあまり驚おどろかなかった。この人に隠し事は通用しないらしい。

「分かるんですか？」

「分かるとも！　あんな無ぶ様ざまな戦いをしていればな！　そりゃあ天道くんだって大声を上げるというものだ！　さ、言ってみたまえ、なにを吹き込まれたのだね？」

「…………」

　岸嶺が沈黙したのは一瞬だった。すぐに事情を説明する。このまま自分が勝ち進んだら、関かん東とうゲーム部ぶネットワークにおける伊豆野宮の地位が危うくなると──。

　岸嶺にとっては、一時は勝利を諦あきらめようかと思ったほど深刻な問題だ。だが、それを瀬名先生は、

「はははは！」

　と、隣となりのテーブルの女子たちがびくっとするような大声で笑い飛ばしたのである。

「なにを吹きこまれたかと思えばそんなことかね!?　それはあまりに筋違いというものだよ！」

「す、筋違い、ですか？」

「そうだ！　一面しか見ていない、まさしく筋違いだ！　確たしかにゲーマーというのは負けず嫌いだ！　男子であろうと女子であろうとな！　しかし、負けたからといって性別のせいにするようなゲーマーなどそうはおらん！　それではただの負け犬の遠吠えだからな！　男女の違いなど関係ない、負けたとあればむしろ闘とう志しを搔かき立てられるというものだよ！　天てん道どうくんや杉すぎ鹿しかくんのことを思い出してみたまえ！」

「……あ」

　確かにそうだった。女子は男子には勝てない──などという主張を、昨今の元気な女子たちが黙だまって受け入れるわけがない。天道や杉鹿はもちろんとして、駿河するが坂ざかの一いち条じよう、あるいはあの《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》。彼女たちが他人の勝ち逃げを許容するわけがないではないか。

「それにもう一つ！　たとえば君が負けた結果、男子の参加が受入れられ、今後この学校対抗戦に男子の参加者が増えたとする！　となるとどうなると思うかね!?」

「え？　どうなるか……って言われても。どうなるんですか？」

「簡かん単たんなことだ！　天道くんたちに言い寄ってくる男子の数が多くなるということだよ！」

「あっ……」

　単純だが深刻な事実を突きつけられる。

　有り得る話だ。伊い豆ず野の宮みやの男子生徒でさえそうなのだ、男子たちがこの場にいれば、綺き麗れいな天道たちを放っておくわけがない。しかもこの場にはゲームという共通の話題がある。そして杉鹿や鷹たか三み津つならともかく、天道あたりならゲームの話題を出されれば簡単にそのへんの男子とも仲良くしてしまうのではないか。

　それは嫌いやだった。ワガママ以外の何物でもなかったが、彼女たちに自分以外、百歩譲ゆずって瀬名先生以外の男が寄ってきて欲しくはない。このあたり、あの変態理事長の気持ちがよく分かる。

「それが嫌ならば君のやるべきことは一つ！　女子たちが引くぐらい全力で戦い、優ゆう勝しようするのだ！　そうすればこの会合に男子を増やすことは時期尚しよう早そうではないかという結けつ論ろんになり安あん泰たいというわけだな！　その一方、負けず嫌いの女子たちは決して君の勝ち逃げを許しはしないだろうよ！」

「な、なるほど……。よく分かりました」

　以前の岸きし嶺みねは、瀬名先生のことをただの声優好きの変人だと考えていた。

　だが、それは見直すべきときに来ている。段々とそう思うようになっていた。
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　ステージでは、次の対戦が始まっていた。

　準決勝第二試合。天道の霊れい夢む対《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》のチルノである。

『決けつ闘とう開始！』

　二人ふたりのキャラが、同時にそれぞれのフィールドでショットを連射する。

　まずはいつも通り静かなスタートだ。とはいえ、二人の対戦者が上う手まければ上手いほど弾の数が増えていくのが花か映えい塚づかの常である。あっという間に画面は弾幕で埋まっていき、ＥＸアタックの応酬が始まった。

　チルノのＥＸアタックは相手画面に氷柱つららを落とす〝アイシクルフォース〟という攻こう撃げきだ。氷柱はただ落ちてくるだけの単たん調ちような動きなので回かい避ひは簡かん単たんだが、なにせ長い。何本もまとめて落ちてくれば、移動範はん囲いが大きく制限されることとなる。もっとも、いやらしさで言えば巨大な陰おん陽みよう玉だまを出現させる霊夢のＥＸアタックには遠く及ばない。

　二人の対戦の苛か烈れつさは更に増し、ついにボスが出てくるようになっていた。

　まず最初にスペルポイント一〇万を達成し、ボスを出したのは天てん道どうである。しかし遅れて《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》も一〇万到達、ボスリバーサルで返す。

　結果的に天道は真正面からボスと戦うことを強しいられた。いくらボスレベルが低いとはいえ、難なん易い度どはルナティックである。その猛攻は凄すさまじい。

　さらにそこへダメ押しのつもりか、チルノがチャージし始めた。

「喰くらうのだ！　パーフェクトフリーズ！」

　とうとう技名を叫び始めた。

　チルノのＣ２〝凍符「パーフェクトフリーズ」〟が天道のフィールドに弾幕の花を咲かせる。

「甘い！」

　天道の霊夢もお返しとばかり、Ｃ２〝霊符『陰陽印』〟を発動。

　対戦相手のフィールド上部に、白弾や特殊弾によって幾いく重えもの真円が形成される。そしてわずかな時間差を置いたあと、円を構成する弾が全方位に散らばり、さらにその後チルノ目掛けて襲おそいかかる。

　強力な弾幕攻撃だ。数珠じゆずのように連なった弾は壁かべとなって押し寄せる。霊夢が二強と呼ばれる所以ゆえんである。

「甘い、甘いのだー！」

　それでもチルノは被弾しなかった。それも、Ｃ２すら使わずに襲い来る大量の弾幕を回避してみせる。これには会場からも歓声が上がった。

「ふっふっふー、聞いて驚おどろけ平民ども！　わたしは目で見た映像を一いつ瞬しゆんで記き憶おくし、識しき別べつする能力《刹那の記憶モーメント・メモリアル》の使い手なのだー！」

　再び会場がどよめいた。

　もっとも、それは驚きのざわめきではなく、「そのセンスはどうなの？」という反応で、特に司会の祇し方ほう院いんの表情は、石せつ膏こうで固められたように硬直していた。

　それでも言ってる本人は満足らしく、

「我が力を持ってすれば、迫り来る敵や弾を紙一重でかわすことなど朝飯前！　嵐あらしのような攻こう撃げきを単たん騎きで突進していく様さまはまさに吹き抜ける風のごとし！　我が二つ名の所以ゆえんなのだー！」

　などと上じよう機き嫌げんで語り続ける。

「ふむ！　七〇点といったところだな！」

　瀬せ名な先生がよく分からない総評をする。

「一いつ瞬しゆんで見たものを認にん識しきする能力というのは自分で設定したにしては普通だな！　どうせなら意識がゲームの世界に入りこむとか、そういう突とつ飛ぴなインパクトを持たせるべきだ！」

「せ、先生。それ地味に僕にダメージ来るんでやめてください。で、でも普通に上う手まいですよあの子」

　実際、《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》のプレイは凄すさまじかった。なにせ難なん易い度どはルナティックで対戦相手はあの天てん道どうである。弾はもはや画面を埋め尽くすほどだ。

「はははー。わたしったら最強なのだー」

　もはやどこに回かい避ひ先があるかも分からないその中を、彼女はチルノを操そう作さしてひょいひょい避けていく。

　こうして試合は両者一歩も譲らない形で進んでいった。

　しかし、レベルが上がり、弾幕の激はげしさが増していったあたりから変化が生じ始める。

　この頃ころになると、弾幕はもはや常に壁かべ、あるいは波と化して襲おそいかかる。お互いＣ２を連打してしのぐが、二人ふたりのフィールドには明らかな差があった。

　天道のフィールドの方が、弾幕が比較的薄うすかった。チルノと霊夢の、攻撃力の差だった。

　こうなると勝負は時間の問題だった。なおもチルノはゲージを溜ため、Ｃ２連打でしのごうとしたが、チャージの隙すき間まを弾幕の壁に襲われ被弾。少しずつチルノのライフは減っていき、ついに敗北したのである。

「バ、バカなー！　この《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》が縦たてシューで負けるなんて!?　中ちゆう盤ばんまでは同等だったのにー!?」

　彼女が憤いきどおったのも無理はない。少なくとも見ていた限りでは、彼女の弾幕回避技術は相当なものだった。

「バカっ、当然でしょ！」

　その答えは、とうとう我慢できなくなったのか、地の性格を出して怒ど鳴なりつける祇し方ほう院いんによって明らかにされる。

「『花か映えい塚づか』でチルノなんか使うからに決まってるでしょ！　実力が同等なら霊れい夢む使う方が勝つに決まってるじゃない！」

「ひあああ!?　副部長のくせにまた部長怒鳴ったー!?　副部長のくせにー！」

　と、そこまでもめたところで祇方院は自分の立場を思い出したようだった。マイクを構えてコホンと咳せき払ばらいする。

『し、失礼しました。ご覧らんの通り、準決勝第二試合の勝者は伊い豆ず野の宮みやの天てん道どう選手です』

　呆あつ気けに取られていた観かん衆しゆうから、拍手が上がった。




『さて、これで決勝戦に進出する二名が決まりました。なんと、共に今回初出場の伊豆野宮学園の生徒さんですね。岸きし嶺みねさんと天道さんです』

　祇し方ほう院いんが表向き冷静に告げ、会場のあちこちからまた拍手が上がる。もっとも、男に優ゆう勝しようされたくはないという彼女の本音を岸嶺は聞かされている。内心は決して穏おだやかではないのだろう。

「…………」

　岸嶺の目と、まだステージ上にいた天道の目が合った。

　彼女との試合に勝てば、優勝である。さらに、写真の件もどうにか誤ご魔ま化かせるかもしれない。

　だがなによりも、彼女とこういった場で真剣勝負できることが感慨深かった。

　自分が天道に敵かなうとは思えない。そういう意味では怖い気もする。だが、本気の天道と真剣勝負というのはどこかワクワクもしてくるのだ。

『決勝戦は一〇分の休きゆう憩けい後ごに開始します。決勝進出のお二方はあらためて一〇分後、ステージにお願ねがいします。それでは、また後ほど』

　途と端たんに会場はざわめき始めた。休憩のため席を立つ女子生徒もいれば、楽しそうに感想を語り合う生徒、見てるだけでは我慢できなくなったのか空いてるＰＣで対戦を始める者もいた。

　一方、岸嶺のもとには、

「決勝まで来たのね、あんた」

　杉すぎ鹿しか魔ま理り沙さ──いや、杉鹿まどかが来ていた。

「あ、うん。どうにかね」

「まったく、あんたなんだかんだで勝負に強いわよね？　部活のときだって、本気でやりあうとわりと勝つし。まあいいわ、とにかく次の試合、天道に勝ちなさいよ。あんたには勝ってもらわなきゃ困るし」

「あ、うん」

　自分が勝たないと杉鹿が困るという理由は分からないが、なんとなく質問し難がたい雰囲気だったので黙だまっておく。

「杉鹿君！」と、同じテーブルにいた瀬せ名な先生。「そういうときは『頑張って！』と言うものだ！　ツンデレにもほどがあるぞ！」

　杉鹿が顔を赤くした。

「う、うるさいわね、なにがツンデレよ！　大体、そういうこと言うとこいつはつけ上がるのよ！　と、とにかく岸嶺！」

「え？　な、なに？」

「あんた、決勝はどのキャラで行くつもり？　まさか天道の霊れい夢む相手にメディスンで行くつもりじゃないでしょうね？」

「えーと、まだ考え中だよ。メディスンか魔ま理り沙さにしようとは思ってるけど」

「だったら魔理沙にしなさい。魔理沙はあたしの持ちキャラだし、どうせ天てん道どう倒すならその方がなんか気分もいいし」

「分かった、そうするよ。吸きゆう霊れいフィールドとか、魔理沙の方が使いやすいキャラだったし」

　魔理沙は二強でもあるのだ。決勝で霊夢相手に使うには申し分ない。

「いいわ、じゃあ一ついいこと教えてあげる。あんた一回戦で魔理沙使ってたけど、もっとチャージショットのレーザー使いなさい」

「うーん、あのレーザー？　ボス対策にはいいんだけど、雑ざ魚こ相手だと連発できない分ちょっと使いにくくない？」

「そうでもないのよ。魔理沙のレーザー攻こう撃げきには特徴があるの。あんた、このゲームじゃコンボって概念あるの知ってる？」

「な、なんとなく。とにかく誘ゆう爆ばくとかで連続で敵を倒していくと、有利になるってことだよね？」

「そう。たとえば左下から妖よう精せいの隊列が出てきたとするじゃない。その隊列の先頭にいる妖精を撃破すると、誘爆で全部撃破できて七ヒットコンボぐらいになるのよ」

「うん、分かる」

「その後で今度は右上から妖精が出てきたとするでしょ？　左下の妖精を倒した誘爆でそっちも倒せれば確かく実じつにコンボが繫つながるんだけど、間が空いたりすると繫がらないわ。でも、魔理沙のレーザーで攻撃すれば、コンボヒット数がリセットされないの。このテクニックを利用すればすごいヒット数になってスペルポイントの獲かく得とく量りようがグンと増えるし、相手に送りつける幽ゆう霊れいや白弾の数も格段に増えるわ。覚えておいて損はないわよ」

「……ご、ごめん。いまいちどういうことか分からないんだけど」

　殴られた。

「はっはっは！　杉すぎ鹿しかくん、初心者の岸嶺君にコンボの概念まではすぐに理解できんよ！」

「あーもう！　とにかく魔理沙は通常ショットよりレーザー連発してる方が強いこともあるってことよ！　それにチャージショットって、出した瞬しゆん間かんにちょっとだけ無敵時間があるのよ。確か一〇フレ分もなかったとは思うけど、ないよりマシだし」

「杉鹿くん！　その説明は色々端は折しよりすぎだと思うが!?」

「他ほかに説明のしようがないじゃない！　いいわね岸きし嶺みね、ここまで色々教えてあげたんだから、決勝戦勝ちなさいよ！」

「あ、うん。ありがとう」

　よく分からないが気を遣つかってくれていることは分かる。岸嶺はとりあえず礼を口にした。
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『お待たせしました。それではいよいよ決勝戦を始めます』

　一〇分の休きゆう憩けい時間は瞬またたく間まに過ぎ去った。

「じゃあ、行ってきます」

「がんばりたまえ」「ぬかるんじゃないわよ」──と瀬せ名な先生と杉すぎ鹿しかの声援を背に受け、ステージに上がる。

　同じタイミングで、天てん道どうもステージに上がってきた。

「お互い、よくここまで来たな」

　感慨深げに天道は言った。だが、やはり写真の件が尾を引いているのか、その顔からは感情が見えない。実に天道らしくなかった。

『それでは準備をお願ねがいします』

　祇し方ほう院いんの声に、天道と岸嶺はそれぞれコントローラを握り、キャラを選んだ。

　天道はもちろん霊れい夢む。そして岸きし嶺みねは魔ま理り沙さである。

「ほう、魔理沙か」

「ええ。杉鹿の仇かたき討うち的な意味もありますので」

「なるほど、杉鹿を倒したのは鷹たか三み津つ、その鷹三津を倒したわたしへの挑戦、というわけか」

　少しだけ天道は頰ほおをゆるめた。だが、笑え顔がおと呼ぶにはほど遠い。

『準備は整ととのいましたね？　それでは開始してください』

『決けつ闘とう開始！』の文字が画面に表示された。

　いつも通り、静かに弾幕ＳＴＧの幕が上がる。

「……部長には、写真のことで色々言わなきゃいけないことがあります」

　天道とまともに話ができるのは、今しかない。開始直後で余裕があったこともあり、岸嶺はそう語りかけた。

「でも、今はそのことよりもまずお礼を言わせてください。祇方院さんとの対戦のときはありがとうございました。部長の言葉で、僕も目が覚めました」

「なにがあったか知らないが、あのときのキミは明らかに気合いが足りなかったからな。わたしは部長として言うべきことを言っただけだ」

　二人ふたりは相次いでスペルポイント一〇万点に到達。岸嶺の方が到達が早かったため、天道のボスリバーサルとなり、岸嶺の方にボスが現れた。

「いえ、それでもです。あの声のおかげで僕は決勝まで来れました。その上──」

　イリュージョンレーザーを連射。その強力な攻こう撃げき力りよくをもってすれば、ボスも一いつ瞬しゆんである。

「こうして、部長と真剣勝負ができます」

「そうか。実を言うとな──」

　試合中であるにもかかわらず、天てん道どうが岸きし嶺みねの方に顔を向けた。

　自然、岸嶺も天道の顔を覗のぞきこむ形となる。

　天道の顔に、笑えみが浮かんだ。堪こらえきれないものが出てきてしまったかのような、どこか緩ゆるんだ、それでも久しぶりに見る彼女の笑え顔がおだった。

「わたしも、キミと勝負できるのが楽しみだったんだ」

「……はい！」

　戦いが、本格化した。

　杉すぎ鹿しかのアドバイスに従いレーザーを多用したのが良かったのかもしれない。理屈はまだよく理解していなかったが、コンボヒット数が以前より増えるようになった結果、スペルポイントの稼かせぎがよくなり、敵への弾幕アタックも効果を増していた。

　もっとも、弾幕アタックが効果を増すということは、天道の撃うち返しも増えるということである。白弾や幽ゆう霊れいはみるみる数を増やしていき、難易度は凄すさまじい速さで上昇していった。

「喰くらえ、〝霊符『陰おん陽みよう印いん』〟！」

　天道が霊夢のＣ２を発動させる。

　凄まじい数の弾が生まれ、数珠じゆずのような円を描かいたかと思うと、一気に魔ま理り沙さ目掛けて襲おそい掛かってくる。

「なんの！　〝魔ま符ふ『スターダスト』〟！」

　岸嶺もまた魔理沙のＣ２を発動。相手フィールドの左斜め上から流れ星のごとく弾列が注ぎ落ちてくる。

　霊夢のＣ２と比べると攻撃力は段違いに低い。しかし後方から襲い掛かるＥＸアタック〝アースライトレイ〟と重なれば、行動範はん囲いは一気に狭せばめられる。そこに各種弾幕が襲い掛かれば充分脅威のはずだった。

「この程度！」

　しかし天道は、常人には隙すき間まさえ見えないような弾幕の間をＣ２も使わずまんまとすり抜けた。

「や、やりますね……！」

「霊夢は他ほかのキャラより当たり判定が小さいんだ。これぐらいはやってのけないとな」

　画面に溢あふれんばかりの弾、弾、弾。しかし二人ふたりはＣ２を交えつつもそれを回かい避ひしていく。

　二人のフィールドに、リリーホワイトが出現した。ゲームが硬直すると突然現れ、玉をばら撒まくだけばら撒いて去っていく中ボスである。

　しかし、ボスタイプの硬い敵は岸嶺にとって有利である。強力なチャージショット、イリュージョンレーザーで簡かん単たんに撃げき破はできるからだ。

　対照的に霊れい夢むのチャージショットはホーミング性能こそあるが連発はできず威力も今一つ物足りない。

　結果的にリリーは霊れい夢むのフィールドにより多くの弾を残すこととなった。やむを得ず天てん道どうがＣ２を発動。

「今だ！」

　リリーを倒したことにより、岸きし嶺みねのフィールドにアイテムが出現した。〝Ｇ〟と書かれたそのアイテムは、チャージゲージを一いつ瞬しゆんで四目盛り分まで回復させる効果がある。

　つまり、そのアイテムを取る寸前なら、いくらでもチャージゲージを無む駄だ遣づかいできるのだ。

　それゆえ岸嶺は溜たまっていたゲージすべてを使ってＣ３を放った。〝魔ま符ふ『スターダストレヴァリエ』〟。流れ星が相手の左右から降り注ぐ。

　もちろん、後方からのアースライトレイでの攻こう撃げきは継続中である。結果的に天道は右上・左上・後方の三方向から強力な攻撃を受けることとなった。

　ましてＣ２は先ほど使ったばかりであり、チャージも間に合わない。

「やる！」

　ついに天道が被弾した。時間がかなり経過していたためか、ライフは３も減り、会場はおおっとどよめきに包まれる。

　しかしさすがは天道というべきか、一瞬で持ち直し、被弾で得たチャージゲージを使って逆に攻勢に出てきた。

　霊夢の強さの所以ゆえんは、対戦相手への攻撃力の高さにある。岸嶺もＣ２を回避に使ってどうにかしのぐが、そのスキに霊夢がまた一〇万点に到達。ボスが送りこまれる。

　霊夢はＣ２もボスアタックも強力だ。岸嶺もレーザーで必死に応戦するが、レーザーは当然ながら相手の真下に潜もぐりこんで撃うたないと当たらない。しかしボスの繰くり出す様々な弾幕は、なかなか魔ま理り沙さを近寄らせなかった。

　さらにそこへ駄だ目め押おしのＣ２が送りこまれる。もはや弾幕の数は表示限界に達していた。

　岸嶺もＣ２の回避を多用するが、間に合わない。チャージのスキを狙ねらわれついに被弾。

　岸嶺もまたライフを３失った。




　　　　◆




「さすがにやるわね、二人ふたりとも」

　激げき戦せんを観かん客きやく席せきから見つめていた杉すぎ鹿しかは、ポツリと呟つぶやいた。

　二人ふたりの戦いはいよいよヒートアップしていった。それと共に、会場もヒートアップしていく。男女など関係ない、これだけ激はげしい戦いを見せられ興こう奮ふんしないゲーマーなどいないのだ。

　良家の子女らしくない歓声があちこちから飛とび交かい始め、そしてそれをたしなめようとする者もいない。

　と、今度は小さな悲鳴が上がり始めた。再び中ボスのリリーホワイトがあらわれ、弾をばら撒まいていったのである。

　もう画面に残る弾幕は数えることもできない。特に霊れい夢むの攻こう撃げき力りよくは高いためか、岸きし嶺みねのフィールドの方は画面全体すべて弾という有あり様さまだった。

「むう！　あれこそが霊夢と対戦したときによく起こる現象だ！　魔ま理り沙さも防御力は高い方だがあれには耐えられまい！」

　瀬せ名な先生の言葉通り、ついにまた岸嶺が被弾。これで岸嶺のライフはついに０・５となった。

　会場のあちこちから、これは決まった、と言いたげな歓声が上がる。霊夢の攻撃力は高く、さらにレベルが上がった結果、なにをしても一いつ瞬しゆんで岸嶺のフィールドには山のような弾幕が送り込まれるようになったからだ。とてもこれ以上はしのげないだろう。

　だが、魔理沙使いの杉すぎ鹿しかは知っていた。

（まだまだこれからよ。岸嶺が応おう手しゆを間違えなければ、だけど）




　　　　◆




　彼ひ我がのライフ比は０・５対３。かなり不利であることを、岸嶺は悟っていた。

　画面内には一瞬で弾が溢あふれる。だが幸いなことに、ライフが最後の半目盛りになった結果、チャージゲージが一瞬で最大まで回復する。

　とりあえず当面の危き機きをＣ２で回かい避ひする。

　しかし途と切ぎれを知らない弾幕に、またすぐＣ２使用を余よ儀ぎなくされる。

　このとき岸嶺は、集中力が極限まで高まった結果、すでに《時を止める魔眼ブースト・エンデイング》を発動していた。だが、だからこそ分かってしまう。

（ダメだ、もうＣ２を使わないと五秒保もたない！）

　襲おそい来る弾幕には、もう逃げ道がなかった。

　またＣ２を使う。これで三度目。もうチャージゲージが保たないはずだった。

（え!?　尽きてない!?）

　ところが、自身のチャージゲージを見て驚おどろく。まだＣ２が撃うてるだけのゲージがあったからだ。

　遠えん慮りよなくまたＣ２を撃つ。そして、Ｃ２が連発できる理由を察する。

　画面内にあまりに多くの敵や弾が出現したため、Ｃ２を一発撃つだけでまたＣ２が使えるだけのチャージゲージが回復していたのだ。

（これなら！）




　　　　◆




「始まったわ、魔ま理り沙さのＣ２連打よ」

　霊れい夢むに当たり判定が小さいという特徴があるように、魔理沙にもチャージゲージの回復が大きいという特徴がある。

　攻こう撃げきが激はげしいゲーム後半にもなれば、Ｃ２一発撃うつだけでチャージゲージ一目盛り分の回復は容易となる。Ｃ２が無尽蔵に撃てれば、生存率は格段に上がる。

　逆に霊夢はＣ２の攻撃力こそ強力だが、魔理沙ほど連発は効かない。二強対決の場合、後半になればなるほど魔理沙が有利になるのだ。

　岸きし嶺みねのＣ２連打に、ついに天てん道どうも回かい避ひしきれなくなった。霊夢が被弾。

　会場が沸わいた。これでお互いライフは最後の半目盛りだけである。

（ああ、もう！）

　杉すぎ鹿しかは苛いら立だっていた。なぜあそこで戦っているのが自分ではないのだろう、と。見ているだけでこれだけ熱あつくなるような試合を演じているのが、なぜ自分ではないのだろうと。それは杉鹿だけではない、その試合を見学していた多くのゲーマーに共通する思いだった。




　　　　◆




（楽しい）

　岸嶺は純粋にそう感じていた。

　お互い、持てる力をすべて出し切っての総力戦だ。ゲーマーとして楽しくないわけがなかった。

　天道はライフが最後の半目盛りになった結果、チャージゲージ四つが与えられた。そして繰くり出されるＣ２攻撃は相も変わらず凄すさまじい。

　岸嶺もＣ２が連打できるようになったとはいえ、チャージにはどうしても時間がかかってしまうため、スキができる。襲おそい掛かる弾幕を、自力で回かい避ひしなければならないタイミングがある。

　だが岸嶺はそれをやってのけた。天道もだ。

　戦いはいつ果てることなく続いた。壁かべのような弾幕が襲い掛かる度たび、会場からはもう無理だろうと悲鳴が上がる。しかし岸嶺と天道はチート避けと呼ぶに相応ふさわしい動きでそれをかい潜くぐり、その度に悲鳴の代わりに歓声が上がる。

　だがそれでも、いつか決着はやってくる。

　このレベルになると、もはや被弾は運の領域だった。そしてこと運の要素で比べると、Ｃ２を連打できるだけ岸きし嶺みねの方が被弾の確かく率りつが少なかった。

　勝因といえばそれが勝因だった。

　ボスとリリーとＣ２とＥＸアタック。四重合奏からなる弾幕の壁かべについに押し包まれ。

　天てん道どうは被弾し、最後のライフを失ったのである。




　　　　７




『決勝戦終了です。勝利したのは伊い豆ず野の宮みや学がく園えんの岸嶺選手です』

　司会の声と満場の拍手とで、岸嶺はどうにか我に返った。

　とりあえず、気を失わずに最後まで戦えたことにほっとする一方で、残念にも思う。楽しい対戦の時間が終わってしまったという事実に。

「ふう。やられたよ、岸嶺」

　穏おだやかな声で、天道は言った。

「杉すぎ鹿しかや瀬せ名な先生の助言のお陰です。部長とこんな勝負ができて、楽しかったですよ」

「うん、わたしもだ。キミが仲間でよかった」

　天道が柔らかな笑え顔がおと共に手を差し出した。相手の健けん闘とうを称たたえる握手である。

　自然、岸嶺はその手を握った。人生で女子の体に触れたことなど数えるほどしかない岸嶺である。本来なら、握手しただけで赤面は必ひつ須すだった。

　だが、今だけは堂々と天道の手を握れた。理由はなんとなく分かる。今だけは天道を女性としてではなく、同じゲーマーとして見ることができているからだった。
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「ふう……」

　自室へ戻ってきた岸きし嶺みねは、部へ屋やに敷しいてあった布団にしばらく倒れこんでいた。

　夜も遅かったためだろう。表ひよう彰しよう式しきなどは明あ日すのチーム戦終了後、まとめてやるということになっているらしく、決勝戦後は間もなく解散が宣言された。

　かくして今の岸嶺の周辺には、さっきまでの騒さわがしさがウソのような静けさだけがあった。

　気分はすがすがしい。さっきまでの激げき戦せんのせいだ。仲間たちとの熱あつい戦いの数々。たまにはああいうのもいいと思う。

　ただ一つ問題があるとすれば、

「写真のこと、どうしようかな……」

　勝負には勝った。いっそ勝たなくてもよかったのではと思うが、勝ってしまった。これでオマケとして、写真を持っていた理由を言う必要はなくなったのだ。

　しかし、それでいいのか、とも思う。瀬せ名な先生も言っていたように、いっそ本当のことを話してしまうべきではないか。理事長に押しつけられたとか、そういう言い訳じみたことはいい。ただ部長の水着姿が綺き麗れいで見み入いってしまったと。

　そんなことを薄うす暗ぐらい部屋で悶もん々もんと考えていたせいか、じっとしていられなくなってくる。

（お茶ちやでも買ってこよう）

　寝る前に水分は取っておくべきだから、などと自分でもよく分からない理由を考え、岸嶺は重い腰を上げた。いくら行動が制限されているとはいえ、それぐらいのことは許されるだろう。

　薄暗い部屋から廊下に出る。

　倉庫のある区画に夜中電気を点つける意味はないのか、廊下はかなり暗かった。明りといえば非常灯と、窓から差し込む月明りぐらいしかない。

「え」

「あ」

　そこで、岸嶺はばったりと天てん道どうと出会った。それも、風ふ呂ろにでも入ってきたのだろう、浴衣ゆかた姿すがたの天道だった。

「や、やあ岸嶺」

「ど、どうも。どうしたんですか、こんな時間に」

　岸嶺が口に出せたのはそんな平凡な疑問だった。

「う、うん。キミと話がしたくてな」

　普ふ段だんの堂々とした態度はどこへやら、どこかそわそわした様よう子すで髪をいじる。

　シャンプーの香りだろうか、甘い匂においが岸嶺の鼻び腔こうを刺し激げきした。

　そして、今更ながらに気付く。月明かりに照らされた天てん道どうの浴衣ゆかた姿すがたが、とても綺き麗れいだということに。大和やまと撫子なでしこ。今の天道ほどその言葉が似合う女性はいないだろう。

　思わず岸きし嶺みねは言葉を失っていた。つい先ほどまでは天道のことをゲーマーとして、ライバルとして見ることができていたのに、今はまた女性として意い識しきしてしまう。もしここが薄うす暗ぐらい廊下でなければ、顔が上気していたことが簡かん単たんにバレていただろう。

「今日きようのゲームは、楽しかったな」

「はい、まったくです」

「もっとも、最後の一戦は見事にしてやられた。勝負はわたしの負けだ。だから、訊きく権利はない。それは分かってるんだが、やはり生徒会長としての立場もあるし、できることなら訊きたくてな」

「……あの写真のことですね？」

「そうだ」

　勝負は僕の勝ちでしたから──と、逃げることはできただろう。だが、岸嶺はそうしなかった。ここでその問題を解決しておかなければ後にしこりを残すのでは、と思ったから。

「いえ、構いません。僕も言うべきじゃないかと思ってたぐらいですから」

「じゃあ、訊かせて欲しい」

　天道がいつもの天道に戻っていた。威風堂々、正面から岸嶺を見据える。

　だが、彼女の口からこぼれた問いかけは、岸嶺の想定していたものとまったく違っていた。

「我が校のプールは男子禁制と聞いている。なのになぜキミはあんな写真を撮とれたのかを」

「え──」

　思わず岸嶺は啞あ然ぜんとした。天道が訊きたがっていたのはそんなことだったのか、と。

「つ、つまり……部長の知りたがっていたことって、男子禁制のプールに僕が入れた理由……ってことなんですか？」

「ああ、そうだ。そもそもプールを男子禁制にする意味というのもよく分からないんだが、決まりは決まりだ。伊い豆ず野の宮みやの生徒なら、破ることは許されない。そうだろう？」

　根本的に話がズレていた。

　だが、相手は天道である。考えてみれば、彼女は人を疑うことをしない。まして伊豆野宮の生徒は皆品行方正なのだ。そう解釈するのもやむを得ないのかもしれない。

　あるいはこのままズレた会話をしていれば、写真のことはうやむやにできるかもしれない。そうすれば今日のことは笑い話にして天道との仲を修復することもできるだろう。

　だが、それはなんとなく嫌いやだった。あるいは墓穴を掘ることになるかもしれないが、それでも言わずにはいられなかった。

「……違うでしょう、部長」

「違う？　なにがだ？」

「部長がまず訊きくべきは、なぜ僕があんな写真を持っていたか……でしょう？」

　天てん道どうは、心底不ふ思し議ぎそうに小首を傾かしげた。

「写真を持っていた理由？　別に写真を持っていることそれ自体は校則違反でもなんでもないからな。いや、まあ疑問といえば疑問ではある。なぜキミがわたしなんかの写真を持っていたのかは」

「……写真を手に入れた経緯いきさつは言えません。ただ僕は、部長の水着姿が綺き麗れいだと思って一人ひとりで見てたんです」

　嫌われても仕方のないことを口にしていた。

「わたしの水着姿が？　はは、なにを言ってるんだ。同級生の水着姿をキミが見てもなんの意味もないだろう？」

「そんなことはありません！　部長は、き、綺麗です。足のラインとか、白い肌とか。だからある知り合いにこの写真をもらって、ずっと手放せなかったんです」

　ここまで言って、なおも部長に勘違いされたままだったらもはや説明のしようがなかった。

　だが、さすがにその心配は杞き憂ゆうだった。

　初めて天道の表情に戸惑いの色が見て取れたのである。

　そして、まるで身を守るように、あるいは胸を隠すように、自分の体を抱くような仕し草ぐさをする。

「ま、まさか。そ、そういうことなのか？　つまり……わたしに、色欲を抱いていたというのか!?」

「い、いちいち単語が気になりますけど……そういうことです」

　冷静に考えると変態としか思えないことを口にしてしまう。

「じょ、冗じよう談だんだろう？　キミとわたしは同じ部の仲間だ。そんなキミが、その、わたしなんかに色欲を抱くなど、それではまるで……その辺の男子高校生ではないか！　キミは選ばれた我が伊い豆ず野の宮みやの生徒なんだろう!?」

「ぼ、僕は聖人君子でもなんでもないんです！　その辺の男子高校生と一いつ緒しよなんです。傍そばに部長や杉すぎ鹿しかみたいな綺麗で可愛かわいい女の子がいたら、気になるに決まってるじゃないですか！　男なら当然のことですよ！」

　これではまるで女なら誰だれでもいいみたいじゃないか──と、言った傍から後悔したが、もう引っ込みがつかなかった。

　天道は何度も言葉を吞のみこみ、逡しゆん巡じゆんする様よう子すを見せつつ、言葉を紡いだ。

「よ、よくないと思う。そういうのは」

「え？　よくない？」

「そうだ、よくない。た、確たしかに思春期の男子にはそういった欲求があると聞いた。だが、なんといったかな、そ、そうだ、フロイトの言うところの昇しよう華かだ。そういった欲求はなにか別のものに置き換えられるはず。キミもそうすべきだ！」

「無理ですよ、そんなの。部長は女性として綺き麗れいです。杉すぎ鹿しかや鷹たか三み津つだってそうですけど。そりゃ、僕だって仲間を変な目で見たくありません。でも、綺麗な女の子といつも一いつ緒しよにいて、なにも感じないほど僕も朴ぼく念ねん仁じんじゃないんです。部長を女性として意い識しきしたことだって一度や二度じゃないんです」

「…………」

　天道は黙だまりこんでしまった。もう一言たりとも口にしようとしない。

　岸きし嶺みねは勇気を振り絞ってその顔をのぞき見た。

　なんとも言えない表情をしている。恐らくは戸惑っているのだ。心ないように見えるのは、風ふ呂ろ上がりのせいだろうか。
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　一方、当然だが岸嶺は猛烈な恥ずかしさを感じていた。もうこの場にいることに耐えられないほどに。

「だ、だから部長。こんな時間に、男の部へ屋やに一人ひとりで来ないでください。僕も男ですから。お願ねがいします」

　それだけ言って、お茶を買いに行こうとしたことなど忘れ、逃げるように部屋へ戻る。

　そして、当然のように後悔が始まった。とりあえず敷しいてあった布団に頭を突っこむ。

（なんだよありゃあああああ！　僕が部長をエッチな目で見てるって宣言したようなもんじゃないかああああ！）




　岸きし嶺みね健けん吾ごの合宿は、まだ一日目であった。




　　　　◆




　一方、その頃ころ。

　甲か斐いヶが原はら女じよ学がく園えん遊ゆう戯ぎ文ぶん化か研けん究きゆう部ぶの主立った面々は、会かい議ぎ室しつで反省会を行なっていた。

「ちょっと皆さん方。今日きようの成せい績せきは一体どういうことなのかしら？　わたしたちはホスト校なのよ、関かん東とうゲーム部ぶネットワークの中心なのよ？　それなのに、初めて参加した伊い豆ず野の宮みやに優ゆう勝しようも準優勝もかっさらわれるってどういうことなのよ!?」

　祇し方ほう院いんの言葉遣づかいは時間と共に乱れていった。

「あはははは、そんなことも分からないのかー？」

　これ以上ない形で火に油を注いだのは、もちろん部長こと《吹き抜ける風ブラスト・ウインドウ》であった。

「簡かん単たんなのだ、ホストだからって強いとは限らないってことなのだー」

「やかましい！　そういうことはどうでもいいのよ！　大体なによ、あんた部長なんだからもうちょっと意地見せなさいよ！」

「う、うるさい、誰だれにだって油断はあるのだ。猿も筆の誤り、弘こう法ぼうも木から落ちるのだー。大体なー、副部長だって負けてるじゃないかー」

「わ、わたしはいいのよ、司会役で疲れてたし！　それにしてもまずいわね、これじゃホストの面めん目もく丸つぶれだし……」

「うわー、露ろ骨こつに話逸そらしたぞこの負け組副部長ー」

「だ、だまらっしゃい！」

「分かりました、副部長、じゃあいっそこういうことにしましょうよ」

　と、部員の一人ひとりがそんなことを言い出した。彼女がかなりうんざりした顔をしていたのは、いつまでも続くしょうもない口げんかを見飽きたからである。

「今回の大会では伊豆野宮は初出場でした。初出場でボロ負けということになればやる気もなくなります。ですから、わたしたちはわざと手を抜いて勝たせてあげたってことにするんです」

「そ、それよ！　いい考えだわ、それでいきましょう！」

「はっはっはー。姑こ息そくにもほどがあるぞー」

「やかましい！　あんたが少しは部長らしいところを見せてくれればこんな苦労しなくてすんだのに！」

「ひいぃぃやめてやめて！　コメカミグリグリだけはやめてー！」

「ええい、もうとにかく悪いのは伊い豆ず野の宮みやよ。初出場なんだからちょっとは遠えん慮りよしてくれればいいものを。まあいいわ、見てなさい、チーム戦こそ学校対抗戦の華。明あ日すこそ決着をつけてやるわ……！」

「はっはっはー。副部長ー、それ完全に負け組の台詞せりふなのだー。あ、ごめんなさいごめんなさい痛い痛いやめてー！」








つづく
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　　あとがき




　まずは前巻からすっかり間が空いてしまったことを謹つつしんでお詫わびいたします。本当はもう二か月は早くお届けできる予定だったのですが、やむを得ぬ理由により、この時期の刊行となってしまいました。

　本当に今回ばかりは誰だれかが悪いというわけではなく、「人生こういうこともある」というレベルの不慮の出来事が起きてしまいました。とはいえ、それも読者の皆さまにはまったく関係のないことでして、著者としましてはひたすら頭を下げることしかできません。今後はもうちょっと早く新刊をお届けできると思いますので、今回だけは何卒ご容赦頂ければ幸いです。




　また、今更ですが、本シリーズは大体人の善意によってできております。担当様はもちろん、表紙・挿さし絵えを担当頂いている八はつ宝ぽう備び仁じん様。そして、いつもゲーム会社に連絡を取ってくださる電でん撃げきゲーム編へん集しゆう部ぶの方々。本書は特に、株式会社ソニー・コンピュータエンタテインメント様、株式会社セガ様、上海アリス幻げん樂がく団だん様など、各ゲームメーカーのご協力なしにはまったく成り立ちません。

　その他ほかにも、前巻でふ～どさん＆板いた橋ばしザンギエフさんにご協力頂いただいたように、本作では『ぷよぷよ』を扱うにあたって、超上級プレイヤーとして知られるくまちょむさんにご協力頂きました。例によって筆者はまた「初心者でも勝てる方法ってありますか？」という無む茶ちやな質問をしたのですが、くまちょむさんは快く数多くのアドバイスをくださいました。くまちょむさんをはじめ、本書にかかわってくださったすべての方に、この場を借りて厚く御礼申し上げます。




　謝辞ばかりになってしまいました。しかし今回はページ数も押してまして、それではこの辺で次巻の話を。

　といっても本書をご一読頂ければ次巻についても大体ご想像はつくと思います。そうです、『ドキッ!?　女子高生だらけの合宿ゲーム大会！　チーム戦編へん』です。発売は秋頃ごろを予定しております。どうかご期待ください。

　それから今回はもう一つお知らせがございます。

　すでに様々な媒体で発表されておりますが、現在セガ様とアスキー・メディアワークス様がタッグを組み、多くのコラボ企画が進行中となっております。その企画の一環として、筆者も一つ連載小説を来月より始めさせて頂くこととなりました。題して『現代日本にやってきたセガの女神にありがちなこと』。

　ご存じの方も多いと思いますが、セガのゲームハードというのは大変に特徴があるわけです。ネタだらけです。そのネタをセガ公認で使用していいということなので、もう張り切って書いてしまいました。

　こちらは二〇一三年六月より電でん撃げき文庫マガジン等の媒体に掲載される予定です。よろしければ是非ご覧頂ければ幸いです。

　それでは、またこうしてお会いできることを心より祈りつつ。





師走しわすトオル　　　　　　　　　　




http://december-hp.sakura.ne.jp/　




@SiwasuToru　　　　　　　　　






追伸：

　本書に実在のゲームを登場させるにあたりましては、製品版と齟そ齬ごがないようメーカーさんをはじめ多くの方にチェックをお願いしております。しかしながら、そのチェックを本書に反映させるのはすべて著者であり、たとえば訂正し忘れというポカをやらかす可能性は大いにあり得ます。もし本書で書かれている内容と実際のゲームについて齟齬があれば、それはすべて著者の責任であることをここに明記しておきます。
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師走しわすトオル

今はガンダムオンラインにドハマリしております。

メイン機はなぜか量産型ガンタンク。いや強いんですよあれ。至近距離からの砲撃とボップミサイルランチャーの連打はドムにも打ち勝てるレベル。

でもグフ・カスタムとのタイマンだけは勘弁な！
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八はっ宝ぽう備び仁じん

作中に出てくる『ぷよぷよ』は、昔よくやっていました。

〝ばよえ～ん〟を出すと脳内アドレナリンが噴出してましたね。

ふと、〝ばよえ～ん〟の語源を調べてみたら、意外な真実がｗ

当時はよく、製作者の遊び心がゲームに反映されていたのを思い出します。バグもゲームの個性だったり……良くも悪くも面白い時代でした。
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僕ぼくと彼かの女じよのゲーム戦せん争そう5
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